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高次のデザイナーを育成する

　2003年10月に九州大学との統合を迎えた九州芸術工科大学は，1968年に全国で初めて「芸術工学

部」を有する国立大学として開学しました。教育研究の理念である「技術の人間化」は統合後も踏襲

され，その意味するところは時代とともに変わってきました。開学当時の昭和40年代は，高度成長の

最中明るい未来を期待する一方で公害による環境汚染を引き起こし，生態系を破壊したり多くの人々

に病気をもたらしました。そういう中で，技術のあり方を人を含む生物―環境系の立場から考えるこ

とのできるプロデューサー的人材として，高次のデザイナーを育成する必要がでてきたのです。

　現在はその公害も少なくなりました。これも技術の進歩のお陰です。科学技術の進展は長寿を可能

とし，またエアコン完備の住まい，テレビ・音楽・インターネット・財布など多機能を集約した携帯

電話は私たちのくらしを便利にしてくれています。しかし私たち生物としてのヒトは，本来狩猟採集

時代という飢えと厳しい自然環境で生き抜くだけの資質を獲得してきました。しかし一方で便利なは

ずの現代では，飽食による生活習慣病，運動不足による足腰の脆弱化，屋内外の温度差によるヒート

ショック，また複雑な社会構造などに起因する精神的な病に苦しんでいるのも事実です。

　このような潜在的な問題も含めて地球環境や人の幸せを見つめながら技術のあり方を示し，その思

想をもってアイデアを実現するのがデザイナーの役割です。その役割を果たすために，人文・社会科

学から科学技術にわたる幅広い知識と論理性，また芸術的感性と倫理性を備え，その上で目的を達成

するための様々な智慧を発揮できる設計家，すなわち高次のデザイナーを育成する必要があります。

　九州大学芸術工学部及び大学院芸術工学府にはそれらを可能にするカリキュラム，先進的教育研究

スタッフ，そして先端的な施設が揃っています。

　九州大学は，平成26年度から基幹教育を伊都キャンパスでスタートさせました。ここでは，高校ま

での教育からの脱却をはかり，自ら学ぶ態度を身につけ，教員と学生，あるいは他分野の学生同士と

の双方向の知の交流を通じて課題を見つけ解決するための方法を模索する姿勢を涵養します。また国

際社会でリーダーとして活躍できる素養も身につけさせます。学部１年生の大事な時期にこのような

基幹となる教育を受けることで，2年次以降の専門教育が積極的かつ能動的に吸収され，大きなデザイ

ンマインドと高い可能性をもった魅力ある高次のデザイナーが醸成されると信じています。

ミッシングテクニシャンという人材

　芸術工学という名称は，単に芸術と工学の二つの単語を並べたものではなく，芸術工学という全く

新しい学問分野を示すものです。開学当時この理念を実践できる専門家は世に不在といわれ，ミッシ

ングテクニシャンと呼ばれていました。未だに発見されていないヒトとサルの共通の先祖をミッシン

グリンクと呼び，未知の存在という意味を表しているのです。あれから46年，芸術工学を学んだ学生



達は試行錯誤しつつもやがてミッシングテクニシャンとして育ち，社会において独自の芸術工学を展

開しつつ大いに活躍しています。技術が加速的に進展する混沌とした21世紀において真に人間性豊か

な生活環境を創成するには，夢を持ちさらにチャレンジ精神旺盛な若い皆さんが必要なのです。さら

に一歩進んだ新たなミッシングテクニシャンを求めて，皆さんが社会で大いに活躍される日を楽しみ

にしています。
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１．沿革

1963	 昭和38年 2 月27日	 国立九州芸術大学設置期成会創設

1966	 昭和41年10月18日	 国立産業芸術大学(仮称)設立準備会設置

1967	 昭和42年 6 月 1 日	 九州芸術工科大学創設準備室発足

1968	 昭和43年 4 月 1 日	 九州芸術工科大学(芸術工学部)開設

	 	 環境設計学科，工業設計学科，画像設計学科及び音響設計学科の

	 	 4学科設置

1972	 昭和47年 4 月 1 日	 芸術工学専攻科設置

1977	 昭和52年 4 月 1 日	 芸術工学専攻科廃止

	 　　　5 月 2 日	 大学院芸術工学研究科(修士課程)設置

	 	 生活環境専攻及び情報伝達専攻の2専攻設置

1993	 平成 5 年 4 月 1 日	 大学院芸術工学研究科(博士課程)設置

	 	 生活環境専攻及び情報伝達専攻の2専攻設置

1997	 平成 9 年 4 月 1 日	 芸術情報設計学科設置

2001	 平成13年 4 月 1 日	 生活環境専攻及び情報伝達専攻の2専攻廃止

	 	 芸術工学専攻設置

2003	 平成15年10月 1 日	 九州大学と統合

	 	 九州大学大学院芸術工学研究院，大学院芸術工学府，芸術工学部設置

	 	 (学生の受け入れは，平成16年度から)

2006	 平成18年 4 月 1 日	 大学院芸術工学府デザインストラテジー専攻（修士課程）設置

2008	 平成20年 4 月 1 日	 大学院芸術工学府デザインストラテジー専攻（博士後期課程）設置

2008	 平成20年 4 月 1 日	 大学院芸術工学府芸術工学専攻再編（コース制の導入）

	 	 【デザイン人間科学コース，コミュニケーションデザイン科学コース，

	 	 環境・遺産デザインコース，コンテンツ・クリエーティブデザインコース】

2010	 平成22年 4 月 1 日	 大学院芸術工学府芸術工学専攻（博士後期課程）にデザイン人間科学国

	 	 際コースを設置
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２．理念・目的

（1）大学院芸術工学府

　21世紀に入り，社会の多様化，国際化が進む中で，技術の人間化を目指す人材は，一層柔軟な思考

法を持ち，異文化への関心，評価の多様性への寛容さを持つとともに，人間への深い理解と科学・技

術に関する高い能力および計画・設計への具体化能力を持つ必要があります。

　芸術工学専攻が目的としている総合的設計とは，いくつかの学問的知識や技術の分野を単に寄せ集

めるのではなく，実践としての設計分野と関連する基礎としての広範な諸学問分野の関係を調整し，

技術的感性に基づいて「技術の人間化」を実現しようとする全人間的活動を意味しています。

　デザインストラテジー専攻では，日本社会が国際競争力の基盤を確立し，持続的に経済発展するた

めに，デザイン分野における新しい型の高度専門職業人であるデザインプロデューサー，デザインス

トラテジストを育成するための教育を行います。

　特に博士後期課程は，自ら「デザインプロデューサー，デザインストラテジスト」でありながら，

この分野でデザインストラテジーに関する教育研究能力をもち，大学や企業等において人材の育成を

も担える極めて高度なデザインストラテジー能力，すなわち「独自の実践型デザインストラテジー方

法論を構築し教育研究を担える能力」を有する人材を育成するための教育を行います。

（2）芸術工学部

　大学院に重点をおいた組織編成にともない，学部教育は，「芸術工学」の基本・基礎を十分に修得させ，

社会的人材需要に応え，さらに大学院への進学の可能性を開くものとして重要です。幅広く深い教養

と総合的な判断力を備えた創造性豊な人材育成という社会的要請に応えるために，芸術工学の特性を

踏まえた全学教育と専攻教育との有機的連携による学部教育を行います。その際，芸術工学の特性で

ある総合性を学部学生の学習過程のなかで，具体的に身に付けます。

３．組織

芸術工学専攻

コース 講座

デザイン人間科学
生理人類学
知覚心理学
生体情報数理学

コミュニケーション
デザイン科学

視聴覚情報融合
音響情報伝達
画像情報伝達
ホールマネジメントエンジニアリング

環境・遺産デザイン
遺産理論
環境・遺産マネジメント
環境デザインテクノロジー

コンテンツ・クリエーティブ
デザイン

芸術表現学
デジタルコンテンツデザイン
クリエーティブデザイン

デザイン人間科学
国際（博士後期課程）

生理人類学
知覚心理学
生体情報数理学

デザインストラテジー専攻

デザインビジネス
ストラテジックアーキテクト
ストラテジックエクスペリエンス

部門

デザイン人間科学

コミュニケーション
デザイン科学

環境デザイン

コンテンツ・クリエーティブ
デザイン

デザインストラテジー

学科

環境設計

工業設計

画像設計

音響設計

芸術情報設計

学科目

環境設計学

工業設計学

画像設計学

音響設計学

芸術情報設計学

大学院芸術工学府 大学院芸術工学研究院 芸術工学部
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４．学生数

平成26年11月1日現在

学科・専攻 １年次(女)(外) ２年次(女)(外) ３年次(女)(外) ４年次(女)(外) 合計(女)(外)

学　
　
　

部

環 境 設 計 40(15)(  2) 39(20)(  0) 39(19)(  1) 53(24)(  0) 171(  78)(  3)

工 業 設 計 50(13)(  0) 51(12)(  1) 49(16)(  0) 53(11)(  1) 203(  52)(  2)

画 像 設 計 40(22)(  1) 39(24)(  1) 39(19)(  1) 47(26)(  0) 165(  91)(  3)

音 響 設 計 39(14)(  1) 39(  8)(  0) 39(14)(  0) 56(10)(  1) 173(  46)(  2)

芸 術 情 報 設 計 40(12)(  2) 42(16)(  2) 41(18)(  0) 51(13)(  1) 174(  59)(  5)

計 209(76)(  6) 210(80)(  4) 207(86)(  2) 260(84)(  3) 886(326)(15)

大　

 

学 　

院

修　
　

士

芸術工学 111(30)(20) 117(42)(26) 228(  72)(46)

デザインストラテジー 34(17)(  5) 40(12)(  6) 74(  29)(11)

計 145(47)(25) 157(54)(32) 302(101)(57)

博
士
後
期

芸術工学 18(  7)(  9) 22(11)(11) 37(18)(13) 77(  36)(33)

デザインストラテジー 11(  4)(  6) 8(  3)(  0) 27(  9)(12) 46(  16)(18)

計 29(11)(15) 30(14)(11) 64(27)(25) 123(  52)(51)

(		　)内は女子と外国人留学生でともに内数

５．学生サービスを行う部署と担当業務

担　　当 担　　　　当　　　　業　　　　務

学 　

務 　

課

教　務　係
授業，成績，履修登録，定期試験，学位，科目等履修生，特別聴講学生，

「★成績・★在学・卒業」等の証明，休学，退学

学　生　係
課外活動，サークル活動，就職支援，奨学金，授業料免除，入学料免除，
★学生運賃割引証(学割)，通学証明，学生教育研究災害障害保険，
学生寮，外国人留学生の受入・生活指導・奨学金等，学生の海外派遣

入学試験係 入学試験，研究生

外国人留学生・研究者
サポートセンター

ビザ手続き支援(在留資格認定証明書交付申請支援など)，寮・民間アパート入居手続き支援，
各種手続き支援(区役所住民登録，健康保険加入支援など)，留学生サポートチームとの連携
協力支援

グローバル学生交流
センター

主に日本人学生の留学に関する情報提供

総　

 

務　

 

課

庶　務　係 学部内アルバイトの任用

経　理　係 授業料・寄宿料等の納付，学部内アルバイト給与の支給

用　度　係 施設の時間外使用，施設使用

大橋保全係 ☆電子錠の登録申請

★成績証明書(和文)・在学証明書・学生運賃割引証については，自動発行機により発行。
☆電子錠の登録申請書は，芸術工学部ホームページでダウンロードできます。
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１Ｆ

給湯室

貸出物品
倉　　　庫

就職相談室
（学生相談室）

学
生
係

教
務
係

学務課長

入
学
試
験
係

事務棟

外国人留学生・研究
者サポートセンター

グローバル
学生交流
センター

証明書
自　動
発行機

２Ｆ

大
橋
保
全
係

経
理
係

事
務
支
援
・

環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

用
度
係

課長補佐総務課長課長補佐専門職員

窓口

庶
務
係

企
画
・
広
報
係
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６．学務関係の諸規則について

（1）九州大学学部通則（芸術工学部学生関係抜粋）

目　次

第１章　総則（第1条～第6条）

第２章　入学，再入学，転学部，転入学及び編入学（第7条～第14条）

第３章　教育課程，卒業の認定等（第15条～第25条）

第４章　退学，転学，留学及び休学（第26条～第33条）

第５章　表彰，除籍及び懲戒（第34条～第37条）

第６章　検定料，入学料，授業料及び寄宿料（第38条～第42条）

第７章　科目等履修生，聴講生，特別聴講学生，研究生及び専修生（第43条～第47条）

附　則

（入学資格，転入学及び編入学資格，21世紀プログラム関連条項，第7章及び別表は省略）

第１章　総則

（趣旨）

第１条　この規則は，九州大学学則（平成16年度九大規則第1号）第3条第4項の規定に基づき，学部の

修業年限，教育課程，学生の入学，退学，卒業その他の学生の修学上必要な事項を定めるものとする。

（修業年限等）

第２条　修業年限は，4年とする。

２　前項の規定にかかわらず，医学部医学科，歯学部及び薬学部臨床薬学科の修業年限は，6年とする。

３　九州大学（以下「本学」という。）の科目等履修生として一定の単位を修得した者が本学に入学す

る場合において，当該単位の修得により教育課程の一部を履修したと認められるときは，その単位

数に応じて相当期間を修業年限の2分の1を超えない範囲で修業年限に通算することができる。

４　前項の修業年限の通算は，学部教授会の議を経て各学部長が定める。

（在学期間の限度）

第３条　在学期間の限度は，8年とする。

２　前項の規定にかかわらず，医学部医学科，歯学部及び薬学部臨床薬学科の在学期間の限度は，12

年とする。

（定員）

第４条　各学部・学科の学生定員は，別表のとおりとする。

（学年及び学期）

第５条　学年は，4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。

２　学期の区分は，各学部規則において定める。

（休業日）

第６条　休業日（授業を行わない日）は，次のとおりとする。

　　日曜日及び土曜日

　　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

　　本学記念日　		5月11日

　　春季休業　　		4月		1日から4月10日まで

　　夏季休業　　		8月		1日から9月30日まで

　　冬季休業　　12月26日から翌年1月7日まで
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２　臨時の休業日は，その都度定める。

３　前2項の休業日において，特に必要がある場合には，授業を行うことがある。

第２章　入学，再入学，転学部，転入学及び編入学

（入学の時期）

第７条　学生の入学の時期は，学年の始めとする。ただし，特に必要があり，かつ，教育上支障がな

いと認めるときは，学期の始めに入学させることができる。

（入学の手続及び許可）

第10条の２　総長は，前条の入学者選抜の結果合格した者で，所定の期日までに入学料の納付（入学

料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては，当該免除又は徴収猶予

に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。

（再入学）

第11条　第26条の規定により退学した後，再び同一学部に入学を志願する者については，選考の上，

再入学を許可することがある。

（転学部）

第12条の２　学部長は，本学の学生で転学部を志願する者について，学部教授会の議を経て選考の上，

転学部を許可することができる。

（再入学，転入学及び編入学の手続及び許可）

第13条　第11条及び第12条に規定する再入学，転入学及び編入学に係る手続及び許可については，第

10条の2の規定を準用する。

（再入学等における修業年限等の取扱い）

第14条　第11条から第12条の2までの規定により再入学，転学部，転入学及び編入学（以下「再入学等」

という。）を許可された者の修業年限及び既修得単位の認定については，学部教授会の議を経て各学

部長が別に定める。

２　前項の規定により修業年限を定められた者の在学期間の限度は，当該修業年限の2倍とする。

第３章　教育課程，卒業の認定等

（教育課程）

第15条　各学部の教育課程は，基幹教育科目及び専攻教育科目により編成するものとする。

２　前項の基幹教育科目の履修については，別に定める。

３　第1項の教育課程及び卒業の認定については，各学部規則において定める。

（チャレンジ21）

第16条の２　本学に，各学部ごとに編成する教育課程のほか，学部共通の課程を置く。

２　前項の課程をチャレンジ21と称し，当該課程について必要な事項は，別に定める。

（授業の方法）

第16条の３　授業は，講義，演習，実験，実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用によ

り行うものとする。	

２　各学部は，文部科学大臣が定めるところにより，前項の授業を，多様なメディアを高度に利用して，

当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。	

３　各学部は，第1項の授業を，外国において履修させることができる。第2項の規定により，多様な

メディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても，同様

とする。
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（単位の計算方法）

第17条　各授業科目の単位数は，1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成す

ることを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等を考

慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

（1）講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で，各学部規則に定める時間の授業をも

って1単位とする。

（2）実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で，各学部規則に定める時間の授

業をもって1単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の授業については，当

該学部規則に定める時間の授業をもって1単位とすることができる。

（3）一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち2以上の方法の併用により行う場

合については，その組み合わせに応じ，前2号に規定する基準を考慮して当該学部規則に定める時間

の授業をもって1単位とする。

２　前項の規定にかかわらず，卒業論文，卒業研究，卒業制作等の授業科目については，これらの学

修の成果を評価して単位を授与することが適切と認める場合には，これらに必要な学修等を考慮し

て，単位数を定めることができる。

（成績評価基準等の明示等）

第17条の２　学部長は，学生に対して，授業科目の授業の方法及び内容並びに1年間の授業の計画をあ

らかじめ明示するものとする。

２　学部長は，学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確保するため，

学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準にしたがって適切に行うものとす

る。

（成績評価）

第17条の３　学生が履修した授業科目について，試験により成績評価を行う。ただし，平素の成績を

もって，試験の成績に代えることができる。

２　各授業科目の成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ及びＦの5種の評語をもってあらわし，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤを

合格とし，Ｆを不合格とする。

　Ａ　基準を大きく超えて優秀である。

　Ｂ　基準を超えて優秀である。

　Ｃ　望ましい基準に達している。

　Ｄ　単位を認める最低限の基準には達している。

　Ｆ　基準を大きく下回る。

３　前項の規定にかかわらず，演習，実験，実習等の合否等により判定する授業科目は，Ｒ又はＦの

評語をもってあらわすことができるものとし，Ｒを合格とする。

４　前3項に定めるもののほか成績評価に関し必要な事項は，別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第17条の４　学部長は，当該学部の授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を

実施するものとする。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第18条　学部長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学又は短期大学において履修した授業

科目について修得した単位を，当該学部における授業科目の履修により修得したものとみなすこと

ができる。

２　前項の規定は，学生が，外国の大学又は短期大学に留学する場合，外国の大学又は短期大学が行
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う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の大学又は短期大学の教育課

程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科

学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合につい

て準用する。

（休学期間中の外国の大学又は短期大学における授業科目の履修）

第19条　学部長は，教育上有益と認めるときは，学生が休学期間中に外国の大学又は短期大学におい

て履修した授業科目について修得した単位を，本学における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。

（大学以外の教育施設における学修）

第20条　学部長は，教育上有益と認めるときは，学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科にお

ける学修その他文部科学大臣が定める学修を，本学における授業科目の履修とみなし，学部教授会

の議を経て各学部長が定めるところにより単位を与えることができる。

（入学前の既修得単位等の認定）

第21条　学部長は，教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に大学又は短期大学におい

て履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）第31条の規

定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を，本学に入学した後の本学の授業科目の履修

により修得したものとみなすことができる。外国の大学又は短期大学において履修した授業科目に

ついて修得した単位についても同様とする。

２　学部長は，教育上有益と認めるときは，学生が本学に入学する前に行った前条に規定する学修を，

本学における授業科目の履修とみなし，学部教授会の議を経て各学部長が定めるところにより単位

を与えることができる。

（本学において修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数の限度）

第22条　第18条から前条までの規定により本学において修得したものとみなし，又は与えることので

きる単位数は，第11条及び第12条に規定する再入学等の場合を除き，合わせて60単位を超えないも

のとする。この場合において，入学前の既修得単位等で第15条第1項に規定する基幹教育科目の授業

科目の履修により修得したものとみなし，又は与えることのできる単位数は，30単位を超えないも

のとする。

（長期にわたる教育課程の履修）

第23条　学生が，職業を有している等の事情により，修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に

教育課程を履修し卒業することを希望する旨を学部長に申し出たときは，学部教授会の議を経て各

学部長が定めるところにより，その計画的な履修を認めることができる。

（卒業）

第24条　第2条に規定する期間在学し，所定の授業科目及び単位数を履修修得した者は，卒業者とし，

これに卒業証書を授与する。

２　前項の規定にかかわらず，本学の各学部（医学部医学科，歯学部及び薬学部臨床薬学科を除く。）

に3年以上在学した者で，各学部規則の定めるところにより，所定の授業科目及び単位数を優秀な成

績で履修修得したものは，卒業者とし，卒業証書を授与することができる。

３　第1項の規定による卒業に必要な単位のうち，第16条の3第2項及び第3項に規定する授業の方法に

より修得する単位数は，60単位を超えないものとする。ただし，卒業に必要な単位が124単位（医

学部医学科及び歯学部歯学科にあっては188単位，薬学部臨床薬学科にあっては186単位）を超える

学部にあっては，その超える部分の単位数を60単位に加えることができる。
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（学位の授与）

第25条　卒業者には，九州大学学位規則（平成16年度九大規則第86号）の定めるところにより，学士

の学位を授与するものとする。

第４章　退学，転学，留学及び休学

（退学）

第26条　学生が退学しようとするときは，学部長を経て総長に退学許可願を提出し，その許可を受け

なければならない。

（転学）

第27条　他の大学に転学を志望する学生は，学部長を経て総長に転学許可願を提出し，その許可を受

けなければならない。

（留学）

第28条　外国の大学又は短期大学に留学を志望する学生は，学部長に留学許可願を提出し，その許可

を受けなければならない。

２　前項の許可を得て留学した期間は，第2条の修業年限に通算することができる。

（休学）

第29条　疾病又は経済的理由のため2月以上修学できない学生は，学部長の許可を得て，その学年の終

りまで休学することができる。

２　前項のほか，特別の事情があると認められたときは，学部長は，休学を許可することができる。

第30条　疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては，学部長は，休学を命ずることができる。

第31条　休学期間中に，その事由が消滅したときは，学部長の許可を得て，復学することができる。

第32条　休学した期間は，在学期間に算入しない。

第33条　休学期間は，第2条に規定する修業年限の年数を超えることはできない。ただし，第11条又

は第12条の規定により再入学等をした者の休学期間は，第14条第1項に規定する修業年限の年数を

超えることができない。

第５章　表彰，除籍及び懲戒

（表彰）

第34条　学生に表彰に価する行為があったときは，総長が表彰することがある。

２　表彰に関し必要な事項は，別に定める。

（除籍）

第35条　総長は，学部長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，当該学

生を除籍することができる。

（1）欠席が長期にわたるとき。

（2）成業の見込みがないとき。

（3）長期間にわたり行方不明のとき。

（4）第3条又は第14条第2項に規定する在学期間の限度を超えたとき。

（5）第33条に規定する休学期間を超えてなお復学できないとき。

第36条　総長は，学生が，次の各号のいずれかに該当するときは，当該学生を除籍する。

（1）入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予された者

若しくは徴収の猶予を不許可とされた者が，所定の期日までに入学料を納付しないとき。

（2）授業料の納付を怠り，督促を受けてなお納付しないとき。
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（懲戒）

第37条　総長は，学生が本学の規則に違反し，又はその本分に反する行為があったときは，当該学生

を懲戒する。

２　前項の場合における懲戒は，訓告，停学及び退学とする。

３　懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は，別に定める。

第６章　検定料，入学料，授業料及び寄宿料

（検定料）

第38条　入学（再入学，転入学又は編入学を含む。次条において同じ。）を志願する者は，検定料を納

付しなければならない。

（入学料）

第39条　入学に当たっては，入学料を納付しなければならない。

２　入学料の納付が困難な者に対し，その全部若しくは一部を免除し，又は徴収猶予することができる。

３　前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は，別に定める。

（授業料）

第40条　各年度に係る授業料は，次の表に掲げる納付区分ごとに，それぞれ授業料の年額の2分の1に

相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし，当該期の授業料の免除，徴収

猶予又は月割分納を申請した者の納期については，この限りでない。

納　付　区　分 納　　期

前期（ 4月1日から9月30日まで） 4月30日まで

後期（10月1日から3月31日まで） 10月31日まで

２　休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は，その期間分の授業料を免除する。

３　経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ，かつ，学業が優秀と認められ

る者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については，授業料の全部若しくは一部

を免除し，徴収猶予し，又は月割分納を許可することができる。

４　前項の授業料の免除，徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は，別に定める。

（寄宿料）

第41条　寄宿舎に入居した者は，所定の期日までに，寄宿料を納付しなければならない。

２　前項の規定にかかわらず，特別の事情があると認められる者については，寄宿料を免除すること

ができる。

（検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額等）

第42条　検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額，徴収方法その他の必要な事項については，国立大

学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成16年度九大会規第12号。以下「費

用規程」という。）に定める。

附　則（平成26年度九大規則第78号）

　　この規則は，平成27年4月1日から施行する。
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（2）九州大学大学院通則（大学院芸術工学府学生関連抜粋）

目　次

第１章　総則（第1条～第8条）

第２章　入学，再入学，転学及び編入学等（第9条～第17条の3）

第３章　教育方法等（第17条の4～第26条）

第４章　修了要件及び学位授与（第27条～第32条）

第５章　退学，留学及び休学（第33条～第36条）

第６章　表彰，除籍及び懲戒（第37条～第40条）

第７章　検定料，入学料，授業料及び寄宿料（第41条～第45条）

第８章　科目等履修生，聴講生，特別聴講学生，研究生及び特別研究学生（第46条～第51条）

第９章　専門職大学院の教育方法等（第52条～第58条）

附　則

（入学資格の一部，医学系学府，専門職学位課程等の条項，第8，9章及び別表は省略）

第１章　総則

（趣旨）

第１条　この規則は，九州大学学則（平成16年度九大規則第1号）第6条第7項の規定に基づき，学府の

修業年限，教育方法，学生の入学，退学，修了その他の学生の修学上必要な事項を定めるものとする。

（修業年限等）

第２条　博士課程（医学系学府医学専攻，歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。）の標準

修業年限は，5年とする。

４　博士課程（医学系学府医学専攻，歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。）は，これを

前期2年及び後期3年の課程に区分し，前期2年の課程は，修士課程として取り扱うものとする。

６　第4項の前期2年及び後期3年の課程並びに前項の課程は，それぞれ「修士課程」及び「博士後期課

程」並びに「一貫制博士課程」という。

７　修士課程の標準修業年限は，2年とする。

８　前項の規定にかかわらず，修士課程においては，主として実務の経験を有する者に対して教育を

行う場合であって，教育研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間その他の特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないときは，各学府規

則の定めるところにより，専攻又は学生の履修上の区分に応じ，標準修業年限を1年以上2年未満と

することができる。

（在学期間の限度）

第４条　九州大学大学院（以下「本大学院」という。）における同一学府の在学期間の限度は，修士課

程は4年，博士後期課程及び後期のみの博士課程は6年，一貫制博士課程は10年とする。

２　医学系学府医学専攻，歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程は，8年とする。

（学年及び学期）

第７条　学年は4月1日に始まり，翌年3月31日に終る。

２　学期の区分は，各学府規則において定める。

（休業日）

第８条　休業日（授業を行わない日）は，次のとおりとする。

　　日曜日及び土曜日
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　　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

　　本学記念日　		5月11日

　　春季休業　　		4月		1日から4月10日まで

　　夏季休業　　		8月		1日から9月30日まで

　　冬季休業　　12月26日から翌年1月7日まで

２　臨時の休業日は，その都度定める。

３　前2項の休業日において，特に必要がある場合には，授業を行うことがある。

第２章　入学，再入学，転学及び編入学等

（入学の時期）

第９条　学生の入学の時期は，学年の始めとする。ただし，特に必要があり，かつ，教育上支障がな

いと認めるときは，学期の始めに入学させることができる。

（修士課程，一貫制博士課程及び専門職学位課程の入学資格）

第10条　修士課程，一貫制博士課程及び専門職学位課程に入学することのできる者は，次の各号のい

ずれかに該当する者とする。

（1）学校教育法（昭和22年法律第26号）第83条に定める大学を卒業した者

　（以下略）

（博士後期課程及び後期のみの博士課程の入学資格）

第11条　博士後期課程及び後期のみの博士課程に入学することのできる者は，次の各号のいずれかに

該当する者とする。

（1）修士の学位又は専門職学位を有する者

　（中略）

（8）本大学院の学府において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有す

　　る者と同等以上の学力があると認めた者で，24歳に達したもの

（入学資格審査）

第13条　第10条第1項第9号，第11条第8号及び前条第1項第7号の入学資格審査の実施方法等につい

ては，学府教授会の議を経て各学府長が別に定める。

（入学の出願）

第13条の２　入学を志願する者は，所定の期日までに，入学志願票，所定の入学検定料その他別に定

める書類を添えて願い出なければならない。

（入学者選抜）

第14条　前条の入学を志願する者については，入学者選抜を行う。

２　入学者選抜の細部については，学府教授会の議を経て各学府長が別に定める。

第14条の２　本大学院の学府の修士課程を修了し，引き続き博士後期課程及び後期のみの博士課程へ

進学を志願する者については前条の規定を準用するものとする。

（入学の手続及び許可）

第14条の３　総長は，第14条第1項の入学者選抜の結果合格した者で，所定の期日までに入学料の納

付（入学料の全部若しくは一部の免除又は徴収猶予を受けようとする者にあっては，当該免除又は

徴収猶予に係る申請）及び所定の書類の提出を完了したものに入学を許可する。

（再入学）

第14条の４　第33条の規定により退学した後，再び同一学府に入学を志願する者については，選考の

上，再入学を許可することがある。
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（転学）

第16条　本大学院の学府の学生が，他大学の大学院に転学しようとするときは，学府長を経て，総長

に転学願を提出するものとする。

２　総長は，転学の事由が適当であると認めたときは，その転学を許可する。

（転学府及び専攻の変更）

第17条　本大学院の学府に在学する者が，本大学院の他の学府に転学府を願い出たときは，当該他の

学府の学府長は，学年の始めに限り，考査の上，許可することがある。

２　前項の規定により本大学院の学府の学生が，他の学府に転学府しようとするときは，指導教員を

経て，学府長に転学府願を提出し，当該学府長の許可を得るものとする。

３　第1項により転学府を許可された者が既に履修した授業科目及び修得した単位並びに在学年数の認

否は，学府教授会の議を経て学府長がその都度決定する。

４　前項の規定は，専攻を変更する場合に準用する。

（編入学）

第17条の２　第11条各号のいずれかに該当する者が，本大学院の一貫制博士課程を置く学府の第3年

次に編入学を願い出たときは，考査の上，許可することがある。

２　前項の編入学について必要な事項は，当該学府規則において別に定める。

（再入学等の手続及び許可）

第17条の３　再入学，転学（第16条の転学を除く。）及び編入学（以下「再入学等」という。）に係る

手続及び許可については，第14条の3の規定を準用する。

第３章　教育方法等

（教育課程の編成方針）

第17条の４　総長は，本大学院の学府（専門職大学院を除く。）において，当該学府及び専攻の教育上

の目的を達成するために必要な授業科目を開設するとともに学位論文の作成等に対する指導（以下

「研究指導」という。）の計画を策定させ，体系的に教育課程を編成するものとする。

２　教育課程の編成に当たっては，専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得させるととも

に，当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮するものとする。

（大学院基幹教育）

第17条の５　本大学院に，学府ごとに編成する教育課程のほか，学府共通の課程を置く。

２　前項の課程を大学院基幹教育と称し，当該課程に関し必要な事項は，別に定める。

（博士課程教育リーディングプログラム）

第17条の６　本大学院に，博士課程教育リーディングプログラムを置く。

２　博士課程教育リーディングプログラムに関し必要な事項は，別に定める。

（授業及び研究指導）

第18条　本大学院の学府の教育は，授業科目の授業及び研究指導（専門職大学院にあっては，授業科

目の授業。以下同じ。）によって行うものとする。

２　本大学院の学府は，前項の授業科目の授業を，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行

う教室等以外の場所で履修させることができる。

３　本大学院の学府は，第1項の授業科目の授業を，外国において履修させることができる。前項の規

定により，多様なメディアを高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合

についても，同様とする。

４　本大学院の学府の教育に必要な授業科目，単位，研究指導等については，この規則に定めるもの
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のほか，各学府規則において定める。

（単位の計算方法）

第18条の２　各授業科目の単位数は，1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構

成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学修等

を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。

（1）講義及び演習については，15時間から30時間までの範囲で，各学府規則に定める時間の授業をも

って1単位とする。

（2）実験，実習及び実技については，30時間から45時間までの範囲で，各学府規則に定める時間の授

業をもって1単位とする。ただし，芸術等の分野における個人指導による実技の授業については，当

該学府規則に定める時間の授業をもって1単位とすることができる。

（3）一の授業科目について，講義，演習，実験，実習又は実技のうち2以上の方法の併用により行う場

合については，その組み合わせに応じ，前2号に規定する基準を考慮して，当該学府規則に定める時

間の授業をもって1単位とする。

２　前項の規定にかかわらず，学位論文等の授業科目については，これらの学修の成果を評価して単

位を授与することが適切と認める場合には，これらに必要な学修等を考慮して，単位数を定めるこ

とができる。

（成績評価基準等の明示等）

第18条の３　学府長は，学生に対して，授業科目の授業及び研究指導の方法及び内容並びに1年間の授

業及び研究指導の計画をあらかじめ明示するものとする。

２　学修の成果及び学位論文（専門職大学院にあっては，学修の成果）に係る評価並びに修了の認定

に当たっては，客観性及び厳格性を確保するため，学生に対してその基準をあらかじめ明示すると

ともに，当該基準にしたがって適切に行うものとする。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第18条の４　学府長は，当該学府の授業科目の授業及び研究指導の内容及び方法の改善を図るための

組織的な研修及び研究を実施するものとする。

（授業科目の選定等）

第19条　履修する授業科目の選定は，指導教員の指示に従うものとする。

２　各学府規則で定めるところにより，教育上有益と認めるときは，他の専攻若しくは大学院基幹教

育若しくは学府又は学部の課程による授業科目及び単位を指定して，履修させることができる。

３　前項により修得した単位は，第27条から第29条まで，又は第56条の課程修了の要件となる単位に

充当することができる。

（試験）

第20条　履修した各授業科目の合格又は不合格は，試験又は研究報告によって認定する。

２　前項の試験は，毎学期末又は毎学年末に行うものとする。ただし，病気その他やむを得ない事由

のため，受験できなかった者に対しては，追試験を行うことがある。

（成績）

第21条　各授業科目の成績は，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの4種の評語をもってあらわし，Ａ，Ｂ及びＣを合格

とし，Ｄを不合格とする。

２　前項の規定にかかわらず，教育研究上必要と認めたときは，当該学府規則に定めるところにより，

各授業科目の成績は，Ａ＋，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＤの5種の評語をもってあらわし，Ａ＋，Ａ，Ｂ及びＣ

を合格とし，Ｄを不合格とすることができるものとする。

３　合格した授業科目については，所定の単位を与える。
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４　不合格の授業科目については，再試験を受けさせることができる。

（他の大学院における授業科目の履修等）

第22条　学府長は，教育上有益と認めるときは，学生が他の大学院において履修した授業科目につい

て修得した単位を，本大学院の学府における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる。

２　前項の規定は，学生が，外国の大学院に留学する場合，外国の大学院が行う通信教育における授

業科目を我が国において履修する場合，外国の大学院の教育課程を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該教

育課程における授業科目を我が国において履修する場合及び国際連合大学の教育課程の授業科目を

履修する場合について準用する。

３　学府長は，教育上有益と認めるときは，他の大学院等との協議に基づき，学生が他の大学院等に

おいて必要な研究指導を受けることを認めることができる。ただし，修士課程の学生について認め

る場合には，当該研究指導を受けさせる期間は，1年を超えないものとする。

（休学期間中の外国の大学院における授業科目の履修）

第23条　学府長は，教育上有益と認めるときは，学生が休学期間中に外国の大学院において履修した

授業科目について修得した単位を，本大学院の学府における授業科目の履修により修得したものと

みなすことができる。

（本大学院において修得したものとみなすことのできる単位数の限度）

第24条　前2条の規定により本大学院の学府において修得したものとみなすことのできる単位数は，第

15条，第17条及び第17条の2に規定する転学等の場合を除き，合わせて10単位を超えないものとす

る。

（入学前の既修得単位の認定）

第25条　学府長は，教育上有益と認めるときは，学生が本大学院の学府に入学する前に大学院におい

て履修した授業科目について修得した単位（大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第15条の

規定により科目等履修生として修得した単位を含む。）を，本大学院の学府に入学した後本大学院の

学府における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　前項の規定により，各学府において，修得したものとみなすことのできる単位数は，第15条，第

17条及び第17条の2に規定する転学等の場合を除き，10単位を超えないものとする。

（長期にわたる教育課程の履修）

第26条　学生が，職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間にわたり計画

的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を学府長に申し出たときは，学府教授会の

議を経て学府長が定めるところにより，その計画的な履修を認めることができる。

第４章　修了要件及び学位授与

（修士課程の修了要件）

第27条　修士課程の修了要件は，修士課程に2年（2年以外の標準修業年限を定める専攻又は学生の履

修上の区分にあっては，当該標準修業年限）以上在学し，各学府規則で定められた授業科目を履修し，

30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，当該修士課程の目的に応じ，修士論文又

は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間

に関しては，総長が認めるときは，優れた業績を上げた者については，修士課程に1年以上在学すれ

ば足りるものとする。

第27条の２　第2条第4項の規定により修士課程として取り扱うものとする博士課程の前期の課程の修
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了の要件は，当該博士課程の目的を達成するために必要と認められる場合には，各学府規則で定め

るところにより，前条に規定する修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試

験に合格することに代えて，次に掲げる試験及び審査に合格することとすることができる。

（1）専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力並びに当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養で

あって当該前期の課程において修得し，又は涵養すべきものについての試験

（2）博士論文に係る研究を主体的に遂行するために必要な能力であって当該前期の課程において修得

すべきものについての審査

（博士課程の修了要件）

第28条　博士課程（医学系学府医学専攻，歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程を除く。以下本

条において同じ。）の修了要件は，博士課程に5年（修士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した

者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含む。）以上在学し，各学府規則で定めるところ

により，所定の授業科目を履修し，30単位以上の所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受

けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，総長

が認めるときは，優れた研究業績を上げた者については，博士課程に3年（修士課程に2年以上在学し，

当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含む。）以上在学すれば足り

るものとする。

２　第2条第8項の規定により標準修業年限を1年以上2年未満とした修士課程を修了した者及び前条た

だし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了要件については，前

項中「5年（修士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の

在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に3年を加えた期間」と，「3年（修士課

程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含む。）」

とあるのは「3年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて，同項の規定を適用する。

３　第1項及び第2項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条

の規定により本大学院の学府への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と同等以

上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が博士後期課程に入学した場合の博

士課程の修了要件は，博士後期課程に3年（法科大学院の課程を修了した者にあっては，2年）以上

在学し，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，

在学期間に関しては，学府が認めるときは，優れた研究業績を上げた者については，博士後期課程に

1年（標準修業年限が1年以上2年未満の専門職学位課程を修了した者にあっては，3年から当該1年

以上2年未満の期間を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。

４　各学府規則で定めるところにより，前項の修了要件として，更に所定の授業科目を履修し，所定

の単位を修得することを加えることができる。

（学位論文等及び最終試験）

第30条　第27条から前条までの最終試験は，学位論文又は特定の課題についての研究の成果（以下「学

位論文等」という。）を中心とし，これに関連のある授業科目について，行うものとする。

第31条　学位論文等及び最終試験の合格又は不合格は，学府教授会において審査する。

２　論文審査及び最終試験の細部については，別に定める。

（学位の授与）

第32条　修士課程，博士課程又は専門職学位課程を修了した者には，九州大学学位規則（平成16年度九

大規則第86号）の定めるところにより，学位を授与するものとする。

２　前項に規定するもののほか，一貫制博士課程において，第27条及び第27条の2に規定する修了要

件を満たした者にも，修士の学位を授与することができる。
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第５章　退学，留学及び休学

（退学）

第33条　学生が退学しようとするときは，学府長を経て総長に退学許可願を提出し，その許可を受け

なければならない。

（留学）

第34条　外国の大学院等に留学を志願する学生は，学府長に留学願を提出し，その許可を受けなけれ

ばならない。

２　前項の許可を得て留学した期間は，第27条から第29条まで，又は第56条の課程修了の要件として

の在学期間に通算することができる。

（休学）

第35条　疾病又は経済的理由のため2月以上修学できない学生は，学府長の許可を得て，その学年の終

りまで休学することができる。

２　前項のほか，特別の事情があると認められたときは，学府長は，休学を許可することができる。

３　疾病のため修学が不適当と認められる学生に対しては，学府長は，休学を命ずることができる。

４　休学期間中に，その事由が消滅したときは，学府長の許可を得て，復学することができる。

５　休学した期間は，在学期間に算入しない。

６　休学期間は，修士課程においては2年を，博士後期課程及び後期のみの博士課程においては3年を，

一貫制博士課程においては5年を超えることができない。

７　医学系学府医学専攻，歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程における休学期間は4年を超える

ことができない。

第６章　表彰，除籍及び懲戒

（表彰）

第37条　学生に表彰に価する行為があったときは，総長がこれを表彰することがある。

２　表彰に関し必要な事項は，別に定める。

（除籍）

第38条　総長は，学府長の報告により学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは，当該学

生を除籍する。

（1）欠席が長期にわたるとき。

（2）成業の見込みがないとき。

（3）長期間にわたり行方不明のとき。

（4）第4条又は第5条に規定する在学期間の限度を超えたとき。

（5）第35条第6項若しくは第7項又は第36条に規定する休学期間の限度を超えてなお復学できないとき。

第39条　総長は，学生が次の各号のいずれかに該当するときは，当該学生を除籍する。

（1）入学料の一部を免除された者若しくは免除を不許可とされた者又は入学料の徴収を猶予された者若

しくは徴収の猶予を不許可とされた者が，所定の期日までに入学料を納付しないとき。

（2）授業料の納付を怠り，督促を受けてなお納付しないとき。

（懲戒）

第40条　総長は，学生が本学の規則に違反し，又はその本分に反する行為があったときは，当該学生

を懲戒する。

２　前項の場合における懲戒は，訓告，停学及び退学とする。

３　懲戒の手続その他懲戒に関し必要な事項は，別に定める。
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第７章　検定料，入学料，授業料及び寄宿料

（検定料）

第41条　入学及び再入学等を志願する者は，検定料を納付しなければならない。

（入学料）

第42条　入学及び再入学等に当たっては，入学料を納付しなければならない。

２　入学料の納付が困難な者に対し，その全部若しくは一部を免除し，又は徴収猶予することができる。

３　前項の入学料の免除及び徴収猶予に関し必要な事項は，別に定める。

（授業料）

第43条　各年度に係る授業料は，次の表に掲げる納付区分ごとに，それぞれ授業料の年額の2分の1に

相当する額を同表に掲げる納期に納付しなければならない。ただし，当該期の授業料の免除，徴収

猶予又は月割分納を申請した者の納期については，この限りでない。

納　付　区　分 納　　期

前期（ 4月1日から9月30日まで） 4月30日まで

後期（10月1日から3月31日まで） 10月31日まで

２　休学が前項に定めた授業料納付区分の全期間である場合は，その期間分の授業料を免除する。

３　経済的理由により授業料を納付することが困難であると認められ，かつ，学業が優秀と認められ

る者その他やむを得ない特別の事情があると認められる者については，授業料の全部若しくは一部

を免除し，徴収猶予し，又は月割分納を許可することができる。

４　前項の授業料の免除，徴収猶予及び月割分納に関し必要な事項は，別に定める。

（寄宿料）

第44条　寄宿舎に入居した者は，所定の期日までに，寄宿料を納付しなければならない。

２　前項の規定にかかわらず，特別の事情があると認められる者については，寄宿料を免除すること

ができる。

（検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額等）

第45条　検定料，入学料，授業料及び寄宿料の額，徴収方法その他の必要な事項については，国立大

学法人九州大学における授業料その他の費用に関する規程（平成16年度九大会規第12号。以下「費

用規程」という。）に定める。

附　則（平成26年度九大規則第79号）

　　この規則は，平成27年4月1日から施行する。
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（3）九州大学学位規則（抜粋）
　　（専門職学位に関する条項は省略）

（趣旨）

第１条　この規則は，学位規則（昭和28年文部省令第9号）により定めるように規定されている事項そ

の他九州大学（以下「本学」という。）が授与する学位について必要な事項を定めるものとする。

（学位）

第２条　本学が授与する学位は，学士，修士及び博士とする。

２　本学が授与する専門職学位は，修士（専門職）及び法務博士（専門職）とする。

（学士の学位授与の要件）

第３条　学士の学位授与は，本学の課程を修了し，卒業を認定された者に対し行うものとする。

（修士の学位授与の要件）

第４条　修士の学位授与は，本学大学院の学府の修士課程を修了した者に対し行うものとする。

２　前項に定めるもののほか，修士の学位は，九州大学大学院通則（平成16年度九大規則第3号。以下

「大学院通則」という。）第2条第5項に定める一貫制博士課程（以下「一貫制博士課程」という。）に

おいて，大学院通則第27条及び第27条の2に規定する修了要件を満たした者に対し授与することが

できる。

（博士の学位授与の要件）

第５条　博士の学位授与は，本学大学院の学府の博士課程を修了した者に対し行うものとする。

（修士の学位授与）

第７条　修士の学位授与に関して必要な事項は，各学府において別に定める。

（博士論文の提出）

第８条　博士論文（以下「論文」という。）は，博士後期課程にあっては2年以上，医学系学府医学専攻，

歯学府及び薬学府臨床薬学専攻の博士課程（以下「医学系，歯学及び薬学の博士課程」という。）に

あっては3年以上，一貫制博士課程にあっては4年以上在学し，各学府の定める所要の授業科目の単

位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けなければ，提出することができない。

２　前項の規定にかかわらず，優れた研究業績を上げた者については，在学期間が博士後期課程にあ

っては2年，医学系，歯学及び薬学の博士課程にあっては3年，一貫制博士課程にあっては4年に満た

なくても論文を提出させることができる。

３　論文は，在学期間中に提出するものとし，その期日は，各学府において定める。ただし，博士後

期課程，医学系，歯学及び薬学の博士課程又は一貫制博士課程に所定の年限在学し，各学府の定め

る所要の授業科目の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた者は，退学の上，別に定める期

間内に論文を提出することができる。

４　論文は，論文審査願に，論文目録，論文要旨及び履歴書各1通を添え，当該学府長を経て総長に提

出するものとする。

第９条　論文は，1編とし，2通を提出するものとする。ただし，参考として，他の論文を添付するこ

とができる。

２　総長は，審査のため必要があるときは，論文の副本又は訳文，模型，標本等の提出を求めること

がある。

３　受理した論文は，返還しない。

（論文の審査）

第10条　総長は，論文を受理したときは，学府教授会にその審査を付託するものとする。
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２　前項の審査は，論文を受理した後1年以内に終了するものとする。

第11条　学府教授会は，前条第1項により付託された論文を審査するため，論文調査委員（以下「調査

委員」という。）を定めて，その論文の調査及び最終試験を行わせる。

２　調査委員は，3名以上とし，必要に応じ，他の大学院又は研究所等の教員等を加えることができる。

第12条　最終試験は，論文を中心とし，これに関連のある授業科目について，口頭又は筆答により行

うものとする。

第13条　調査委員は，論文調査及び最終試験を終了したときは，調査及び最終試験の結果の要旨を，

文書をもって，学府教授会に報告しなければならない。

第14条　学府教授会は，前条の報告に基づき，学位を授与すべきか否かを決定する。

２　前項の決定を行うには，構成員の3分の2以上が出席し，出席者の3分の2以上の賛成があることを

必要とする。

（審査結果の報告）

第15条　学府教授会が，前条の決定を行ったときは，その氏名，論文審査要旨，最終試験の成績及び

議決の結果を，文書をもって，総長に報告しなければならない。

（論文提出による博士）

第16条　第5条に定めるもののほか，博士の学位授与は，本学大学院の学府の行う論文の審査に合格し，

かつ，本学大学院の学府の博士課程を修了した者と同等以上の学力を有することの確認（以下「学

力の確認」という）をされた者に対し行うことができる。

２　第8条第3項ただし書に規定する者が，退学の上，同項ただし書に定める期間を経過した後に論文

を提出した場合も，前項の例による。

３　前2項により博士の学位を請求しようとする者は，学位申請書に，学位論文2通，同目録，論文要

旨及び履歴書各1通並びに総長が定める審査手数料を添え，関係学府を経て，総長に提出しなければ

ならない。

４　既納の審査手数料は，返還しない。

５　第9条の規定は，第3項の規定による学位の請求に準用する。

第17条　総長は，前条による論文を受理したときは，学府教授会にその審査を付託するものとする。

２　学府教授会は，調査委員を定めて，その論文の調査及び学力の確認を行わせる。

３　第10条第2項及び第11条第2項の規定は，前2項の場合に準用する。

第18条　論文の調査にあたっては，原則として試験を行う。

２　試験は，論文を中心とし，これに関連のある授業科目について，口頭又は筆答により行うものと

する。

第19条　学力の確認は，試問による。

２　試問は，口頭又は筆答によるものとし，専攻分野に関し本学大学院の学府の博士課程を修了した

者と同等以上の学力を有し，かつ，研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力

を有するか否かについて行う。この場合，外国語を課すものとし，その種類は，各学府教授会にお

いて定める。

３　第1項の規定にかかわらず，充分な研究歴と顕著な研究業績を有する者については，試問以外の方

法により学力の確認を行うことができる。

第20条　前2条の規定による論文の調査及び学力の確認の結果の取扱いについては，第13条から第15

条までの規定を準用する。

（学位記の授与）

第22条　総長は，第15条（第20条において準用する場合を含む。）の報告に基づき，博士の学位を授
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与すべき者に学位記を授与し，学位を授与できない者にはその旨を通知する。

２　総長は，卒業の認定，修士課程修了の認定及び専門職大学院の課程修了の認定の報告に基づき，

学士若しくは修士の学位又は専門職学位を授与すべき者に学位記を授与する。

（学位授与の報告等）

第23条　総長は，前条第1項により博士の学位を授与したときは，当該学位を授与した日から3月以内

に，所定の様式による学位授与報告書を文部科学大臣に提出するとともに，その論文の内容の要旨

及び論文審査の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。

（学位論文の公表）

第24条　博士の学位を授与された者は，当該博士の学位を授与された日から1年以内に，当該博士の学

位の授与に係る論文の全文を公表しなければならない。ただし，当該博士の学位を授与される前に

既に公表したときは，この限りでない。

２　前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由がある場合には，学

府の承認を得て，当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えて，その内容を要約したものを公

表することができる。この場合において，当該学府は，その論文の全文を求めに応じて閲覧に供す

るものとする。

３　博士の学位を授与された者が行う前2項の規定による公表は，インターネットの利用により行うも

のとする。

４　第1項及び第2項により論文を公表する場合には，本学において審査を受けた学位論文であること

を，明記しなければならない。

第25条　本学の学位を授与された者が，学位の名称を用いるときは，「九州大学」と付記しなければな

らない。

（学位の名称）

第26条　第2条の学位（法務博士(専門職)を除く。）を授与するに当たっては，専攻分野の名称を付記

するものとし，学位の名称は，学士にあっては別表第1のとおりとし，修士の学位及び博士の学位に

あっては別表第2のとおりとし，専門職学位にあっては，別表第3のとおりとする。

（学位授与の取消）

第27条　本学において博士の学位を授与された者が不正な方法により学位の授与を受けた事実が判明

したとき，又は学位の栄誉を汚辱する行為があったときは，総長は，教育審議会の議を経て，既に

与えた学位を取り消し，学位記を返納させ，かつ，その旨を公表するものとする。

２　教育審議会において前項の決定を行うには，構成員の3分の2以上が出席し，出席者の4分の3以上

の賛成があることを必要とする。

（学位記等の様式）

第28条　学位記及び学位申請関係書類の様式は，別記様式のとおりとする。

附　則（平成25年度九大規則第116号）

この規則は，平成26年4月1日から施行する。
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（4）九州大学芸術工学部規則（抜粋）
　　（科目等履修生及び聴講生に関する条項，別表は省略）

（趣旨）

第１条　この規則は，九州大学学部通則（平成16年度九大規則第2号。以下「通則」という。）により，

各学部規則において定めるように規定されている事項その他芸術工学部の教育に関し必要な事項を

定めるものとする。

（教育研究上の目的）

第１条の２　芸術工学部は，技術を人間生活に適切に利用するために，技術の基礎である科学と人間

精神の最も自由な発現である芸術とを総合し，技術の進路を計画し，その機能の設計について研究

するとともに，人文，社会，自然にまたがる知識と芸術的感性を基盤とする設計家を養成すること

を目的とする。

（入学等）

第２条　学生の入学に関し必要な事項は，別に定める。

２　学生の再入学，転学部，転入学及び編入学（以下「再入学等」という。）については，芸術工学部

の収容定員に余裕がある場合又は特に必要と認める場合に，教授会の議を経て，これを許可するこ

とができる。

３　前項の規定により再入学等を許可された者の修業年限，単位修得の方法等については，教授会の

議を経て，学部長が決定する。

第３条　科目等履修生として，本学において一定の単位を修得した後に入学する者の修業年限の通算

については，教授会の議を経て，学部長が決定する。

（学期）

第４条　学年を分けて次の2学期とする。

　　前学期　　4月1日から9月30日まで

　　後学期　10月1日から翌年3月31日まで

（教育課程）

第５条　芸術工学部における教育課程（21世紀プログラムを除く。）は，基幹教育科目及び専攻教育科

目により編成するものとする。

２　基幹教育科目に関する授業科目，単位数及び最低修得単位数は，別表第1のとおりとする。

３　専攻教育科目に関する授業科目及び単位数は，別表第2のとおりとする。

４　前項に規定するもののほか，臨時に開設する授業科目は，その都度教授会の議を経て，学部長が

別に定める。

５　単位計算の基準は，原則として，講義については15時間をもって1単位，演習については15時間

又は30時間をもって1単位，実験及び実習については30時間又は45時間をもって1単位とする。た

だし，これによりがたい場合は，教授会の議を経て，学部長が別に定める。

第６条　学生は，各学期の始めに履修しようとする授業科目を学部長に届け出なければならない。

（単位修得及び卒業）

第７条　授業担当教員は，学生が履修した授業科目について試験，平素の学修の状況等により成績評

価を行う。

２　授業科目の成績評価は，通則第17条の3の規定に基づき行うものとする。

第８条　学部長は前条第2項の合格の評価を受けた授業科目について，所定の単位を認定する。

第９条　芸術工学部の卒業の要件（21世紀プログラムの教育を受ける学生の卒業の要件を除く。）は，
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芸術工学部に4年以上在学し，次の各号に定めるところにより，128単位以上修得することとする。

（1）基幹教育科目から48単位

（2）専攻教育科目から80単位以上

２　教授会は，前項の単位を修得した者について，卒業の審査を行う。

第18条　この規則その他の規則等に定めるもののほか，芸術工学部の校務について必要な事項は，教

授会の議を経て，学部長が別に定める。

附　則

１　この規則は，平成27年4月1日から施行する。

２　この規則による改正後の九州大学芸術工学部規則別表第2の規定は，平成27年4月1日に本学部に

入学する者から適用し，平成27年3月31日に本学部に在学し，同年4月1日以降も引き続き在学する

者については，なお従前の例による。
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（5）九州大学大学院芸術工学府規則（抜粋）
　　（科目等履修生関連の条項及び別表は省略）

（趣旨）

第１条　この規則は，九州大学大学院通則（平成16度年九大規則第3号）及び九州大学学位規則（平成

16年度九大規則第86号）により各学府規則において定めるように規定されている事項その他芸術工

学府（以下「本学府」という。）の教育に関し必要と認める事項について定めるものとする。

（教育研究上の目的）

第１条の２　本学府は，技術を人間生活に適切に利用するために，技術の基盤である科学と人間精神の

最も自由な発現である芸術とを統合し，技術の進路を計画し，その機能の設計について研究するとと

もに，人文，社会，自然にまたがる知識と芸術的感性を基盤とする高次の設計家を組織的に養成する。

（コース）

第１条の３　本学府芸術工学専攻修士課程及び博士後期課程に，次のコースを置く。

　　デザイン人間科学コース

　　コミュニケーションデザイン科学コース

　　環境・遺産デザインコース

　　コンテンツ・クリエーティブデザインコース

２　本学府芸術工学専攻博士後期課程に，国際コース（英語による授業等により学位取得可能な教育

課程をいう。）として，デザイン人間科学国際コースを置く。

（決断科学大学院コース）

第１条の４　本学府の各専攻に，持続可能性に関する広範な知識を有し，社会的な課題に関する専門・

学際科学の成果を統合した新たな学識を兼ね備え，国際社会で活躍できるリーダーの養成を行うた

め，九州大学博士課程教育リーディングプログラムに関する規則（平成24年度九大規則第34号。以

下「リーディングプログラム規則」という。）第3条に規定する決断科学大学院プログラムを実施す

るコースとして，決断科学大学院コースを置く。

２　決断科学大学院コースは，修士課程から博士後期課程までの一貫した学位プログラムとする。

（入学考査）

第２条　入学を志願する者に対する考査は，学力検査，出身大学の成績証明書その他本学府の定める

資料によって行うものとする。

２　学力検査の方法については，本学府教授会の議を経て，芸術工学府長（以下「本学府長」という。）

が定める。

（学期）

第３条　学年を分けて次の2学期とする。

　　前学期　　4月1日から9月30日まで

　　後学期　10月1日から翌年3月31日まで

（授業及び研究指導）

第４条　本学府の教育は，授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する指導（以下「研究指導」と

いう。）によって行うものとする。

（授業科目，単位及び履修方法等）

第５条　授業科目，単位及び履修方法は，修士課程にあっては別表第1，博士後期課程にあっては別表

第2のとおりとし，別表第3の定めるところにより，単位を修得しなければならない。

２　前項に定めるもののほか，臨時に開設する授業科目は，その都度本学府教授会の議を経て，本学

府長が別に定める。

３　単位計算の基準は，原則として，講義については15時間をもって1単位，演習については15時間
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又は30時間をもって1単位，実験及び実習については30時間又は45時間をもって1単位とする。た

だし，これによりがたい場合は，本学府教授会の議を経て，本学府長が別に定める。

（決断科学大学院コースの授業科目，単位及び履修方法等）

第５条の２　決断科学大学院コースの授業科目，単位及び履修方法は，リーディングプログラム規則

第7条のとおりとする。

第６条　学生は，各学期の始めに，履修しようとする授業科目を，指導教員の指示に従って選定し，

本学府長に届け出なければならない。

第７条　本学府において，教育上有益と認めるときは，他の専攻若しくは大学院基幹教育若しくは他

の学府又は学部の課程による授業科目を履修させることができる。

第８条　各授業科目の単位修得の認定は，本学府教授会の議を経て，本学府長が行う。

（他の大学院における授業科目の履修等）

第９条　本学府長は，本学府教授会の議を経て，教育上有益と認めるときは，他の大学院との協議に

基づき，他の大学院の授業科目を履修させることができる。

２　前項の規定により履修した単位は，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を限度として，本

学府教授会の議を経て，課程修了の要件となる単位として認めることができる。

３　本学府において，教育上有益と認めるときは，他の大学院等との協議の上，本学府長の承認を得て，

他の大学院等において必要な研究指導を受けさせることができる。ただし，修士課程の学生につい

て認める場合には，当該研究指導を受けさせる期間は，1年を超えないものとする。

（長期にわたる教育課程の履修）

第9条の２　本学府の学生が，職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間に

わたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を本学府長に申し出たときは，

本学府教授会の議を経て，その計画的な履修を認めることができる。

（修士課程の修了要件）

第10条　本学府の修士課程の修了要件は，修士課程に2年以上在学し，この規則の定めるところにより，

芸術工学専攻においては30単位以上，デザインストラテジー専攻においては40単位以上を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，修士論文又は修士作品（以下「修士論文等」という。）を提出して，本学府

教授会の行う修士論文等の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，総長が認めるときは，在

学期間に関しては，優れた業績を上げた者については，修士課程に1年以上在学すれば足りるものとする。

（博士課程の修了要件）

第11条　本学府の博士課程の修了要件は，博士課程に5年（修士課程に2年以上在学し，当該課程を修

了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含む。）以上在学し，この規則の定めると

ころにより，芸術工学専攻においては40単位以上（他の専攻若しくは学府又は他の大学院の修士課

程を修了した者にあっては博士後期課程において10単位以上），デザインストラテジー専攻において

は50単位以上（他の専攻若しくは学府又は他の大学院の修士課程を修了した者にあっては博士後期

課程において10単位以上）を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終

試験に合格することとする。ただし，総長が認めるときは，在学期間に関しては，優れた研究業績

を上げた者については，博士課程に3年（修士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっ

ては，当該課程における2年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。

２　大学院設置基準第3条第3項の規定により標準修業年限を1年以上2年未満とした修士課程を修了した

者及び前条ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了要件につ

いては，前項中「5年（修士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程にお

ける2年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に3年を加えた期間」と，「3年（修

士課程に2年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における2年の在学期間を含

む。）」とあるのは「3年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替えて前項の規定を適用する。
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３　前2項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ

り大学院への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認め

られた者又は専門職学位課程を修了した者が，博士後期課程に入学した場合の博士課程の修了要件は，

博士後期課程に3年（法科大学院の課程を修了した者にあっては，2年）以上在学し，この規則の定め

るところにより10単位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試

験に合格することとする。ただし，総長が認めるときは，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げ

た者については，博士後期課程に1年（標準修業年限が1年以上2年未満の専門職学位課程を修了した者

にあっては，3年から当該1年以上2年未満の期間を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。

（修士論文等の提出及び審査）

第12条　修士論文等は，在学期間中に指導教員を経て，本学府長に提出しなければならない。

２　修士論文等及び最終試験の合格又は不合格は，専攻の行う調査に基づき，本学府教授会が審査する。

３　修士論文等の提出期日その他については，あらかじめ公示する。

（博士論文の提出）

第13条　博士論文は，博士後期課程に2年以上在学し，この規則により履修すべき所要の単位を修得し

た者又は当該年度末までに修得する見込みの者で，かつ，必要な研究指導を受けた者でなければ提

出できない。ただし，本学府教授会の議を経て，本学府長が優れた研究業績を上げたと認めた者は，

博士後期課程における在学期間が2年に満たなくても博士論文を提出することができる。

第14条　最終試験は，学位論文を提出した者について行うものとする。

（留学）

第15条　留学を志望する本学府の学生は，書面をもって本学府長に願い出て，その許可を受けなけれ

ばならない。

２　前項の許可を得て留学した期間は，第10条及び第11条の課程修了の要件としての在学期間に加え

ることができる。

３　第9条の規定は，本学府の学生が留学する場合について準用する。この場合において，同条中「他

の大学院」とあるのは，「外国の大学院」と読み替えるものとする。

（ホールマネジメントエンジニア育成プログラム）

第15条の２　劇場，ホール等の文化施設（以下「施設」という。）の音響，照明，舞台機構等に関する

工学的知識及び文化芸術に関する知識を備えた施設の総合的管理運営能力を有する人材を育成する

ため，本学府修士課程にホールマネジメントエンジニア育成プログラム（以下この条において「プ

ログラム」という。）を置く。

２　プログラムの授業科目，単位，履修方法等は，本学府教授会の議を経て，本学府長が別に定める。

３　プログラムの授業科目の所定の単位を修得した者には，プログラム修了証を授与する。

（雑則）

第20条　この規則その他の規則等に定めるもののほか，本学府の校務について必要な事項は，本学府

教授会の議を経て，本学府長が別に定める。

附　則
１　この規則は，平成27年4月1日から施行する。

２　この規則による改正後の九州大学大学院芸術工学府規則別表第1及び別表第2の規定は，平成27年

4月1日に本学府に入学する者から適用し，平成27年3月31日に本学府に在学し，同年4月1日以降も

引き続き在学する者については，なお従前の例による。

　　関係規則については，九州大学のホームページ（学内専用）でも公開しているので，そちらをご

覧下さい。



26

第
２
章

教育課程と科目の履修について

第 ２ 章
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1．年間の行事

平成27年度学年暦
（九州大学芸術工学部・大学院芸術工学府）

学期別 行　　　　事 期　　　　日 備　　　　考

前　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　
　

期

前 学 期 開 始 4月1日㈬
春 季 休 業 4月1日㈬～4月10日㈮

学 生 定 期 健 康 診 断

4月3日㈮午後
　本学部1年対象
　本学府修士1年対象

4月7日㈫午後
　本学部2～4年対象
　本学府修士2年対象
　本学府博士対象

学 部 入 学 式 4月7日㈫
新入生オリエンテーション 4月7日㈫～4月10日㈮ 9日㈭午前は大橋地区。
大 学 院 入 学 式 4月8日㈬ ガイダンスも実施。
在 学 生 ガ イ ダ ン ス 8日㈬,9日㈭,10日㈮ 8日㈬は大学院生対象。
編 入 学 生 入 学 式 4月10日㈮
前 学 期 授 業 開 始 4月13日㈪ 基幹教育科目の授業も4月13日㈪から開始。
新 入 生 合 宿 研 修 4月25日㈯,26日㈰
振替授業（水曜の授業実施） 5月7日㈭ 基幹教育科目も水曜日の授業。
九 州 大 学 記 念 日 5月11日㈪
大 橋 キ ャ ン パ ス 施 設 公 開 5月17日㈰
九州芸術工科大学創立記念日 6月1日㈪
学 部 編 入 学 入 試 7月4日㈯
振替授業（月曜の授業実施） 7月17日㈮ 基幹教育科目も月曜日の授業。
前 学 期 授 業 終 了 7月31日㈮
オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 8月2日㈰
前 学 期 補 講 期 間 8月3日㈪～8月7日㈮
前 学 期 定 期 試 験 期 間 8月3日㈪～8月7日㈮ クォーター科目の試験等日程は別途設ける。
夏 季 休 業 8月8日㈯～9月30日㈬
修士課程入試（一般・社会人） 8月19日㈬,20日㈭
博士後期課程入試（10 月入学）

（ 一 般・ 社 会 人 ） 8月21日㈮

秋 季 学 位 記 授 与 式 9月25日㈮
前 学 期 終 了 9月30日㈬

後　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　
　

期

後 学 期 開 始 10月1日㈭
秋 季 入 学 式 10月1日㈭
後 学 期 授 業 開 始 10月1日㈭
体 育 祭 10月10日㈯
振替授業（月曜の授業実施） 10月15日㈭ 基幹教育科目も月曜日の授業。
九 大 祭（ 芸 工 祭 ） 11月20日㈮～11月23日㈪ 九大祭のため20日㈮,23日㈪は休業。
修士課程入試（外国人） 12月5日㈯
休 講 日 12月18日㈮ TOEFL-ITPテストのため休講。
冬 季 休 業 12月26日㈯～1月5日㈫
振替授業（月曜の授業実施） 1月6日㈬ 基幹教育科目も月曜日の授業。
振替授業（金曜の授業実施） 1月14日㈭ 基幹教育科目も金曜日の授業。
休 講 日 1月15日㈮ 大学入試センター試験準備のため休講。
大 学 入 試 セ ン タ ー 試 験 1月16日㈯,17日㈰
AO 入 試（2 次 選 抜 ） ※1月30日㈯ ※予定（平成27年5月頃決定）
後 学 期 授 業 終 了 2月3日㈬
後 学 期 補 講 期 間 2月4日㈭～2月10日㈬
後 学 期 定 期 試 験 期 間 2月4日㈭～2月10日㈬ クォーター科目の試験等日程は別途設ける。
卒 業 研 究 展 開 催 期 間 2月12日㈮～2月14日㈰
入学者選抜個別学力検査

（ 前 期 日 程 ） 2月25日㈭,26日㈮

私費外国人・帰国子女入試 2月27日㈯
博士後期課程入試（4 月入学）

（ 一 般・ 社 会 人 ） 2月29日㈪

学 位 記 授 与 式 3月25日㈮
後 学 期 終 了 3月31日㈭



こどもの日みどりの日 振替休日

海の日

昭和の日

30 31

平成27年度前学期授業日程

授業
期間

曜日
回数 月 火 水 木 金 備　　　　　　考

4/1㈬ 前学期開始　　4/1㈬～4/10㈮ 春季休業
4/3㈮ 午後 学部1年生，修士1年生　定期健康診断
4/7㈫ 学部入学式
4/7㈫～4/10㈮ 新入生オリエンテーション
4/7㈫ 午後 学部2～4年生，修士2年生，博士1～3年生  定期健康診断
4/8㈬ 大学院入学式・ガイダンス
4/9㈭ 芸術工学部主催の新入生ガイダンス
4/9㈭，10㈮ 在学生ガイダンス
4/12㈰ 英語力診断テスト【1年生】

4/1 2 3

6 7 8 9 10

1 13 14 15 16 17 4/13㈪ 前学期授業開始
4/13㈪～4/20㈪ 履修登録期間（予定）
4/19㈰ 英語力診断テスト【2年生及び1年生追試】

2 20 21 22 23 24 4/25㈯・26㈰ 合宿研修
4/26㈰ 英語力診断テスト【2年生追試】

3 27 28 29 30 5/1

4 4 5 6 7 8 ※5/7㈭は水曜日の授業を行う。

5 11 12 13 14 15 5/11㈪ 九州大学記念日

6 18 19 20 21 22

7 25 26 27 28 29

8 6/1 2 3 4 5 ↑学期前半クォーター（～6/11）（※1）

9 8 9 10 11 12 ↓学期後半クォーター（6/12～）（※1）

10 15 16 17 18 19

11 22 23 24 25 26

12 29 30 7/1 2 3

13 6 7 8 9 10

14 13 14 15 16 17 ※7/17㈮は月曜日の授業を行う。

15 20 21 22 23 24

16 27 28 30 30 31 7/31㈮ 授業終了
8/2㈰ オープンキャンパス

17 8/3 4 5 6 7 8/3㈪～8/7㈮ 定期試験（※１）
8/3㈪～8/7㈮ 補講期間

授業
回数 計 *15 15 *15 15 15 「＊」は振替授業を含めた回数

総数 計 *16 16 *16 16 16 総数は授業・定期試験・補講期間の日数の合計

4/13㈪～4/20㈪　履修登録期間（予定）
8/  3㈪～8/  7㈮　前学期定期試験期間
8/  3㈪～8/  7㈮　前学期補講期間
8/28㈮　成績報告締切
9/  4㈮～9/10㈭　成績確認期間（卒業,修了に係る学生は，8/31㈪～9/1㈫）
9/25㈮　秋季学位記授与式
9/30㈬　前学期終了

（※1）クォーター科目の試験等日程は別途設ける。
〔参考〕基幹教育学年暦
　授 業 期 間　4/13㈪～7/31㈮
　前期定期試験　8/  3㈪～8/  7㈮
　追 　 試 　 験　8/10㈪～8/14㈮
　夏 季 休 業　8/15㈯～9/30㈬



体育の日

文化の日

天皇誕生日

成人の日

建国記念日

勤労感謝の日

30 31

平成27年度後学期授業日程

授業
期間

曜日
回数 月 火 水 木 金 備　　　　　　考

1 10/1 2 10/1㈭ 後学期開始
10/1㈭ 秋季入学式
10/1㈭ 後学期授業開始
10/1㈭～10/8㈭ 履修登録期間（予定）
10/10㈯ 体育祭2 5 6 7 8 9

3 12 13 14 15 16 ※10/15㈭は月曜日の授業を行う。

4 19 20 21 22 23

5 26 27 28 29 30

6 11/2 3 4 5 6

7 9 10 11 12 13

8 16 17 18 19 20 11/20㈮，11/23㈪は九大祭のため休業日
〔九大祭期間：11/20㈮～11/23㈪〕

9 23 24 25 26 27 ↑学期前半クォーター（～12/1）（※1）

10 30 12/1 2 3 4 ↓学期後半クォーター（12/2～）（※1）

11 7 8 9 10 11

12 14 15 16 17 18 12/18㈮・19㈯はTOEFL-ITPテスト（3年生）実施日のため，12/18は休講

13 21 22 23 24 25

14 28 29 30 31 1/1

15 1/4 5 6 7 8 ※1/6㈬は月曜日の授業を行う。

16 11 12 13 14 15 ※1/14㈭は金曜日の授業を行う。
1/15㈮ 大学入試センター試験準備のため休講
1/16㈯・17㈰ 大学入試センター試験

17 18 19 20 21 22

18 25 26 27 28 29

19 2/1 2 3 4 5 2/3㈬ 授業終了
2/4㈭～2/10㈬ 定期試験期間（※１）
2/4㈭～2/10㈬ 補講期間
2/12㈮～2/14㈰ 卒業研究展開催期間
2/25㈭・26㈮ 入学者選抜個別学力検査（前期日程）20 8 9 10 11 12

授業
回数 計 *15 15 15 15 *15 「＊」は振替授業を含めた回数

総数 計 *16 16 16 16 *16 総数は授業・定期試験・補講期間の日数の合計

10/  1㈭～10/  8㈭　履修登録期間（予定）
  1/16㈯～  1/17㈰　大学入試センター試験
  2/  4㈭～  2/10㈬　後学期定期試験期間
  2/  4㈭～  2/10㈬　後学期補講期間
  2/19㈮　成績報告締切（最終学年:学部4年，修士2年，博士3年）
  2/22㈪～  2/23㈫　成績確認期間（最終学年:学部4年，修士2年，博士3年）
  2/29㈪　成績報告最終締切（学部1～3年，修士1年，博士1～2年）
  3/  8㈫～  3/14㈪　成績確認期間（学部1～3年，修士1年，博士1～2年）
  2/25㈭～  2/26㈮　入学者選抜個別学力検査（前期日程）
  3/25㈮　学位記授与式
  3/31㈭　後学期終了

（※1）クォーター科目の試験等日程は別途設ける。

〔参考〕　基幹教育学年暦
 授業期間　　10/  1㈭～2/  3㈬ 後期定期試験　　2/  4㈭～2/10㈬
 冬季休業　　12/26㈯～1/  5㈫ 追 　 試 　 験　　2/12㈮～2/18㈭
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２．芸術工学部について

（1）学部及び学科の目的，目標

【環境設計学科】

学部卒業時の教育達成目標

　環境設計とは人間と環境の共生という理念にたって，両者の関係のありかたを考察し，具体的な提

案をすることです。環境設計学科では，エコロジー，持続可能性，資源，文化遺産，グローバル化，

地域再生，景観といった近年の懸案に応えるため，芸術工学の基本理念にたって，技術，人間，社会，

自然に関する多角的な知識を集結して考察し，芸術的センスあふれる建築，都市，緑地，ランドスケ

ープなどをデザインできる創造的な設計家を，国内外の設計家資格に適合し国際的にも通用する枠組

みのなかで組織的に育成することを教育の目的としています。

　この目的を達成する環境設計学科の教育目標は，環境設計分野に必要な（1）基礎的能力を高め，（2）

４つの想像力を培い，（3）実践的な解決能力を提示する能力を有する人材を育成することです。

　これらの具体的内容は以下のとおりです。

（1）基礎的能力

①調査や文献読解力：野外調査及び文献資料をもとに，環境設計に係わる対象を正確に把握する能力。

②外国語の能力：外国語の文献理解と環境設計の分野で国際的に通用するコミュニケーション能力。

③科学的思考力：数学，自然科学及び情報技術等の科学的分析と応用を用いて環境設計に係わる諸

現象のモデル化や最適解を導き出す能力。

④表現能力：文章表現や情報技術等を活用し，計画・設計の内容を正確に他者に伝えることのでき

るプレゼンテーション能力。

⑤議論能力：論理性に基づいた口頭発表力，討議等にあって自己の考えを他者に的確に伝えるコミ

ュニケーション能力。

（2）4つの想像力

①空間的な想像力：あらゆる存在や現象が実際の環境，すなわち具体的な場所や地理的な広がりの

中に展開することをイメージしようとする志向とその能力。

②時間的な想像力：現代の環境が，過去からの遺産で構成されていることを認識しつつ，そのなか

で未来志向的な提案をしようとする意欲とその能力。

③他者についての想像力：社会が異なった歴史や文化に属する多様な人々から構成されていること

を自覚し，社会的な少数派の文化的尊厳に配慮しながら，共生や平等，構成の理念に従った設計

を行う能力。

④自然の一部としての自己についての想像力：生き物としての自分を常に意識し，人間や生物の命

がいかなる自然の恵沢によって成立しているかについて繊細な感覚を持ちながら，自然生態系へ

の尊敬の念に基づいた設計を行う能力。

（3）実践的な解決能力

①設計能力：用途，機能，美しさ，快適性を踏まえ，対象のもつ種々の条件を考慮しながら，環境

にとって適切，かつ具体的な空間を提示する能力。

②計画・制度立案能力：環境設計の意味を理解し，社会の要請を踏まえ，既存の制度を前提としつつ，
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持続可能な社会を達成するための計画とその法規制を含めた制度を立案する能力。

③組織化の能力：適切な環境を維持するために，制度や計画の継続性を考慮して，人的資源を有効

に活用する組織つくりの能力。

　なお，環境設計学科は，これらの教育目標をもとに，日本技術者教育認定機構（JABEE）の認定を

目指した教育プログラムを準備しています。

10～20年先の卒業生の将来像をイメージした教育目標

　今後の社会では，地球規模での環境問題や，身近な自然の喪失，共同体の崩壊という地域的な環境

問題がますます深刻になります。設計家には今以上に，環境と人間との総合的な関係をより適切なも

のにすることが，求められます。環境設計学科では，そうした観点から，基礎科学の授業とともに，

具体的な地域の実態やあるべき姿について総合的かつ実践的に学ぶため，フィールドワーク（野外調

査など）を中心とした学外実習や，実際に建物や緑地を設計する設計演習を中心に教育課程を編成し

ています。その教育を通して，上記の基礎的能力，想像力，実践的解決能力を養成し，卒業生たちが

建築家，造園家，都市プランナー，環境コンサルタント，公務員，NGOあるいはNPO活動など，多様

な職種について幅広く活躍することを目標としています。

【工業設計学科】

学部卒業時の教育達成目標

　工業設計学科は，理想的な製品や生活環境を計画・設計する学科です。科学，工学，感性の観点から，

「モノ」「コト」「空間」のデザインにアプローチすることにより，望ましい生活，社会の構築に貢献で

きる，エンジニアやプランナーなども含む広義のデザイナー，研究者の育成を目標としています。　

　上記の教育目標の達成に向けて，工業設計学科では，次の３つの分野を総合的に習得します。

　人間工学分野における科学的アプローチにより，安全で快適な生活環境や製品を創造するために，

人間の形態的，生理的，心理的，行動的特性についての知識を身につけ，それらに関する科学的な研

究方法を習得します。

　知的機能工学分野における工学的アプローチにより，高度な機能を実現するために，力学や制御な

どの基礎学問，測定理論，データ処理技術と解析に必要な基礎数理及びそれらを支援するコンピュー

タ利用技術を習得します。

　インダストリアルデザイン分野における感性的アプローチにより，デザイン理論を踏まえ，生活空

間や生活機器をデザインするための調査・分析手法，デザインのプロセスと表現方法を習得します。

	

　さらに，上記の３分野を統合するプロジェクトや演習などを通して，社会の複合的な課題を解決す

る能力を身につけます。卒業生は，製造業関連（情報機器，家電，自動車，オフィス，住宅，家具,	玩

具,	服飾など）の企画・開発・設計部門やICT関連企業の開発・設計部門，デザイン事務所，広告・マ

ーケティング調査関連，都市・インフラ関連（鉄道，エネルギー，都市開発など），公務員（特許庁を

はじめとする国，県，市など），大学などの教育機関及び産官民の研究所などの幅広い分野での活躍が

期待されます。

10～20年先の卒業生の将来像をイメージした教育目標

　人間，社会，環境及び技術の諸要素が複雑に絡み合う時代にあって，人類が解決しなければならな

い課題はますます複合的になり，多様な専門分野を横断する柔軟な思考力と実行力，幅広い視野が不
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可欠になると考えられます。

　このような背景から，工業設計学科では，人間工学分野の科学的，知的機能工学分野の工学的，デ

ザイン分野の感性的なアプローチによる総合的なデザイン方法に基づいた総合した広い視野をもって，

環境や社会，人々の生活の諸問題を発見し，解決に向けての具体的な対策を提案できる能力を身につ

けた人材の育成を目標としています。

【画像設計学科】

学部卒業時の教育達成目標

　画像設計学科では，画像に関する総合的な専門知識と先端の画像処理技術を学び，ますます高度化，

多様化する現代の情報社会で縦横に設計する能力を備えた人材の育成を目指しています。

　人間生活に関わる視覚情報を創造的に構成伝達するための計画・設計能力の育成を目的に，人間の

視知覚の特性を理解し，理論的で科学的な思考力を持ち，先端的な画像処理技術を修得し，総合的な

専門知識と高度な設計能力を持った画像設計の専門家を養成します。

　そのため，本学科では，視覚情報がどのように知覚され，判断されるかを総合的に理解し，画像情

報の生成や自然界・社会からの獲得，認識・理解，処理，表示，伝達の理論及び手法を修得し，人間

のイメージを視覚的に具体化し伝達するための表現能力を高めるための講義，演習，実習および実験

科目を開設しています。

　本学科の教育課程を修了した学生が，視覚情報を主体的に処理し得る能力を備えた創造性の高い画

像設計の専門家であると評価されるような教育の実施を目指しています。

　教育の効果として，本学科が提供する教育課程を修めた卒業生は，

（1）	広報，広告，宣伝等の企画・調査・製作

（2）	印刷媒体の企画・編集・レイアウト，サインシステムの研究開発

（3）	多様な視覚媒体による芸術活動及びその応用展開

（4）	流通及び市場活動における展示計画

（5）	視聴覚教育など情報産業における視覚伝達法の開発計画

（6）	画像（映像・印刷・医用・工業用その他）の電子的情報処理方式のハードウエア・ソフトウエアの

研究設計開発

（7）	画像通信ネットワークシステムの研究開発

（8）	光学的情報表示システムの研究開発

などの幅広い分野で活躍できることが期待されており，そのような教育を提供することを目指してい

ます。

10～20年先の卒業生の将来像をイメージした教育目標

　ますます複雑化，多様化していく情報社会において，人間の視知覚の特性を理解し，視覚文化とそ

の歴史をよく知り，理論的で科学的な思考力を持った画像に関する先端的設計能力を有する人材が，

よりいっそう必要となってきています。

　画像設計学科では，感覚受容から美的感性に至る人間の視覚情報処理，情報や人間のイメージを視覚

的に具体化する方法とその表現方法，及び情報を獲得，加工，処理，表示，伝送するためのコンピュー

タを基盤とした方法とそのシステムの設計について教育を行い，更にそれらを高い次元でまとめること

のできる能力を養成します。

　教育を通して，人間に適合した豊かな視覚情報の設計能力を養うことによって，印刷，出版，照明，

映像，展示，広報，広告，宣伝，マスコミ，サイン関係，コンピュータグラフィックス，コンピュー
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タソフトウェア，電気機器，電気・通信，画像解析等の分野で，情報社会をリードするような役割を

果たすことが出来る人材の養成を目標としています。

【音響設計学科】

学部卒業時の教育達成目標

　本学科では，人間，社会において広い視野を有し，音に対する芸術的感性と音響設計学に関する専

門的知識を兼ね備え，総合的な設計能力を有する音響設計の専門家を養成するという教育目的を掲げ

ています。そのために社会で求められている指導的役割を果たすにふさわしい教養と音響に関する基

本的知識を，共に兼ね備えた人材の育成を目指し，音文化学，音響環境学，音響情報学の三つの分野

の教育カリキュラムが用意されています。また，三つの分野は，言語，音楽，音デザイン，物理音響，

音環境，音響情報処理，聴覚の七つの領域で構成されています。

　音文化学では，音声言語の体系的理解と音楽の表現方法や歴史的理論的理解に基づき，音を介して

人間の精神活動の成果を生み出す音声言語文化，音楽文化に関する高度な教育研究を行います。主な

研究分野は，作曲，音楽系メディアアート，音楽生態論，音楽分析，音楽美学，音楽マネジメント論，

接触比較言語学，福祉言語学などです。

　音響環境学では，人間にとって最適な音環境を構成するために，人間的側面からの評価と物理的側

面からの解析・予測・計測・制御を通して，各種の音環境を計画・設計することに関する高度な教育

研究を行います。主な研究分野は，建築音響学，音場制御，音響心理学，サウンドスケープ，音質評価，

非線形現象論などです。

　音響情報学では，聴覚情報を獲得し，体制化する知覚，認知の仕組み，および音響情報の抽出・処理・

記録・伝達を含む音響機器の最適化に関する高度な教育研究を行います。主な研究分野は，知覚心理学，

聴覚認知論，聴覚医学，楽器音響学，音響情報工学，音声情報工学などです。

　本学科の教育課程を修了した学生は，上記三つの分野，およびそれらを構成する七つの領域を総合

的に学習し，さらにその総合力を背景として，七つの領域のうち，少なくとも一つの領域に関して専

門的な水準に達していると評価されるような人材となることを目指します。

10～20年先の卒業生の将来像をイメージした教育目標

　卒業生は，音響機器・測定機器，情報システム，通信・自動車関連産業，放送，音響エンジニアリ

ング，ソフトウェア・ゲーム産業，騒音制御関係，建築音響，楽器製造，家電産業，医療関係，更に

は芸術分野，ホールマネジメント，大学教員など幅広い分野で活躍しており，その要請にこたえるユ

ニークな総合教育を提供しています。今後の社会において，いわゆる感性産業など，感性的な要素と

工学的な要素の融合がますます求められ，重要性を増すことを見据えて，感性・工学双方の領域にわ

たる複合的に編成された本学科のカリキュラムの上に，高度な専門性を備えた設計家養成のための教

育目標を掲げています。

【芸術情報設計学科】

学部卒業時の教育達成目標

　芸術情報設計学科では，芸術や文化について理解を深め，コミュニケーションの形成に関する専門
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知識をもち，社会に新たな価値を創出することのできる総合力と企画力を備えたメディア環境の設計

家を養成することを教育目標としています。

　そのため，芸術・文化，コミュニケーション，情報通信，数理工学，コンピュータや情報デザイン

関連の授業科目を開設するとともに，創造力を養うために感性と表現を重視した教育を行っています。

また，全教員が参加する各種プロジェクト演習を通じて，独創的で人間性に富み，かつ論理的な課題

解決案を提案できる実践的な能力の育成に取り組んでいます。

　本学科の教育課程を修了した学生は，次のような能力を備えていると評価されることを目指してい

ます。

（1）	芸術・文化を理解し，時代の要求を的確に企画・演出する基本的な能力

（2）	創造性に富み，人間性豊かなメディア環境を設計・計画する基本的な能力

（3）	高度情報通信社会に応用できる数理工学分野の基本的な能力

　卒業生は，次のような幅広い分野で活躍することが期待されており，すでに実績を上げています。

（1）高度情報通信機能を備えた社会システムや生活システムの総合デザイン

（2）演劇，音楽，スポーツなどイベントの企画・演出

（3）通信事業におけるマルチメディア・コミュニケーションデザイン

（4）コンピュータ，情報家電メーカのインタフェースデザイン

（5）マスメディア，インターネット，電子出版，官公庁等における企画・演出

（6）博物館，美術館，文化会館等の企画・展示

10～20年先の卒業生の将来像をイメージした教育目標

　芸術情報設計学科では，現在の高度情報通信網を基盤とする社会がより発展することを見据えて，人

間とメディアの関係を調整し，人間や時代の要求をより的確に企画・演出できる創造性豊かなメディア

環境の設計家を育成する必要があると考えています。そのため，芸術的感性を養うことはもとより，情

報倫理に通じ，より高度なコンピュータリテラシー，マルチメディア表現，情報の数理・工学的取り扱

いを高める教育課程を整備・充実させ，エンタテインメント，マスメディア，デジタルアーカイブ，イ

ンターネット，情報家電等の分野，企業や大学などの研究機関，情報リテラシー教育の分野で活躍し，

時代の牽引者となることができる人材養成をめざします。



36 37

(2）芸術工学部の教育課程について

ⅰ　教育課程

　教育課程とは，大学の教育目的・目標を達成するために必要な教育内容を精選し，組織化した教育計画です。

　大学が行う教育活動に関しては，大学設置基準（文部科学省令）において，教育課程の編成，単位，授業

方法，卒業要件等について共通的な基準が定められています。

　本学部では芸術工学という学際的で総合的な専門分野を探求し，高次のデザイン教育を目的としており，

ここでは本学部の教育課程について解説します。

　本年度入学者に適用される教育課程は38ページから55ページにわたって掲載してありますので，注

意事項とともによく読んでおいてください。

　教育課程は，入学年度ごとに定められ，原則として卒業するまで変更することはありませんが，学

生の教育効果を高めるために，教育課程の改正や学部内の規則等を改正した場合には，変更すること

がありますので注意してください。

　このような場合は，予め告示した上で説明を行う予定です。学生の皆さんは，教育課程に関する説

明を何よりも重要なことと認識し，そのような掲示や配布物は必ずよく読み，説明会などが開催され

る場合についても必ず出席してください。

ⅱ　教育課程の構成

　本学部で開設する授業科目及び単位数は九州大学芸術工学部規則において定められています。その

授業科目の区分は，大別して「基幹教育科目」，「専攻教育科目」に分けられます。

ⅲ　単位制

　単位制とは，大学が開設する全ての授業科目に単位を付し，学生は指定された方法により所定の単位数

を取得し，卒業の要件を満たしていく制度です。

　各授業科目の単位数は，1単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを

標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外に必要な学習等を行うことを考

慮して，次の基準により単位数を計算します。

〔芸術工学部の教育課程における単位の考え方〕

①　講義については，15時間の授業で1単位とする。

②　演習については，15時間又は30時間の授業で1単位とする。

③　実験及び実習については，30時間又は45時間の授業で1単位とする。

④　上記①～③に当てはまらない科目については，別に定める時間の授業をもって1単位とする。

　このように単位制では，2単位の講義科目を履修するには大学における30時間の授業のほか，各回の

授業について2時間ずつの予習と復習が必要となり，合計90時間の学習が必要となります。本学部では

多くの授業科目で課題やレポートがありますので，授業時間以外にも学習に取り組む生活習慣を身に

つけてください。

　なお，科目ごとの単位数については，「専攻教育科目配当表」（46ページ～55ページ）をご覧ください。

単位の計算について不明な点があれば学務課教務係へお問い合わせください。
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ⅳ　卒業要件と必要修得単位数

　本学部を卒業するためには，4年以上在学し，次に掲げる「必要修得単位数表」に定めるところにより，

128単位以上を修得しなければなりません。

【必要修得単位数表】

学　　　　科

区分 内　　　訳 環境 工業 画像 音響 芸情

基
幹
教
育
科
目

基 幹 教 育 科 目 各学科の「履修細目一覧」を参照。

小　　　計 48

専
攻
教
育
科
目

必　　　　　修 36 22 20 45 18

選　択　必　修 24 21 12 0 20

選　　　　　択 14 31 42 29 36

学部内自由科目 6

小　　　計 80

卒 業 要 件 単 位 数 128

【科目の履修区分】

①　必修科目

当該授業科目の単位の修得を義務づけているもので，必ず履修しなければならない科目。

②　選択必修科目

特定科目群の中から選択し，修得することを義務づけている科目。専攻教育科目においては必要

修得単位数以上単位を修得した場合は，選択科目の単位に充てることができます。

③　選択科目

当該授業科目の単位の修得について，科目区分の範囲内で学生の選択に委ねられている科目。

④　学部内自由科目

所属学科以外の本学部の専攻教育科目及び上記①，②，③で修得した科目以外の所属学科の専攻

教育科目。

【各科目区分の単位計算方法】

　　学部内自由科目

学部内の自学科，他学科で開設されている授業科目の修得単位を算入することができます。

（学部内自由科目）＝（他学科の授業科目）＋（自学科科目の必要修得単位数超過分）

【留学により修得した単位の取扱い】

　学生交流協定を提携している外国の大学への留学等により修得した単位は，卒業要件の単位として

認定することがあります。認定単位数・科目区分は，履修した授業内容等により教授会において決定

します。

　また，卒業研究Ⅰについては，留学する前（3ヶ月前程度）に読替確認申請書を学務課で受け取り，
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所属の学科に提出してください。申請が教授会で認められた場合に限り，留学先で修得した単位を本

学部の卒業研究Ⅰの履修により修得したものとすることができます。
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ｖ　履修細目一覧（基幹教育科目）

履修細目一覧【芸術工学部・環境設計学科】

卒業要件単位数 科目区分 科目区分毎の
最低修得単位数

授　業　科　目　　　※１
（科目名の右隣にある括弧付き数字は単位数）

卒業要件
128単位

基幹教育科目

48単位

１年次に
36単位を

修得

基幹教育
セミナー 1単位 【必修科目】基幹教育セミナー(1)

課題協学科目 5単位 【必修科目】課題協学Ａ(2.5)，課題協学Ｂ(2.5)

言語文化科目
※2

第1外国語
　英語8単位

言
語
文
化
基
礎
科
目

学術英語１
学術英語1・リーディング･リスニングA(1)，学術英語1・リーディング･リスニングＢ(1)
学術英語1･ライティング･スピーキングA(1)，学術英語1･ライティング･スピーキングB(1)
学術英語1･CALL-A(1)，学術英語1･CALL-B(1)

学術英語２
学術英語３ 学術英語3･個別テーマ(各1)
学術英語ゼミ 学術英語認定科目(2)

第２外国語
　1カ国語選択
　　　4単位

ドイツ語
ドイツ語Ⅰ(各1)，ドイツ語Ⅱ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅠ(1)
ドイツ語Ⅲ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅡ(1)

フランス語
フランス語Ⅰ(各1)，フランス語Ⅱ(各1)，フランス語プラティクⅠ(1)
フランス語Ⅲ(各1)，フランス語プラティクⅡ(1)

中国語
中国語Ⅰ(各1)，中国語Ⅱ(各1)，中国語実践Ⅰ(1)
中国語Ⅲ(各1)，中国語実践Ⅱ(1)

ロシア語
ロシア語Ⅰ(各1)，ロシア語Ⅱ(各1)，ロシア語フォーラム(1)
ロシア語Ⅲ(各1)

韓国語
韓国語Ⅰ(各1)，韓国語Ⅱ(各1)，韓国語フォーラム(1)
韓国語Ⅲ(各1)

スペイン語
スペイン語Ⅰ(各1)，スペイン語Ⅱ(各1)，スペイン語フォーラム(1)
スペイン語Ⅲ(各1)

日本語
【外国人留学生対象科目】
日本語Ⅰ(1)，日本語Ⅱ(各1)，日本語Ⅲ(各1)，日本語Ⅳ(各1)
日本語Ⅴ(1)，日本語Ⅵ(1)，日本語Ⅶ(1)

言語文化自由選択科目 速習エスペラント，速習オランダ語以外は2年次以降に開講する。
言語文化古典語科目

文系ディシプ
リン科目 4単位

【選択必修科目】以下の科目は１年次に開講する。
哲学・思想入門(2) 社会思想史(2) 先史学入門(2)
歴史学入門(2) 文学・言語学入門(2) 芸術学入門(2)
文化人類学入門(2) 地理学入門(2) 社会学入門(2)
心理学入門(2) 教育学入門(2) 日本教育史(2)
法学入門(2) 政治学入門(2) 経済学入門(2)
経済史入門(2) The Law and Politics of International Society(2)

理系ディシプ
リン科目 18.5単位

13.5単位

【必修科目①】以下の科目は１年次に開講する。
微分積分学(1.5) 線形代数(1.5) 基幹物理学ⅠＡ(1.5)
図形科学(1.5) 空間表現実習Ⅰ(2) 空間表現実習Ⅱ(2)
情報科学(1.5) 自然科学総合実験(2)

1.5単位
【選択必修科目】以下の科目は1年次に開講する。
基幹物理学ⅠＢ(1.5) 基礎化学(1.5)
基礎生物学概要(1.5) 地球科学(1.5)

3.5単位
【必修科目②】以下の科目は２年次以降に開講する。
数理統計学(1.5) デザイン史(2)

健康・スポー
ツ科目 1単位

【必修科目】健康・スポーツ科学演習(1)　

総合科目
フロンティア科目
オープン科目

高年次基幹
教育科目 2単位※3

その他 4.5単位

(１年次)
2単位

言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目から修得する。
言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目，高年次基幹教育科目から修得（※４）

専攻教育科目　80単位 【１年次】
　　環境設計基礎Ⅰ(2)　　　　　環境設計基礎Ⅱ(2)

２年次以降の履修及び詳細は芸術工学部学生便覧を参照

※１　表中に記載されている科目以外にも開講される科目があるので，「平成27年度基幹教育履修要項」85頁の「基幹教育科目開講一覧」
を参照すること。

※２　第１・第２外国語の履修の詳細については「平成27年度基幹教育履修要項」5～6頁を参照すること。
※３　高年次基幹教育科目は２年次以降に２単位以上修得すること。
※４　２年次以降に修得する芸術工学部他学科・他学部の専攻教育科目の単位を「その他」の単位に含むことができる。

薄灰色の枠は２年次以降の授業科目等を示す。
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履修細目一覧【芸術工学部・工業設計学科】

卒業要件単位数 科目区分 科目区分毎の
最低修得単位数

授　業　科　目　　　※１
（科目名の右隣にある括弧付き数字は単位数）

卒業要件
128単位

基幹教育科目

48単位

１年次に
36.5単位を

修得

基幹教育
セミナー 1単位 【必修科目】基幹教育セミナー(1)

課題協学科目 5単位 【必修科目】課題協学Ａ(2.5)，課題協学Ｂ(2.5)

言語文化科目
※2

第1外国語
　英語8単位

言
語
文
化
基
礎
科
目

学術英語１
学術英語1・リーディング･リスニングA(1)，学術英語1・リーディング･リスニングＢ(1)
学術英語1･ライティング･スピーキングA(1)，学術英語1･ライティング･スピーキングB(1)
学術英語1･CALL-A(1)，学術英語1･CALL-B(1)

学術英語２
学術英語３ 学術英語3･個別テーマ(各1)
学術英語ゼミ 学術英語認定科目(2)

第２外国語
　1カ国語選択
　　　4単位

ドイツ語 ドイツ語Ⅰ(各1)，ドイツ語Ⅱ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅠ(1)
ドイツ語Ⅲ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅡ(1)

フランス語 フランス語Ⅰ(各1)，フランス語Ⅱ(各1)，フランス語プラティクⅠ(1)
フランス語Ⅲ(各1)，フランス語プラティクⅡ(1)

中国語 中国語Ⅰ(各1)，中国語Ⅱ(各1)，中国語実践Ⅰ(1)
中国語Ⅲ(各1)，中国語実践Ⅱ(1)

ロシア語 ロシア語Ⅰ(各1)，ロシア語Ⅱ(各1)，ロシア語フォーラム(1)
ロシア語Ⅲ(各1)

韓国語 韓国語Ⅰ(各1)，韓国語Ⅱ(各1)，韓国語フォーラム(1)
韓国語Ⅲ(各1)

スペイン語 スペイン語Ⅰ(各1)，スペイン語Ⅱ(各1)，スペイン語フォーラム(1)
スペイン語Ⅲ(各1)

日本語
【外国人留学生対象科目】
日本語Ⅰ(1)，日本語Ⅱ(各1)，日本語Ⅲ(各1)，日本語Ⅳ(各1)
日本語Ⅴ(1)，日本語Ⅵ(1)，日本語Ⅶ(1)

言語文化自由選択科目 速習エスペラント，速習オランダ語以外は2年次以降に開講する。
言語文化古典語科目

文系ディシプ
リン科目 4単位

【選択必修科目】以下の科目は１年次に開講する。
哲学・思想入門(2) 社会思想史(2) 先史学入門(2)
歴史学入門(2) 文学・言語学入門(2) 芸術学入門(2)
文化人類学入門(2) 地理学入門(2) 日本教育史(2)
法学入門(2) 政治学入門(2) 経済学入門(2)
経済史入門(2) The Law and Politics of International Society(2)

理系ディシプ
リン科目 21単位

13単位

【必修科目①】以下の科目は１年次に開講する。
微分積分学・同演習Ａ(1.5) 微分積分学・同演習Ｂ(1.5)
線形代数学・同演習Ａ(1.5) 線形代数学・同演習Ｂ(1.5)
図形科学(1.5) 空間表現実習Ⅰ(2)
情報科学(1.5) 自然科学総合実験(2)

2.5単位

【選択必修科目】以下の科目は1年次に開講する。（※３）
基幹物理学ⅠＡ(1.5) 基幹物理学ⅠＡ演習(1)
基幹物理学ⅠＢ(1.5) 基幹物理学ⅠＢ演習(1)
基礎生物学概要(1.5) 集団生物学(1.5)

5.5単位
【必修科目②】以下の科目は２年次以降に開講する。
数理統計学(1.5) 空間表現実習Ⅱ(2) デザイン史(2)

健康・スポー
ツ科目 1単位 【必修科目】健康・スポーツ科学演習(1)　

総合科目 フロンティア科目
オープン科目

高年次基幹
教育科目 2単位※4

その他 2単位

(１年次)
2単位

言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目から修得する。
言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目，高年次基幹教育科目から修得（※５）

専攻教育科目　80単位 【１年次】
　　工業設計基礎演習Ⅰ(1)　　　　　工業設計基礎演習Ⅱ(1)

２年次以降の履修及び詳細は芸術工学部学生便覧を参照

※１　表中に記載されている科目以外にも開講される科目があるので，「平成27年度基幹教育履修要項」85頁の「基幹教育科目開講一覧」
を参照すること。

※２　第１・第２外国語の履修の詳細については「平成27年度基幹教育履修要項」5～6頁を参照すること。
※３　選択必修科目は，「基幹物理学ⅠＡ(1.5）」と「基幹物理学ⅠＡ演習(1)」，「基幹物理学ⅠＢ(1.5)」と「基幹物理学ⅠＢ演習

(1)」，「基礎生物学概要(1.5)」と「集団生物学(1.5)」のいずれかの組み合わせで履修することが望ましい。
※４　高年次基幹教育科目は２年次以降に２単位以上修得すること。
※５　２年次以降に修得する芸術工学部他学科・他学部の専攻教育科目の単位を「その他」の単位に含むことができる。

薄灰色の枠は２年次以降の授業科目等を示す。
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履修細目一覧【芸術工学部・画像設計学科】

卒業要件単位数 科目区分 科目区分毎の
最低修得単位数

授　業　科　目　　　※１
（科目名の右隣にある括弧付き数字は単位数）

卒業要件
128単位

基幹教育科目

48単位

１年次に
36単位を

修得

基幹教育
セミナー 1単位 【必修科目】基幹教育セミナー(1)

課題協学科目 5単位 【必修科目】課題協学Ａ(2.5)，課題協学Ｂ(2.5)

言語文化科目
※2

第1外国語
　英語8単位

言
語
文
化
基
礎
科
目

学術英語１
学術英語1・リーディング･リスニングA(1)，学術英語1・リーディング･リスニングＢ(1)
学術英語1･ライティング･スピーキングA(1)，学術英語1･ライティング･スピーキングB(1)
学術英語1･CALL-A(1)，学術英語1･CALL-B(1)

学術英語２
学術英語３ 学術英語3･個別テーマ(各1)
学術英語ゼミ 学術英語認定科目(2)

第２外国語
　1カ国語選択
　　　4単位

ドイツ語
ドイツ語Ⅰ(各1)，ドイツ語Ⅱ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅠ(1)
ドイツ語Ⅲ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅡ(1)

フランス語
フランス語Ⅰ(各1)，フランス語Ⅱ(各1)，フランス語プラティクⅠ(1)
フランス語Ⅲ(各1)，フランス語プラティクⅡ(1)

中国語
中国語Ⅰ(各1)，中国語Ⅱ(各1)，中国語実践Ⅰ(1)
中国語Ⅲ(各1)，中国語実践Ⅱ(1)

ロシア語
ロシア語Ⅰ(各1)，ロシア語Ⅱ(各1)，ロシア語フォーラム(1)
ロシア語Ⅲ(各1)

韓国語
韓国語Ⅰ(各1)，韓国語Ⅱ(各1)，韓国語フォーラム(1)
韓国語Ⅲ(各1)

スペイン語
スペイン語Ⅰ(各1)，スペイン語Ⅱ(各1)，スペイン語フォーラム(1)
スペイン語Ⅲ(各1)

日本語
【外国人留学生対象科目】
日本語Ⅰ(1)，日本語Ⅱ(各1)，日本語Ⅲ(各1)，日本語Ⅳ(各1)
日本語Ⅴ(1)，日本語Ⅵ(1)，日本語Ⅶ(1)

言語文化自由選択科目 速習エスペラント，速習オランダ語以外は2年次以降に開講する。
言語文化古典語科目

文系ディシプ
リン科目 4単位

【選択必修科目】以下の科目は１年次に開講する。
哲学・思想入門(2) 社会思想史(2) 先史学入門(2)
歴史学入門(2) 文学・言語学入門(2) 芸術学入門(2)
文化人類学入門(2) 地理学入門(2) 社会学入門(2)
心理学入門(2) 教育学入門(2) 日本教育史(2)
法学入門(2) 政治学入門(2) 経済学入門(2)
経済史入門(2) The Law and Politics of International Society(2)

理系ディシプ
リン科目 19単位

9.5単位

【必修科目①】以下の科目は１年次に開講する。
微分積分学・同演習Ａ(1.5) 微分積分学・同演習Ｂ(1.5)
線形代数学・同演習Ａ(1.5) 線形代数学・同演習Ｂ(1.5)
情報科学(1.5)  自然科学総合実験(2)

4.5単位

【選択必修科目】以下の科目は1年次に開講する。
基幹物理学ⅠＡ(1.5) 基幹物理学ⅠＡ演習(1)
基幹物理学ⅠＢ(1.5) 基幹物理学ⅠＢ演習(1)
基礎化学熱力学(1.5) 細胞生物学(1.5) 集団生物学(1.5)
地球と宇宙の科学(1) 地球科学(1.5)

5単位
【必修科目②】以下の科目は２年次以降に開講する。
数理統計学(1.5) 図と設計(1.5) デザイン史(2)

健康・スポー
ツ科目 1単位

【必修科目】健康・スポーツ科学演習(1)

総合科目
フロンティア科目
オープン科目

高年次基幹
教育科目 2単位※3

その他 4単位

(１年次)
3単位

言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目から修得する。
言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目，高年次基幹教育科目から修得（※４）

専攻教育科目　80単位 【１年次】
　　視覚芸術基礎Ⅰ(2)　　　　　視覚芸術基礎Ⅱ(2)

２年次以降の履修及び詳細は芸術工学部学生便覧を参照

※１　表中に記載されている科目以外にも開講される科目があるので，「平成27年度基幹教育履修要項」85頁の「基幹教育科目開講一覧」
を参照すること。

※２　第１・第２外国語の履修の詳細については「平成27年度基幹教育履修要項」5～6頁を参照すること。
※３　高年次基幹教育科目は２年次以降に２単位以上修得すること。
※４　２年次以降に修得する芸術工学部他学科・他学部の専攻教育科目の単位を「その他」の単位に含むことができる。

薄灰色の枠は２年次以降の授業科目等を示す。
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履修細目一覧【芸術工学部・音響設計学科】

卒業要件単位数 科目区分 科目区分毎の
最低修得単位数

授　業　科　目　　　※１
（科目名の右隣にある括弧付き数字は単位数）

卒業要件
128単位

基幹教育科目

48単位

１年次に
36.5単位を

修得

基幹教育
セミナー 1単位 【必修科目】基幹教育セミナー(1)

課題協学科目 5単位 【必修科目】課題協学Ａ(2.5)，課題協学Ｂ(2.5)

言語文化科目
※2

第1外国語
　英語8単位

言
語
文
化
基
礎
科
目

学術英語１
学術英語1・リーディング･リスニングA(1)，学術英語1・リーディング･リスニングＢ(1)
学術英語1･ライティング･スピーキングA(1)，学術英語1･ライティング･スピーキングB(1)
学術英語1･CALL-A(1)，学術英語1･CALL-B(1)

学術英語２
学術英語３ 学術英語3･個別テーマ(各1)
学術英語ゼミ 学術英語認定科目(2)

第２外国語
　1カ国語選択
　　　4単位

ドイツ語 ドイツ語Ⅰ(各1)，ドイツ語Ⅱ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅠ(1)
ドイツ語Ⅲ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅡ(1)

フランス語 フランス語Ⅰ(各1)，フランス語Ⅱ(各1)，フランス語プラティクⅠ(1)
フランス語Ⅲ(各1)，フランス語プラティクⅡ(1)

中国語 中国語Ⅰ(各1)，中国語Ⅱ(各1)，中国語実践Ⅰ(1)
中国語Ⅲ(各1)，中国語実践Ⅱ(1)

ロシア語 ロシア語Ⅰ(各1)，ロシア語Ⅱ(各1)，ロシア語フォーラム(1)
ロシア語Ⅲ(各1)

韓国語 韓国語Ⅰ(各1)，韓国語Ⅱ(各1)，韓国語フォーラム(1)
韓国語Ⅲ(各1)

スペイン語 スペイン語Ⅰ(各1)，スペイン語Ⅱ(各1)，スペイン語フォーラム(1)
スペイン語Ⅲ(各1)

日本語
【外国人留学生対象科目】
日本語Ⅰ(1)，日本語Ⅱ(各1)，日本語Ⅲ(各1)，日本語Ⅳ(各1)
日本語Ⅴ(1)，日本語Ⅵ(1)，日本語Ⅶ(1)

言語文化自由選択科目 速習エスペラント，速習オランダ語以外は2年次以降に開講する。
言語文化古典語科目

文系ディシプ
リン科目 4単位

【選択必修科目】以下の科目は１年次に開講する。
哲学・思想入門(2) 社会思想史(2) 先史学入門(2)
歴史学入門(2) 文学・言語学入門(2) 芸術学入門(2)
文化人類学入門(2) 地理学入門(2) 社会学入門(2)
心理学入門(2) 教育学入門(2) 日本教育史(2)
法学入門(2) 政治学入門(2) 経済学入門(2)
経済史入門(2) The Law and Politics of International Society(2)

理系ディシプ
リン科目 17単位

14.5単位

【必修科目①】以下の科目は１年次に開講する。
微分積分学・同演習Ａ(1.5) 微分積分学・同演習Ｂ(1.5)
線形代数学・同演習Ａ(1.5) 線形代数学・同演習Ｂ(1.5)
基幹物理学ⅠＡ(1.5) 基幹物理学ⅠＡ演習(1)
基幹物理学ⅠＢ(1.5) 基幹物理学ⅠＢ演習(1)
情報科学(1.5)  自然科学総合実験(2)

1単位

【選択必修科目】以下の科目は1年次に開講する。
無機物質化学(1.5) 有機物質化学(1.5) 基礎化学結合論(1.5)
基礎化学熱力学(1.5) 細胞生物学(1.5) 集団生物学(1.5)
地球と宇宙の科学(1) 地球科学(1.5) プログラミング演習(1)

1.5単位 【必修科目②】以下の科目は２年次以降に開講する。
数理統計学(1.5)

健康・スポー
ツ科目 1単位 【必修科目】健康・スポーツ科学演習(1)

総合科目 フロンティア科目
オープン科目

高年次基幹
教育科目 2単位※3

その他 6単位

(１年次)
2単位

言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目から修得する。
言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目，高年次基幹教育科目から修得（※４）

専攻教育科目　80単位 【１年次】
　　聴能形成Ⅰ(2)　　　　　音文化論演習(2)

２年次以降の履修及び詳細は芸術工学部学生便覧を参照

※１　表中に記載されている科目以外にも開講される科目があるので，「平成27年度基幹教育履修要項」85頁の「基幹教育科目開講一覧」
を参照すること。

※２　第１・第２外国語の履修の詳細については「平成27年度基幹教育履修要項」5～6頁を参照すること。
※３　高年次基幹教育科目は２年次以降に２単位以上修得すること。
※４　２年次以降に修得する芸術工学部他学科・他学部の専攻教育科目の単位を「その他」の単位に含むことができる。

薄灰色の枠は２年次以降の授業科目等を示す。

推奨
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履修細目一覧【芸術工学部・芸術情報設計学科】

卒業要件単位数 科目区分 科目区分毎の
最低修得単位数

授　業　科　目　　　※１
（科目名の右隣にある括弧付き数字は単位数）

卒業要件
128単位

基幹教育科目

48単位

１年次に
36.5単位を

修得

基幹教育
セミナー 1単位 【必修科目】基幹教育セミナー(1)

課題協学科目 5単位 【必修科目】課題協学Ａ(2.5)，課題協学Ｂ(2.5)

言語文化科目
※2

第1外国語
　英語8単位

言
語
文
化
基
礎
科
目

学術英語１
学術英語1・リーディング･リスニングA(1)，学術英語1・リーディング･リスニングＢ(1)
学術英語1･ライティング･スピーキングA(1)，学術英語1･ライティング･スピーキングB(1)
学術英語1･CALL-A(1)，学術英語1･CALL-B(1)

学術英語２
学術英語３ 学術英語3･個別テーマ(各1)
学術英語ゼミ 学術英語認定科目(2)

第２外国語
　1カ国語選択
　　　4単位

ドイツ語
ドイツ語Ⅰ(各1)，ドイツ語Ⅱ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅠ(1)
ドイツ語Ⅲ(各1)，ドイツ語プラクティクムⅡ(1)

フランス語
フランス語Ⅰ(各1)，フランス語Ⅱ(各1)，フランス語プラティクⅠ(1)
フランス語Ⅲ(各1)，フランス語プラティクⅡ(1)

中国語
中国語Ⅰ(各1)，中国語Ⅱ(各1)，中国語実践Ⅰ(1)
中国語Ⅲ(各1)，中国語実践Ⅱ(1)

ロシア語
ロシア語Ⅰ(各1)，ロシア語Ⅱ(各1)，ロシア語フォーラム(1)
ロシア語Ⅲ(各1)

韓国語
韓国語Ⅰ(各1)，韓国語Ⅱ(各1)，韓国語フォーラム(1)
韓国語Ⅲ(各1)

スペイン語
スペイン語Ⅰ(各1)，スペイン語Ⅱ(各1)，スペイン語フォーラム(1)
スペイン語Ⅲ(各1)

日本語
【外国人留学生対象科目】
日本語Ⅰ(1)，日本語Ⅱ(各1)，日本語Ⅲ(各1)，日本語Ⅳ(各1)
日本語Ⅴ(1)，日本語Ⅵ(1)，日本語Ⅶ(1)

言語文化自由選択科目 速習エスペラント，速習オランダ語以外は2年次以降に開講する。
言語文化古典語科目

文系ディシプ
リン科目 4単位

【選択必修科目】以下の科目は１年次に開講する。
哲学・思想入門(2) 社会思想史(2) 先史学入門(2)
歴史学入門(2) 文学・言語学入門(2) 芸術学入門(2)
文化人類学入門(2) 地理学入門(2) 社会学入門(2)
心理学入門(2) 教育学入門(2) 日本教育史(2)
法学入門(2) 政治学入門(2) 経済学入門(2)
経済史入門(2) The Law and Politics of International Society(2)

理系ディシプ
リン科目 19.5単位

9.5単位

【必修科目①】以下の科目は１年次に開講する。
微分積分学・同演習Ａ(1.5) 微分積分学・同演習Ｂ(1.5)
線形代数学・同演習Ａ(1.5) 線形代数学・同演習Ｂ(1.5)
情報科学(1.5)  自然科学総合実験(2)

4.5単位

【選択必修科目】以下の科目は1年次に開講する。
基幹物理学ⅠＡ(1.5) 基幹物理学ⅠＡ演習(1)
基幹物理学ⅠＢ(1.5) 基幹物理学ⅠＢ演習(1)
基礎化学熱力学(1.5) 基礎生物学概要(1.5) 集団生物学(1.5)

5.5単位
【必修科目②】以下の科目は２年次以降に開講する。
数理統計学(1.5) デザイン史(2) 社会基盤としてのネットワーク(2)

健康・スポー
ツ科目 1単位

【必修科目】健康・スポーツ科学演習(1)

総合科目
フロンティア科目
オープン科目

高年次基幹
教育科目 2単位※3

その他 3.5単
位

(１年次)
3.5単位

言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目から修得する。
言語文化科目，文系ディシプリン科目，理系ディシプリン科目，健康・スポー
ツ科目，総合科目，高年次基幹教育科目から修得（※４）

専攻教育科目　80単位 【１年次】
　　芸術情報設計概論(2)　　　　　コンピュータ概論(2)

２年次以降の履修及び詳細は芸術工学部学生便覧を参照

※１ 表中に記載されている科目以外にも開講される科目があるので，「平成27年度基幹教育履修要項」85頁の「基幹教育科目開講一覧」
を参照すること。

※２ 第１・第２外国語の履修の詳細については「平成27年度基幹教育履修要項」5～6頁を参照すること。
※３ 高年次基幹教育科目は２年次以降に２単位以上修得すること。
※４ ２年次以降に修得する芸術工学部他学科・他学部の専攻教育科目の単位を「その他」の単位に含むことができる。

薄灰色の枠は２年次以降の授業科目等を示す。
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ⅵ　学科別専攻教育科目表

〔表の見方〕

授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数

備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

A 講　義 2 ◎ 2
B 講　義 2 ○ 2
C 演　習 3 ＊１ 4
D 講　義 2 ＊１ 2
E 演　習 2 ＊１ 4

注１）「必修指定」の欄中◎は必修科目，＊１は選択必修科目，○は選択科目であることを示す。
　　　選択必修科目は＊１の科目から４単位修得しなければならない。

・「A」の科目は，講義形態で，単位数は２単位，必修科目で，１年次前期に毎週２時間（１コマ）授

業が行われる，ということを示します。

・「C」の科目は，演習形態で，単位数は３単位，選択必修科目で，２年次前期に毎週４時間（２コマ）

授業が行われる，ということを示します。

・注１に「選択必修科目は＊１の科目から４単位修得しなければならない。」とありますが，「必修指

定欄」に「＊１」がついている科目（上表ではC，D，E）から４単位以上を修得しなければならな

いことを示します。
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九州大学芸術工学部専攻教育科目配当表

環境設計学科

授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数

備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

環境設計基礎Ⅰ 講　義 2 ◎ 2

環境設計基礎Ⅱ 〃 2 ◎ 2

構造理論 〃 2 ◎ 2 ◆

環境材料論 〃 2 ※1 2

環境調整システム論 〃 2 ※1 2

環境保全論 〃 2 ※1 2

建築デザイン計画論 〃 2 ※1 2

緑地環境設計論 〃 2 ※1 2

環境構法論 〃 2 ※1 2

環境人類学 〃 2 ※1 2

都市環境設計論 〃 2 ※1 2

環境社会経済システム論 〃 2 ※1 2

建築法規 〃 1 ○ 2

環境形成史 〃 2 ※1 2

建築空間設計論 〃 2 ※1 2

設備計画論 〃 2 ○ 2

構法設計論 〃 2 ○ 2

歴史環境設計論 〃 2 ※1 2

環境倫理学 〃 2 ※1 2

環境情報論 〃 2 ※1 2

構造システム論 〃 2 ※1 2

ポートフォリオマネジメント 講義・演習 2 ※1 2

建築生産 講　義 2 ○ 2

空間デザイン実習 演　習 2 ◎ 4

空間プロジェクト 〃 4 ◎ 6

空間情報分析実習 〃 2 ◎ 4

建築プロジェクト 〃 4 ◎ 6

環境設計文献講読 〃 2 ◎ 2

ランドスケーププロジェクト 〃 4 ◎ 6

環境テクノロジー実習 〃 2 ◎ 4

都市プロジェクト 〃 4 ◎ 6

環境総合プロジェクト 〃 4 ○ 6

環境野外実習Ⅰ 〃 1 ○ 2

環境野外実習Ⅱ 〃 1 ○ 2

卒業研究Ⅰ 〃 2 ◎ 4 4

卒業研究Ⅱ 〃 4 ◎ 8 8

知覚心理学 講　義 2 ○ 2

基礎造形 演　習 2 ○ 4

主観評価法 講　義 2 ○ 2

推測統計学 〃 2 ○ 2

芸術文化環境論 〃 2 ○ 2 ◆（芸術情報設計学科開設科目）

インターンシップ（学部） 演　習 2 ○ 2 2

デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 ○ 2

注１）　「必修指定」の欄中◎は必修科目，※1は選択必修科目，○は選択科目であることを示す。
　　　　選択必修科目は＊１の科目から24単位修得しなければならない。　
注２）　備考欄の◆印は，学科間共通教育科目を示す。
注３）　卒業研究Ⅱの履修については，卒業研究Ⅰの単位修得を条件とする。
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【開設時期別・必修選択別専攻教育科目一覧表】

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

１
年
前
期

環境設計基礎Ⅰ 講　義 2 2 ◎

３
年
前
期

設備計画論 講　義 2 2 ○
構法設計論 〃 2 2 ○

１
年
後
期

環境設計基礎Ⅱ 〃 2 2 ◎
主観評価法 〃 2 2 ○
推測統計学 〃 2 2 ○

２
年
前
期

環境野外実習Ⅰ 演　習 1 2 ○ 芸術文化環境論 〃 2 2 ○
知覚心理学 講　義 2 2 ○ 環境設計文献講読 演　習 2 2 ◎
構造理論 〃 2 2 ◎ ランドスケーププロジェクト 〃 4 6 ◎
空間デザイン実習 演　習 2 4 ◎ 環境形成史 講　義 2 2 ※1
空間プロジェクト 〃 4 6 ◎ 建築空間設計論 〃 2 2 ※1
環境材料論 講　義 2 2 ※1

３
年
後
期

建築生産 〃 2 2 ○
環境調整システム論 〃 2 2 ※1 環境野外実習Ⅱ 演　習 1 2 ○

２
年
後
期

建築法規 〃 1 2 ○ 環境テクノロジー実習 〃 2 4 ◎
基礎造形 演　習 2 4 ○ 都市プロジェクト 〃 4 6 ◎
空間情報分析実習 〃 2 4 ◎ 歴史環境設計論 講　義 2 2 ※1
建築プロジェクト 〃 4 6 ◎ 環境倫理学 〃 2 2 ※1
環境保全論 講　義 2 2 ※1 環境情報論 〃 2 2 ※1
建築デザイン計画論 〃 2 2 ※1 構造システム論 〃 2 2 ※1
緑地環境設計論 〃 2 2 ※1 ポートフォリオマネジメント 講義・演習 2 2 ※1
環境構法論 〃 2 2 ※1 3.4年 インターンシップ（学部） 演　習 2 2 ○
環境人類学 〃 2 2 ※1

４
年
前
期

デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 2 ○
都市環境設計論 〃 2 2 ※1 環境総合プロジェクト 演　習 4 6 ○
環境社会経済システム論 〃 2 2 ※1 卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎

卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎
４
年
後
期

卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎
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工業設計学科

授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数

備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

人間工学概論 講　義 2 ◎ 2
人間工学設計法 〃 2 ◎ 2
感性科学 〃 2 ※1 2
福祉人間工学 〃 2 ※1 2
行動生理学 〃 2 ※1 2
生理人類学 〃 2 ※1 2
環境人間工学 〃 2 ※1 2
聴覚生理学 〃 2 ○ 2 ◆（音響設計学科開設科目）
人間工学研究法 〃 2 ○ 2
人間工学測定演習 演　習 2 ○ 4
フィールド調査演習 〃 2 ○ 4
生体情報処理演習 〃 2 ○ 4
人間工学設計演習 〃 2 ○ 4
デザイン理論 講　義 2 ◎ 2
生活機器デザイン論 〃 2 ◎ 2
生活空間デザイン論 〃 2 ◎ 2
現代生活デザイン論・演習 講義・演習 3 ※2 4
生活機器設計論・演習 〃 3 ※2 4
生活空間設計論・演習 〃 3 ※2 4
デザイン文化論・演習 〃 3 ※2 4 ◆
生活機器造形論・演習 〃 3 ※2 4
生活空間造形論・演習 〃 3 ※2 4
デザインシステム論・演習 〃 3 ※2 4
インタラクションデザイン 講　義 2 ○ 2 ◆（芸術情報設計学科開設科目）
デザイン思考法 〃 2 ○ 2 2 2
インダストリアルデザイン基礎演習Ａ 演　習 2 ○ 4
インダストリアルデザイン基礎演習B 〃 2 ○ 4
計画設計プロジェクト演習 〃 2 ○ 4
工業設計力学 講　義 2 ◎ 2
工業設計数理 〃 2 ◎ 2
マシン・デザイン 〃 2 ※3 2
ロボティックス 〃 2 ※3 2
コンピュータ援用設計 〃 2 ※3 2
設計多変量解析 〃 2 ※3 2 ◆
工業設計メカトロニクス 〃 2 ※3 2
機能デザイン論 〃 2 ○ 2
構造理論 〃 2 ○ 2 ◆（環境設計学科開設科目）
応用時系列解析 〃 2 ○ 2 ◆
工業設計プログラミング言語 演　習 2 ○ 2
設計データ解析演習 〃 2 ○ 4
機械デザイン演習 〃 2 ○ 4
コンピュータ援用演習 〃 2 ○ 4
デジタルモデリング演習 〃 2 ○ 4
工業設計基礎演習Ⅰ 〃 1 ◎ 2
工業設計基礎演習Ⅱ 〃 1 ◎ 2
工業設計モデリング演習 〃 1 ○ 2
工業設計プロジェクト研究 〃 2 ○ 4
卒業研究Ⅰ 〃 2 ◎ 4 4
卒業研究Ⅱ 〃 4 ◎ 8 8
知覚心理学 講　義 2 ○ 2
主観評価法 講義・演習 2 ○ 2
インターンシップ（学部） 演習 2 ○ 2 2
デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 ○ 2
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授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数
備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後
電子工学 講義・演習 2 ○ 2
情報理論 〃 2 ○ 2
推測統計学 講　義 2 ○ 2
システム工学 〃 2 ○ 2
知的財産論 〃 2 ○ 2 ◆（芸術情報設計学科開設科目）

注１）「必修指定」の欄中◎は必修科目，※1～※３は選択必修科目，○は選択科目であることを示す。
　　　選択必修科目は次のとおり修得しなければならない。
　　　　・※1の科目から6単位
　　　　・※2の科目から9単位
　　　　・※3の科目から6単位
注２）　備考の欄中◆印は，学科間共通教育科目を示す。
注３）　卒業研究Ⅱの履修については，卒業研究Ⅰの単位修得を条件とする。

【開設時期別・必修選択別専攻教育科目一覧表】

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

１
年
前
期

工業設計基礎演習Ⅰ 演　習 1 2 ◎

３
年
前
期

機能デザイン論 講　義 2 2 ○
主観評価法 講義・演習 2 2 ○

１
年
後
期

工業設計基礎演習Ⅱ 〃 1 2 ◎
情報理論 〃 2 2 ○
推測統計学 講　義 2 2 ○

２
年
前
期

聴覚生理学 講　義 2 2 ○ 知的財産論 〃 2 2 ○
構造理論 〃 2 2 ○ 生体情報処理演習 演　習 2 4 ○
工業設計モデリング演習 演　習 1 2 ○ コンピュータ援用演習 〃 2 4 ○
知覚心理学 講　義 2 2 ○ 人間工学設計法 講　義 2 2 ◎
人間工学測定演習 演　習 2 4 ○ 工業設計数理 〃 2 2 ◎
インダストリアルデザイン基礎演習Ａ 〃 2 4 ○ 感性科学 〃 2 2 ※1
設計データ解析演習 〃 2 4 ○ 環境人間工学 〃 2 2 ※1
人間工学概論 講　義 2 2 ◎ 現代生活デザイン論・演習 講義・演習 3 4 ※2
デザイン理論 〃 2 2 ◎ 生活機器造形論・演習 〃 3 4 ※2
生活機器デザイン論 〃 2 2 ◎ 生活空間造形論・演習 〃 3 4 ※2
生活空間デザイン論 〃 2 2 ◎

３
年
後
期

人間工学研究法 講　義 2 2 ○
工業設計力学 〃 2 2 ◎ 応用時系列解析 〃 2 2 ○
福祉人間工学 〃 2 2 ※1 システム工学 〃 2 2 ○

２
年
後
期

インタラクションデザイン 〃 2 2 ○ 人間工学設計演習 演　習 2 4 ○
工業設計プログラミング言語 演　習 2 2 ○ 計画設計プロジェクト演習 〃 2 4 ○
電子工学 講義・演習 2 2 ○ デジタルモデリング演習 〃 2 4 ○
フィールド調査演習 演　習 2 4 ○ デザイン文化論・演習 講義・演習 3 4 ※2
インダストリアルデザイン基礎演習B 〃 2 4 ○ デザインシステム論・演習 〃 3 4 ※2
機械デザイン演習 〃 2 4 ○ 工業設計メカトロニクス 講　義 2 2 ※3
行動生理学 〃 2 2 ※1 2～4年 デザイン思考法 〃 2 2 ○
生理人類学 〃 2 2 ※1 3.4年 インターンシップ（学部） 演　習 2 2 ○
生活機器設計論・演習 講義・演習 3 4 ※2

４
年
前
期

デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 2 ○
生活空間設計論・演習 〃 3 4 ※2 工業設計プロジェクト研究 演　習 2 4 ○
マシン・デザイン 〃 2 2 ※3 卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
ロボティックス 講　義 2 2 ※3 卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎
コンピュータ援用設計 〃 2 2 ※3 ４

年
後
期

卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
設計多変量解析 〃 2 2 ※3 卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎
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画像設計学科

授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数

備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

視覚学 講　義 2 ◎ 2
視覚心理学 〃 2 ※1 2
視覚心理学演習 演　習 2 ○ 2
視覚生理システム学 講　義 2 ※1 2
色彩学 〃 2 ◎ 2
色彩学演習 演　習 2 ○ 2
画像論 講　義 2 ※1 2
画像論演習 演　習 2 ○ 2
視覚伝達論 講　義 2 ○ 2
映像表現プロデュース論 〃 2 ※2 2
拡張映像表現スタジオ演習 演　習 2 ○ 2
デジタルイメージクリエーション論 講　義 2 ※2 2
コンピュータアニメーション演習 演　習 2 ○ 2
グラフィックコミュニケーション論 講　義 2 ※2 2
グラフィックデザイン演習 演　習 2 ○ 2
メディアコミュニケーション論 講　義 2 ※2 2
メディア環境計画 〃 2 ○ 2
芸術表現論 〃 2 ※2 2
現代芸術とコミュニケーション演習 演　習 2 ○ 2
視覚芸術学プロジェクト 〃 2 ○ 4
画像工学基礎 講　義 2 ◎ 2
画像工学プログラミング 演　習 2 ◎ 2
画像メディア工学 講　義 2 ※3 2
画像メディア工学演習 演　習 2 ○ 2
画像処理 講　義 2 ※3 2
画像処理演習 演　習 2 ○ 2
グラフィックスアルゴリズム 講　義 2 ※3 2
グラフィックスアルゴリズム演習 演　習 2 ○ 2
卒業研究Ⅰ 〃 2 ◎ 4 4
卒業研究Ⅱ 〃 4 ◎ 8 8
知覚心理学 講　義 2 ○ 2
主観評価法 講義・演習 2 ○ 2
知的財産論 講　義 2 ○ 2 ◆（芸術情報設計学科開設科目）
コンピュータグラフィックス 講　義 2 ○ 2 ◆（芸術情報設計学科開設科目）
インターンシップ（学部） 演　習 2 ○ 2 2
デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 ○ 2
推測統計学 講　義 2 ○ 2
システム工学 〃 2 ○ 2
設計多変量解析 〃 2 ○ 2 ◆（工業設計学科開設科目）
視覚芸術基礎Ⅰ 講義・演習 2 ◎ 2
視覚芸術基礎Ⅱ 講義・演習 2 ◎ 2
視覚芸術基礎Ⅲ 講義・演習 2 ◎ 4

注１）　「必修指定」の欄中◎は必修科目，※1～※３は選択必修科目，○は選択科目であることを示す。
　　　　選択必修科目は※1～※3の科目それぞれから各4単位修得しなければならない。
注２）　備考の欄中◆印は，学科間共通教育科目を示す。
注３）　卒業研究Ⅱの履修については，卒業研究Ⅰの単位修得を条件とする。
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【開設時期別・必修選択別専攻教育科目一覧表】

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

１
年
前
期

視覚芸術基礎Ⅰ 講義・演習 2 2 ◎

３
年
前
期

色彩学演習 演習 2 2 ○
拡張映像表現スタジオ演習 〃 2 2 ○

１
年
後
期

視覚芸術基礎Ⅱ 〃 2 2 ◎
グラフィックデザイン演習 〃 2 2 ○
画像メディア工学演習 〃 2 2 ○

２
年
前
期

知覚心理学 講　義 2 2 ○ 画像処理演習 〃 2 2 ○
コンピュータグラフィックス 〃 2 2 ○ グラフィックスアルゴリズム演習 〃 2 2 ○
視覚学 〃 2 2 ◎ 主観評価法 講義・演習 2 2 ○
画像工学基礎 〃 2 2 ◎ 知的財産論 講義 2 2 ○
画像工学プログラミング 演　習 2 2 ◎ 推測統計学 〃 2 2 ○
視覚芸術基礎Ⅲ 講義・演習 2 4 ◎ 視覚心理学 〃 2 2 ※1
デジタルイメージクリエーション論 講　義 2 2 ※2

３
年
後
期

視覚心理学演習 演習 2 2 ○
メディアコミュニケーション論 〃 2 2 ※2 画像論演習 〃 2 2 ○

２
年
後
期

設計多変量解析 〃 2 2 ○ 視覚伝達論 講義 2 2 ○
色彩学 〃 2 2 ◎ コンピュータアニメーション演習 演習 2 2 ○
視覚生理システム学 〃 2 2 ※1 メディア環境計画 講義 2 2 ○
画像論 〃 2 2 ※1 現代芸術とコミュニケーション演習 演習 2 2 ○
映像表現プロデュース論 〃 2 2 ※2 システム工学 講義 2 2 ○
グラフィックコミュニケーション論 〃 2 2 ※2 視覚芸術学プロジェクト 演習 2 4 ○
芸術表現論 〃 2 2 ※2 3.4年 インターンシップ（学部） 〃 2 2 ○
画像メディア工学 〃 2 2 ※3 ４

年
前
期

デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 2 ○
画像処理 〃 2 2 ※3 卒業研究Ⅰ 演習 2 4 ◎
グラフィックスアルゴリズム 〃 2 2 ※3 卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎

４
年
後
期

卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎
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音響設計学科

授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数

備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

音楽学 講　義 2 ○ 2
応用音楽学 〃 2 ○ 2
音声学 〃 2 ○ 2
言語学 〃 2 ○ 2
音楽社会学 講　義 2 ◎ 4
サウンド・パフォーマンス 演　習 2 ○ 4
西洋音楽史 講　義 2 ◎ 2
比較音楽理論 〃 2 ○ 2
音文化論演習 演　習 2 ◎ 2
室内音響学 講　義 2 ○ 2
騒音環境学 〃 2 ○ 2
非線形振動論 〃 2 ○ 2
応用音響理論 〃 2 ○ 2
音響構成 講義・実習 4 ○ 6
聴覚生理学 講　義 2 ◎ 2 ◆
聴覚心理学 〃 2 ◎ 2
聴覚認知論 〃 2 ○ 2
楽器・音響機器論 〃 2 ○ 2
音響信号処理演習 講義・演習 2 ◎ 2
ディジタル信号処理 講　義 2 ◎ 2
ディジタル信号処理演習 演　習 2 ○ 2
音響情報工学 講　義 2 ○ 2
音響情報工学演習 演　習 2 ○ 2
応用時系列解析 講　義 2 ○ 2 ◆（工業設計学科開設科目）
電気工学 講義・演習 2 ◎ 2
電気実験 実　験 1 ◎ 4
聴能形成Ⅰ 実　習 1 ○ 2
聴能形成Ⅱ 〃 1 ○ 2
音響理論演習Ⅰ 講義・演習 3 ◎ 4
音響理論演習Ⅱ 〃 3 ◎ 4
音楽理論表現演習 〃 2 ◎ 6
音楽構造基礎演習 〃 2 ◎ 6
音響実験Ⅰ 実　験 3 ◎ 6
音響実験Ⅱ 〃 3 ◎ 6
輪講 演　習 2 ◎ 2
プログラミング言語 〃 2 ○ 2
卒業研究Ⅰ 〃 2 ◎ 4 4
卒業研究Ⅱ 〃 4 ◎ 8 8
知覚心理学 講　義 2 ○ 2
主観評価法 講義・演習 2 ◎ 2
インターンシップ（学部） 演習・実習 2 ○ 2 2
デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 ○ 2
電子工学 〃 2 ◎ 2
情報理論 〃 2 ○ 2
推測統計学 講　義 2 ○ 2
システム工学 講義・演習 2 ○ 2
設計多変量解析 講　義 2 ○ 2 ◆（工業設計学科開設科目）

注１）　「必修指定」の欄中◎は必修科目，○は選択科目であることを示す。
注２）　備考欄の◆印は，学科間共通教育科目を示す。
注３）　卒業研究Ⅱの履修については，卒業研究Ⅰの単位修得を条件とする。
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【開設時期別・必修選択別専攻教育科目一覧表】

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

１
年
前
期

聴能形成Ⅰ 実　習 1 2 ○

３
年
前
期

音楽学 講　義 2 2 ○
言語学 〃 2 2 ○

１
年
後
期

音文化論演習 演　習 2 2 ◎
室内音響学 〃 2 2 ○
応用音響理論 〃 2 2 ○

２
年
前
期

聴能形成Ⅱ 実　習 1 2 ○ 聴覚認知論 〃 2 2 ○
知覚心理学 講　義 2 2 ○ 楽器・音響機器論 〃 2 2 ○
西洋音楽史 〃 2 2 ◎ ディジタル信号処理演習 演　習 2 2 ○
聴覚生理学 〃 2 2 ◎ 音響情報工学 講　義 2 2 ○
音響信号処理演習 講義・演習 2 2 ◎ 情報理論 講義・演習 2 2 ○
電気工学 〃 2 2 ◎ 推測統計学 講　義 2 2 ○
音響理論演習Ⅰ 〃 3 4 ◎ 主観評価法 講義・演習 2 2 ◎
音楽理論表現演習 〃 2 6 ◎ 電気実験 実　験 1 4 ◎

２
年
後
期

音声学 講　義 2 2 ○ 音響実験Ⅰ 〃 3 6 ◎
比較音楽理論 〃 2 2 ○

３
年
後
期

応用音楽学 講　義 2 2 ○
プログラミング言語 演　習 2 2 ○ 騒音環境学 〃 2 2 ○
設計多変量解析 講　義 2 2 ○ 非線形振動論 〃 2 2 ○
音楽社会学 〃 2 4 ◎ 音響情報工学演習 演　習 2 2 ○
サウンド・パフォーマンス 演　習 2 4 ○ 応用時系列解析 講　義 2 2 ○
聴覚心理学 講　義 2 2 ◎ システム工学 講義・演習 2 2 ○
ディジタル信号処理 〃 2 2 ◎ 音響実験Ⅱ 実　験 3 6 ◎
電子工学 講義・演習 2 2 ◎ 3.4年 インターンシップ（学部） 演習・実習 2 2 ○
音響理論演習Ⅱ 〃 3 4 ◎

４
年
前
期

デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 2 ○
音楽構造基礎演習 〃 2 6 ◎ 音響構成 〃 4 6 ○

輪講 演　習 2 2 ◎
卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎

４
年
後
期

卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎



54 55

芸術情報設計学科

授　業　科　目
授
業
形
態

単
位
数

必
修
指
定

毎 週 授 業 時 数

備　　　考1年次 2年次 3年次 4年次

前 後 前 後 前 後 前 後

造形論 講義・演習 2 ※1 2
空間芸術表現論 講　義 2 ※1 2
基礎造形（平面） 演　習 2 ◎ 4
基礎造形（立体） 〃 2 ◎ 4 ◆
文化比較論 講　義 2 ※1 2
演劇文化論 〃 2 ※1 2
比較映画・演劇文化演習 講義・演習 2 ○ 4
芸術文化環境論 講　義 2 ※1 2 ◆
フィールドワーク演習 講義・演習 2 ○ 4
芸術文化施設論 講　義 2 ※1 2
知的財産論 〃 2 ※1 2 ◆
画像論 〃 2 ○ 2 ◆（画像設計学科開設科目）
デジタルコンテンツデザイン 講義・演習 2 ※1 4
デジタルコンテンツデザイン演習 演　習 2 ○ 4
コンピュータグラフィックス 講　義 2 ※1 2
コンピュータグラフィックス演習 演　習 2 ○ 4
コンテンツ環境デザイン 講　義 2 ※1 2
Webコンテンツデザイン演習 演　習 2 ○ 4
インタラクションデザイン 講　義 2 ※1 2 ◆
インタラクティブインターフェース演習 演　習 2 ○ 4
バーチャルリアリティ 講　義 2 ※1 2
メディアアート表現ワークショップ 演　習 2 ○ 4
コンピュータ概論 講　義 2 ◎ 2
プログラミング基礎 講義・演習 2 ◎ 4
ソフトウェアアーキテクチャ 講　義 2 ※1 2
メディア情報処理 〃 2 ※1 2
色彩学 〃 2 ○ 2 ◆（画像設計学科開設科目）
知覚心理学 〃 2 ○ 2
知覚情報処理工学 〃 2 ※1 2
人工生命デザイン 〃 2 ※1 2
主観評価法 講義・演習 2 ○ 2
設計多変量解析 講　義 2 ○ 2 ◆（工業設計学科開設科目）
推測統計学 〃 2 ○ 2
システム工学 〃 2 ○ 2
芸術情報設計概論 講義・演習 2 ◎ 2
芸術情報先端特別講義 講　義 2 ○ 2
芸術情報プロジェクト演習 演　習 2 ○ 2
芸術情報総合演習 〃 2 ◎ 2
卒業研究Ⅰ 〃 2 ◎ 4 4
卒業研究Ⅱ 〃 4 ◎ 8 8
インターンシップ（学部） 演習・実習 2 ○ 2 2
デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 ○ 2

注１）　「必修指定」の欄中◎は必修科目，※1は選択必修科目，○は選択科目であることを示す。
　　　　選択必修科目は※1の科目から20単位修得しなければならない。
注２）　備考の欄中◆印は，学科間共通教育科目を示す。
注３）　卒業研究Ⅱの履修については，卒業研究Ⅰの単位修得を条件とする。
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【開設時期別・必修選択別専攻教育科目一覧表】

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

授　業　科　目
授
業
形
態

単　
　

位

時
間
数

必
修
指
定

１
年
前
期

芸術情報設計概論 講義・演習 2 2 ◎

３
年
前
期

空間芸術表現論 講　義 2 2 ※1
知的財産論 〃 2 2 ※1

１
年
後
期

コンピュータ概論 講　義 2 2 ◎
メディア情報処理 〃 2 2 ※1
人工生命デザイン 〃 2 2 ※1

２
年
前
期

知覚心理学 〃 2 2 ○ 主観評価法 講義・演習 2 2 ○
基礎造形（平面） 〃 2 4 ◎ 推測統計学 講　義 2 2 ○
プログラミング基礎 講義・演習 2 4 ◎ 芸術情報プロジェクト演習 演　習 2 2 ○
文化比較論 講　義 2 2 ※1 比較映画・演劇文化演習 講義・演習 2 4 ○
芸術文化環境論 〃 2 2 ※1 Webコンテンツデザイン演習 演　習 2 4 ○
コンピュータグラフィックス 〃 2 2 ※1 インタラクティブインターフェース演習 〃 2 4 ○
デジタルコンテンツデザイン 講義・演習 2 4 ※1 バーチャルリアリティ 講　義 2 2 ※1

２
年
後
期

色彩学 講　義 2 2 ○

３
年
後
期

画像論 〃 2 2 ○
設計多変量解析 〃 2 2 ○ システム工学 〃 2 2 ○
芸術情報先端特別講義 〃 2 2 ○ フィールドワーク演習 講義・演習 2 4 ○
デジタルコンテンツデザイン演習 演　習 2 4 ○ 芸術情報総合演習 演　習 2 2 ◎
コンピュータグラフィックス演習 〃 2 4 ○ 造形論 講義・演習 2 2 ※1
基礎造形（立体） 〃 2 4 ◎ 芸術文化施設論 講　義 2 2 ※1
演劇文化論 講　義 2 2 ※1 知覚情報処理工学 〃 2 2 ※1
コンテンツ環境デザイン 〃 2 2 ※1 3.4年 インターンシップ（学部） 演習・実習 2 2 ○
インタラクションデザイン 〃 2 2 ※1 ４

年
前
期

デザインストラテジー基礎 講義・演習 2 2 ○
メディアアート表現ワークショップ 演　習 2 4 ○ 卒業研究Ⅰ 演　習 2 4 ◎
ソフトウェアアーキテクチャ 講　義 2 2 ※1 卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎

４
年
後
期

卒業研究Ⅰ 〃 2 4 ◎
卒業研究Ⅱ 〃 4 8 ◎
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（3）芸術工学部授業科目の履修について

ⅰ　授業時間割について

　各学年の始めに『授業時間割』を教務係で配布します。

　学期の途中で時間割の変更（例えば，開講時限や教室の変更）を行う場合は，学務課掲示板でお知

らせしますので注意してください。掲示板の場所は93ページをご覧ください。

　集中講義（土日や夏季・冬季休業中に集中的に行う授業）の多くは，学期途中で実施日時・場所が

決定します。決定次第，学務課掲示板に掲示しますので，特に注意してください。

時　　限 1 2 3 4 5

授
業
時
間

開　始 		8：40 10：30 13：00 14：50 16：40

終　了 10：10 12：00 14：30 16：20 18：10

ⅱ　授業日程について

　『授業日程』を学務課掲示板及び芸術工学部ホームページに掲示しています。

　授業開始・終了日，夏季・冬季休業期間，曜日を振り替えて授業を行う日を掲載しています。

ⅲ　履修登録について

①　授業を履修する場合は，入学時に配付する『学務情報システムの利用の手引き』により，学

務課掲示板に示された履修登録期間に学生用Webシステムにて履修登録を行ってください。集

中講義も履修登録期間中に登録してください。

②　学年の始めに履修解説（ガイダンス）を行い，新年度の履修に関する注意事項を連絡します

ので必ず出席してください。

ⅳ　履修登録上の注意事項

　履修登録を行う学生は，次のことに注意してください。

①　授業時間割上，同一時間帯に開設される授業科目については，重複して履修登録することは

できない。

②　履修修正期間終了後に履修登録を変更することは，原則，認められない。

③　履修登録しても実際には履修しなかった授業の成績は不合格となり，その成績もGPAに算入

される。本学部の専攻教育科目の履修を中止する場合は，履修登録確認期間に芸術工学部学務

課教務係へ申し出ること。この期間外には原則，履修中止することはできない。

④　科目区分ごとに定められた必要修得単位数に留意した上で，履修登録は学生自身が立てた学

修計画に基づき，自己の責任において登録を行うこと。

⑤　学習時間を確保し，適正な単位認定を受けるために，年間44単位を修得することを目途とし，

登録した科目の履修に努めること。44単位以上履修登録を行うことを希望する場合は，本学部

の特色と理念を踏まえてこれを認める。ただし，履修が不可能と思われる科目数を過剰に履修

登録した者に対しては，履修指導を行うことがある。
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ⅴ　授業や定期試験等における学生の欠席について

　授業や定期試験などの出欠状況は，各授業科目の担当教員が確認・管理し，成績評価に反映します

ので，次のことに注意してください。

①　やむを得ない理由で欠席や遅刻をした場合は，その旨を授業科目の担当教員へ直接連絡して

ください。

②　以下の理由により授業等を欠席する場合は，公認欠席として認められます。

ⅰ）新型インフルエンザなどの感染症（学校保健安全法施行規則第18条に規定する感染症）に

かかった場合

ⅱ）新型インフルエンザなどの感染症にかかったおそれがあり，大学から出校停止を指示され

た場合

ⅲ）裁判員候補者として裁判所に出向く場合及び裁判員として職務に従事する場合

ⅳ）2親等以内の親族が死亡した場合（原則として最長1週間とする）

ⅴ）天災・交通機関の障害による場合

　必要に応じて提出してもらう書類がありますので，詳しくは教務係で確認してください。なお，

上記以外の理由の場合は公認欠席として認められません。

　公認欠席の取扱いとしては，授業については欠席扱いになりませんが，担当教員の指示により，

補講への出席やレポート等の提出が求められることがあります。また，試験を受けられなかっ

た場合には，担当教員の指示する方法により，追試験が行われますので，ご留意ください。

　公認欠席と認められるためには「欠席届」の提出が必要です。

③　インフルエンザ等の感染症にかかった場合は，以下の手続きにより公認欠席が認められます

ので，必ず下記手順に従って手続きをしてください。

ⅰ）インフルエンザにかかったと思ったら，必ず医療機関で診断を受けてください。

ⅱ）インフルエンザと診断されたら，必ず学務課教務係（092-553-4460）に連絡してください。

ⅲ）解熱後48時間以降に，学務課教務係で公認欠席の手続きをしてください。公認欠席の申請

には「欠席届」が必要です。欠席届は学務課教務係で配布しています。

④　定期試験における欠席（公認欠席の場合を除く）の場合，定期試験の開始時刻までに学務課

教務係（092-553-4418）へ連絡のあった学生については，関係する試験科目等の担当教員へ

学務課から連絡を行いますが，試験後については学生が直接担当教員へ連絡を行ってください。

ⅵ　学部学生の履修進行条件について

　学部の3年次以降に開設される専攻教育科目及び卒業研究の着手条件については，「履修細目一覧」

と次に示す履修条件等のとおりです。

　なお，このことについては，各学科で学年の初めにガイダンスを行って説明をしますので，ガイダ

ンスには必ず出席してください。

○3年次以降に開設される専攻教育科目の履修条件

　3年次以降に開講される専攻教育科目を履修するためには，2年次終了までに44単位を，次の条件（1）

と（2）の両方を満たすように修得しておかなければならない。

（1）「履修細目一覧」で示した卒業要件のうち，基幹教育科目について，基幹教育セミナー，課題

協学科目，言語文化科目の言語文化基礎科目（注1），文系ディシプリン科目，理系ディシプリ

ン科目（注2），健康・スポーツ科目の卒業要件単位を修得し，かつ，その他を2単位以上修得し

ていること。
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（注1）ただし，第1外国語については，卒業要件8単位のうち学術英語1・リーディング・リスニ

ングＡ，Ｂ及び学術英語1・ライティング・スピーキングＡ，Ｂの4単位のみを算入する。

（注2）ただし，各学科の卒業要件単位のうち下記以外の科目の単位のみを算入する。

　〔環境設計学科〕数理統計学，デザイン史	

　〔工業設計学科〕数理統計学，空間表現実習Ⅱ，デザイン史

　〔画像設計学科〕数理統計学，図と設計，デザイン史

　〔音響設計学科〕数理統計学

　〔芸術情報設計学科〕数理統計学，デザイン史，社会基盤としてのネットワーク

（2）1年次に開講する専攻教育科目の必修科目の単位を全て修得していること。

　ただし，(1)および(2)の条件を満たせば，学年途中であっても3年次以降に開講される専攻教育科目

を履修できる。

○卒業研究の着手条件

　4年次前期から着手する卒業研究について，学科毎に次の着手条件が定められています。

【環境設計学科】

　３年次終了の時点において次の条件(1)～(3)のすべてを満たしていること。

（1）総修得単位数が102単位以上であること。

（2）基幹教育科目のうち，卒業に必要な単位のすべてを修得していること。

（3）専攻教育科目のうち，下記のものを修得していること。

・環境設計基礎Ⅰ，環境設計基礎Ⅱ，構造理論の計3科目のすべて。

・空間プロジェクト，建築プロジェクト，ランドスケーププロジェクト，都市プロジェクトの

うち少なくとも3科目。

・学科においてガイダンス等で別途指示した科目。

【工業設計学科】

　３年次終了の時点において次の条件(1)と(2)の両方を満たしていること。

（1）総修得単位数が102単位以上であること。

（2）1年次から3年次終了までに開設されている基幹教育科目（高年次基幹教育科目を除く）及び

専攻教育科目の必修科目の全てを修得していること。

※ただし，上記(2)において4単位以内を未修得の場合は，上記(1)において112単位以上を修得

しておくこと。

【画像設計学科】

　３年次前期終了の時点において次の条件(1)と(2)の両方を満たしていること。

（1）総修得単位数が83単位以上であること。

（2）1年次，2年次，3年次前期に開設されている専攻教育科目の必修科目及び選択必修科目のす

べての単位（26単位）のうち22単位以上を修得していること。

※上記(1)の単位数に算入できる単位数は，卒業要件である必要修得単位数表に記載されている

各々の科目区分に対する単位数（基幹教育科目及び専攻教育科目の欄の数値）を上限とする。
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【音響設計学科】

　３年次終了の時点において次の条件(1)～(3)のすべてを満たしていること。

（1）総修得単位数が106単位以上であること。

（2）1年次から3年次終了までに修得しておかなければならない専攻教育科目の必修科目の全てを

修得していること。

（3）基幹教育科目については，高年次基幹教育科目を除き，卒業に必要な単位のすべてを修得し

ていること。

※ただし，上記(2)と(3)に関わる単位については，(2)と(3)合わせて4単位以内を未修得の場合は，

卒業研究の着手を認めることがある。

【芸術情報設計学科】

　３年次終了の時点において次の条件(1)と(2)の両方を満たしていること。

（1）総修得単位数が104単位以上であること。

（2）1年次から3年次終了までに開設されている基幹教育科目（高年次基幹教育科目を除く）及び

専攻教育科目の必修科目の全てを修得していること。

※ただし，上記(2)において必修科目4単位以内を未修得の場合は，上記(1)において114単位以

上を修得しておくこと。

ⅶ　特定授業科目の前提条件

　専攻教育科目の履修に当たって，	事前に修得しておくことを前提とする関連授業科目（基幹教育科目

を含む）を次のとおり指定しますので，注意してください。
　　　　　単位を修得しておく
　　　　　関連授業科目

履修しようとする
専攻教育科目

基幹教育科目 専攻教育科目

基幹物理学ⅠＡ
基幹物理学ⅠＡ演習
基幹物理学ⅠＢ演習

電気工学 電子工学

電気工学
電子工学
電気実験

○
○
○

○
◎ ◎

（注）◎印は，単位修得を前提とする科目

　　　○印は，履修していることが望ましい科目

　　［ただし，電気実験に関しては，電気工学または電子工学の単位を修得しておくこと。］

ⅷ　授業計画書（シラバス）の活用

　授業計画書（シラバス）は，授業科目の目標，授業の概要，授業計画，使用するテキスト，成績評

価基準等について，あらかじめ学生の皆さんに紹介することを目的として作成されたものです。

　本学部ホームページに公開しているので，履修登録に当たってよく読んで理解し，計画的で効果的

な学習を進めてください。

　シラバスは，原則として年度の初めに作成して公開しますが，授業科目の担当教員の判断によって，

学期の途中で内容が変更されることもありますので，注意してください。シラバスに関して不明な点は，

学務課教務係へお問い合わせください。

　シラバスへのアクセス（芸術工学部HP→在学生の方→シラバス）
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ⅸ　試験について

　試験は，定期試験及び定期試験実施後に行う追試験並びに口頭試験があります。

　定期試験は，授業科目の学習達成度を評価することを目的として，各学期末の定められた期間に実

施します。

　追試験は，疾病その他のやむを得ない事情により定期試験を受験できなかった学生に対して行う試

験です。追試験は，当該授業科目の担当教員の判断により行いますので，追試験の受験を希望する学

生は，速やかに担当教員へ申し出てください。

　口頭試験は，学科ごとに高年次学生（原則として3年次学生）を対象として実施されるもので，詳細

については後述します。

　定期試験と追試験は，筆記試験により行います。ただし，授業科目によっては，作品，レポート，

小テスト等の審査をもってこれに代えることがありますので，担当教員の指示に従ってください。

ⅹ　定期試験における受験上の注意について

　試験を受験する場合は，次の受験上の注意を遵守してください。

〔受験上の注意〕

　芸術工学部で開設されている授業科目の定期試験等（筆記試験に限る。）を受験する時は，次の事項

を遵守しなければならない。

1　学生証を持参すること。受験中は，机上に提示しておくこと。

2　試験期間中に学生証を紛失したり，忘れた者は，受験前に学務課教務係へ連絡し，学生証不携

帯届を発行してもらうこと。

3　試験場では監督者の指示に従うこと。

4　試験開始後20分を経過してからの試験場への入室は認めない。また，試験開始後20分を経過

しないうちに試験場から退室することは認めない。

5　学期の初めに履修登録を行っていない科目は受験できない。

6　不正行為は絶対に行ってはならない。定期試験等における不正行為者に対する処分等について

は，関係規則に従って退学を含め厳格に対処する。

ⅺ　成績評価及び修得単位の確認について

　授業科目の成績は，シラバスに記載された成績評価基準により，試験の結果及び平素の学修状態等

を総合して評価されます。

　卒業要件や履修進行の条件等を確認するために，自らの責任で単位修得の確認を行い，常に自分自

身の履修状況を認識しておくようにしてください。

　不明な点は，クラス担任や学務課職員に気軽に相談してください。

　特に，編入学生や既修得単位の認定を受けた学生，留学した学生などは，修得単位に誤りがないか，

よく確認する必要がありますので，留意してください。

ⅻ　成績確認期間について

　芸術工学部では，定期試験終了後に成績確認期間を設けています。当該学期で履修した科目の成績

についての問い合わせは，この期間に科目の担当教員へ申し出てください。この期間終了後の申し出

には一切応じられませんので，注意してください。

　具体的な期間については，４月に行われる各学年のガイダンスで説明がありますので，ガイダンス

の際に確認してください。
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�　GPA（Grade Point Average）制度について

　GPA制度は，外国の多くの大学が採用している制度であり，国際的な成績評価システムです。GPA

とは成績評価を5段階（A・B・C・D・F）とし，それぞれを4～0までのGP（Grade	Point）に置き換

えて単位数を掛け，その合計を履修登録単位数の合計で割った平均点です。GPAにより，学生自らが

学業成績の状況を的確に把握することで，適切な履修計画を立て，履修登録した科目を自主的に意欲

的に学修することが期待されます。

①成績等の表示

評　語 GP

Ａ	 Excellent	 基準を大きく超えて優秀である 4

Ｂ Good 基準を超えて優秀である 3

Ｃ Satisfactory 望ましい基準に達している 2

Ｄ Pass 単位を認める最低限の基準には達している 1

Ｆ Fail	 基準を大きく下回る 0

Ｗ Withdrawal 履修中止 ―

Ｒ Recognition 認定科目 ―

②GPAの算出方法

GPA＝
（Grade Point×単位数）の総和

履修登録単位数

（GPA算出例）

科目名 成　績 単位数（ａ） GP（ｂ） （ａ×ｂ）

○○○○基礎 Ａ ２単位 ４ ８

△△△△基礎 Ｂ ２単位 ３ ６

□□□□基礎 Ｃ ２単位 ２ ４

××××演習 Ｄ １単位 １ １

××××演習 Ｆ １単位 ０ ０

計 ８単位 １９

GPA＝19÷８単位＝2.38

③GPA対象外科目

・　評点を付さずに「合・否」等で評価する科目（合否判定科目等）

・　本学以外で修得した科目を単位として認めたもの

・　「インターンシップ（学部）」（全学科）

・　「卒業研究Ⅰ，Ⅱ」（全学科）

④GPAに関する注意事項

・　	科目の評価が「Ｆ」あるいは「Ｄ」である場合に再履修することができます。その場合の評価（GP）

は再履修によって得た評価に置き換え，GPAに算入します。

・　履修を途中で「放棄」した場合には，不合格「F」の評価となり，GPAの値に反映されます。

・　就職時に企業等に提出することになる「成績証明書」には「W」（履修中止）以外の全ての評価

を記載します。（「F」（不合格）も記載します。）
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(4) インターンシップについて

　インターンシップとは，自らの専門分野における高度な知識・技術に触れながら，将来のキャリア

に関連した実務能力を高め，さらに自己職業適性や将来設計について考えるために，企業，行政機関，

公益法人等の団体などにおいて実習・研修的な就業体験を行うものです。

　インターンシップによる単位認定を希望する方は，3・4年次に開設する授業科目「インターンシッ

プ（学部）」を履修登録してください。

　詳細は学務課教務係（092−553−4418）にお問い合せください。

(5) 口頭試験について

　高年次学生を対象として，学科ごとに口頭試験を実施します。

　原則として，各学科で定めた対象年次(3年次)の学生は全て参加しなければなりません。

　前年度までの実績では，各学科ともに3年次後期に口頭試験を実施しており，各学科で定めた実施要

領等に基づき行われていますが，今後試験内容の充実を図るために実施方法等を変更する場合もあり

ますので，注意してください。

　口頭試験の目的は，学生がそれまでに学習してきた知識について，授業科目の枠を超えた創造的活

用力の修得状況を確認・評価することです。複数の教員が一人ひとりの学生に対して，特定の用語や

それに関係する事項について多方面から口頭による質問を行い，用語の意味，現象の原理・仕組み等

が理解できているか，また，それらの理解を基に創造的な発想・手法により課題解決へと導いていく

能力を有しているかどうかについて試験を行います。

　試験は，「芸術工学部及び各学科で必須の知識として求められる事柄で構成されるキーワード」（必

修キーワード）をあらかじめ学生に公表し，そのキーワードを基に質問していく形式で行われます。

　口頭試験の実施方法や試験結果の活用については，学科ごとに定められた実施要領等を基に取り扱

われます。口頭試験の実施時期が近づいたら，学科ごとに対象年次学生を集めて説明会を開催したり，

実施要領等を掲示するなどしてお知らせします。

　前年度の口頭試験に出題されたキーワード集は，学務課教務係で配布していますので，今後の学習

の参考のためにも是非活用してください。

(6) 卒業研究について

　4年次になると，必修となっている卒業研究Ⅰ及び卒業研究Ⅱを履修することになります。

　卒業研究Ⅰ・Ⅱは各学科で定めた方法により，通常4年次前期から特定のテーマについて研究を行い，

例年2月中旬に学科ごとに卒業研究発表会や卒業研究展を開催し，研究等の成果を発表することになっ

ています。卒業研究は，卒業研究Ⅱが卒業研究Ⅰの単位修得を履修条件としているため，必ず卒業研

究Ⅰ，卒業研究Ⅱの順で修得していくことになります。

　また，卒業研究Ⅰについては，学生交流協定校に留学する場合に限り，多様なメディアを高度に利

用した（例えばWebカメラを利用した）遠隔講義によって本学部の指導教員から研究指導を受けるこ

とにより，留学中に当該科目を履修することができます。

　先輩たちがどのような研究を行ってきたのか興味のある方は，クラス担任や学務課教務係にお尋ね

ください。
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（7）資格について

ⅰ　取得できる資格

資　　格 対象学科 要　　件　　等

2級建築士（受験資格）

木造建築士（受験資格）
環境設計学科 指定科目の単位を修得して卒業

1級建築士（受験資格） 環境設計学科 指定科目の単位を修得して卒業後，建築実務の経験 2年以上。

インテリアプランナー

（登録資格）

環境設計学科

工業設計学科

次の全てを満たすこと。

・インテリアプランナー試験に合格

・インテリア・建築に関する科目の単位を修得して卒業

・インテリアに関する実務経験 2年以上

建築士受験資格の指定科目

〔環境設計学科〕
指定科目の分類 指定科目 単位数 必要単位数

①建築設計製図

空間表現実習Ⅰ 2

７単位以上

空間プロジェクト 4

建築プロジェクト 4

都市プロジェクト 4

環境総合プロジェクト 4

②建築計画

建築デザイン計画論 2

７単位以上

歴史環境設計論 2

都市環境設計論 2

環境形成史 2

建築空間設計論 2

③建築環境工学
環境調整システム論 2

２単位以上
環境情報論 2

④建築設備 設備計画論 2 ２単位以上

⑤構造力学
構造理論 2

４単位以上
構造システム論 2

⑥建築一般構造
環境構法論 2

３単位以上
構法設計論 2

⑦建築材料 環境材料論 2 ２単位以上

⑧建築生産 建築生産 2 ２単位以上

⑨建築法規 建築法規 1 １単位以上

⑩その他

環境設計基礎Ⅰ 2

図形科学 1.5

空間表現実習Ⅱ 2

環境設計基礎Ⅱ 2

空間デザイン実習 2

緑地環境設計論 2

ランドスケーププロジェクト 4

環境テクノロジー実習 2
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インテリアプランナー登録資格に係る課程として必要な科目と単位数

〔環境設計学科〕 〔工業設計学科〕
科　目　名 単位数 必要単位数 科　目　名 単位数 必要単位数

芸術学入門（基幹教育科目） 2

Ａ
（34-Ｂ）
単位以上

科学の歴史（基幹教育科目） 2

Ａ
（34-Ｂ）
単位以上

図形科学（基幹教育科目） 1.5 芸術学入門（基幹教育科目） 2

都市プロジェクト 4 図形科学（基幹教育科目） 1.5

デザイン史（基幹教育科目） 2 工業設計モデリング演習 1

歴史環境設計論 2 生活機器設計論・演習 3

基礎造形 2 生活機器造形論・演習 3

建築デザイン計画論 2

Ｂ
22単位以上

デザインシステム論・演習 3

環境テクノロジー実習 2 デザイン理論 2

環境調整システム論 2 デザイン文化論・演習 3

設備計画論 2 デザイン史（基幹教育科目） 2

環境材料論 2 生活機器デザイン論 2

構造理論 2 現代生活デザイン論・演習 3

環境構法論 2 インダストリアルデザイン基礎演習Ａ 2

構造システム論 2 人間工学概論 2

Ｂ
22単位以上

構法設計論 2 福祉人間工学 2

建築法規 1 人間工学研究法 2

空間表現実習Ⅱ（基幹教育科目） 2 環境人間工学 2

空間デザイン実習 2 人間工学設計法 2

建築生産 2 人間工学測定演習 2

環境設計基礎Ⅱ 2 人間工学設計演習 2

建築空間設計論 2 生体情報処理演習 2

空間プロジェクト 4 構造理論 2

建築プロジェクト 4 空間表現実習Ⅱ（基幹教育科目） 2

環境総合プロジェクト 4 生活空間デザイン論 2

空間表現実習Ⅰ（基幹教育科目） 2 必修 生活空間造形論・演習 3

生活空間設計論・演習 3

空間表現実習Ⅰ（基幹教育科目） 2 必修

ⅱ　教育職員免許について

　芸術工学部は「教職課程」を開設していません。免許を取得する場合は，教職課程を開設している

学部や大学において必要な単位を修得して，都道府県教育委員会へ免許申請を行う方法があります。
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（8）大学院芸術工学府への入学について

　大学院芸術工学府は，技術を人間生活に適切に利用するために「技術の人間化」を標榜し，技術の

基盤である科学と人間精神の自由な発現である芸術とを統合するという高次のデザイン教育を目的と

しています。

　本学府には芸術工学専攻とデザインストラテジー専攻の2専攻あります。各専攻については，66ペー

ジからの「３．大学院芸術工学府について」をご参照ください。

　学部を卒業後，本大学院芸術工学府へ入学を希望する方は，その年度によって学生募集要項の内容

が変更される場合がありますので，詳しくは，該当募集年度の入学者学生募集要項で確認するか，芸

術工学部学務課へ問い合わせてください。

　なお，学部卒業後に入学する修士課程の標準修業年限は2年，修士課程修了後に進学する博士後期課

程の標準修業年限は3年です。

（9）研究生及び科目等履修生について

ⅰ　研究生

　研究生制度は，学内の研究施設・設備を提供し，専任教員が1年以内の期間，直接指導を行う制度です。

研究生出願者が提出した研究計画に基づき，出願者の目指す研究が充実したものになるように支援し

ます。大学を卒業した者を対象として年2回（外国人留学生は12月と6月，日本人は1月と7月）出願を

受付けます。入学後は大学院芸術工学府の研究生となります。

　　【検定料】	 9,800円

　　【入学料】	 84,600円

　　【授業料】	 178,200円	（半年分）

※上記は平成26年度の額です。検定料，入学料，授業料が改定された場合は，改定後の金額を適用し

ます。

ⅱ　科目等履修生

　科目等履修生の制度は，生涯学習の推進を図ることを目的として，社会人等に対して学習機会を拡

大する観点から設けられた制度で，本学に開設されている授業科目を履修して，単位を取得すること

ができます。大学を卒業後，大学の授業を受けて新しい知識を身に付けたい場合にはこの制度を利用

してみるのもよいでしょう。2月と8月の年2回出願を受付けます。

　　【検定料】	 9,800円

　　【入学料】	 28,200円

　　【授業料】	 1単位あたり14,800円

※上記は平成26年度の額です。検定料，入学料，授業料が改定された場合は，改定後の金額を適用し

ます。

　研究生及び科目等履修生についての詳細は，学務課にお問い合わせください。
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３．大学院芸術工学府について

（1）大学院芸術工学府の理念・教育目的・入学者受入れ方針

　本学府は，前身の九州芸術工科大学大学院芸術工学研究科の理念を継承し，技術を人間生活に適切

に利用するために，技術の基盤である科学と人間精神の最も自由な発現である芸術とを統合し，技術

の進路を計画し，その機能の設計について研究するとともに，人文，社会，自然にまたがる知識と芸

術的感性を基盤とする設計家を養成することを目的とします。

○芸術工学専攻

【デザイン人間科学コース】

教育理念（教育理念・目標，育成する人材像）

　本コースは，21世紀COEプログラムを発展させたものです。「技術の人間化」を達成するために，学

生に人間の特性を科学的に理解させ，最適な環境，「もの」，情報の総合体を実現する際に必要な能力を

身に付けます。人間の生理・心理特性に基づいてデザインの科学的な指針を考え，さらに数理解析など

の工学的手法による理論と実践との統合を図ることを目標としています。以上の理念の下に以下の教育

目標及び到達目標を設定して教育に当たります。

教育の目標

　本コースを通じて，プログラムを修了した学生が

・人間の特性に関する研究を科学的な見地から理解できる能力

・卒業後数年以内に，人間の特性に従った最適な環境，製品，情報を提案するための研究を遂行でき

る能力

　を持つことを目標として教育を行います。また，本コースでは3講座制をとり，以下の到達目標の下

に教育を行います。

到達目標

	A.	知識・理解

・生理人類学，知覚心理学，応用数学，計算機科学の基礎知識を有し，説明することができる。

・専攻分野の専門家としての責任を理解する。

・生理人類学を専攻する学生は人間の形態，行動，生理特性に関する最先端の知見を有する。

・知覚心理学を専攻する学生は人間の知覚システムに関する最先端の知見を有する。

・生体情報数理学を専攻する学生は人間の生理学的もしくは心理学的データを解析する上で必要な

応用数学もしくは工学の知識を有する。

	B.	専門的能力

　(a)生理人類学を専攻する学生

人工的な環境下における人間の行動を形態的および生理的な面から調べる実験を，環境適応能の

観点から計画，遂行することができ，そのデータを分析および解釈することができる。

　(b)知覚心理学を専攻する学生

ヒトの知覚システムに関する実験を計画，遂行することができる。またヒトの知覚に関する心理

学的測定データを分析し，解釈することができる。
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　(c)生体情報数理学を専攻する学生

統計学，計算機科学，機械設計の知見を利用して，生理・心理学的なデータの解析，問題の定式化，

適切な解決法の提案，を行うことができる。

	C.	汎用的能力　

・数理科学，自然科学，応用科学の知識を活用し問題解決をはかることができる。

・さまざまな専門分野の人材からなるチームの一員として働くことができる。

　本コースの修了後に想定されている主な活動分野は，企業における研究開発，大学や研究機関での

教育・研究，官公庁等における行政関連の業務などが挙げられます。

求める入学者像

ａ）デザイン人間科学を目指す明確な動機があること。

ｂ）デザイン人間科学に関する基礎知識を持っていること。

ｃ）勉学意欲が旺盛で，観察力があり，発想力・創造力があること。

【デザイン人間科学国際コース】

教育理念（教育理念・目標，育成する人材像）

　本コースは，グローバル30プロジェクトに基づいて，英語能力が十分な留学生に英語の授業を提供

し英語で学位指導をすることで，日本語能力にかかわらず学位取得ができるように開設された博士後

期課程のコースです。教育理念はデザイン人間科学コースと同じです。

求める入学者像

ａ）デザイン人間科学を目指す明確な動機があること。

ｂ）デザイン人間科学に関する基礎知識を持っていること。

ｃ）勉学意欲が旺盛で，観察力があり，発想力・創造力があること。

【コミュニケーションデザイン科学コース】

教育理念（教育理念・目標，育成する人材像）

　本コースは，芸術工学の視点から，芸術工学的感性を持ち，視聴覚情報を核とするコミュニケー

ションに関するツール・機器及びスキルを統合し，通信の最終的な目的である「トータル・コミュ

ニケーション」の質を高め，人間生活の向上に資するための教育・研究を行うことを目的としてい

ます。そのために，視聴覚情報融合・音響情報伝達・画像情報伝達・ホールマネジメントエンジニ

アリングという四つの講座において，それぞれ視聴覚情報の源としての言語，音声，画像情報に関

する教育，情報を伝えるための場に関する教育，音声や画像の情報を処理するための教育，劇場・

音楽堂に係る芸術および工学的知識を基盤としたマネジメントなどに関する実践的な教育を行いま

す。

　本コースでは，視聴覚コミュニケーションのコンテンツを理解し，メディア及び場すなわちコミ

ュニケーション環境の特性を熟知した，視聴覚情報のトータル・コミュニケーションのデザインを

担える人材を育成します。

　修了生は，情報処理産業，映像通信産業，放送，放送機器，楽器製造，画像計測・測量，医療技術，

医療機器産業，建築音響，騒音制御，音環境計画，出版・印刷業，音声言語教育，音楽マネジメント，
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劇場・ホール管理運営，ロボット産業，官公庁の研究所，大学等の教育・研究者など幅広い分野で

活躍できることが期待されており，それらに資する教育を提供することを目指しています。

求める入学者像

ａ）コミュニケーションデザイン科学コースの教育を受けるために十分な基礎学力を持っていること。

ｂ）コミュニケーションデザイン科学コースを目指す明確な意思を持っていること。

ｃ）主体的な勉学意欲が旺盛であり，各種課題に対して真摯に取り組めること。

ｄ）コミュニケーションデザイン科学を基礎とした高度職業人・研究者・教育者を目指していること。

【環境・遺産デザインコース】

教育理念（教育理念・目標，育成する人材像）

　私たちの身の回りの環境は，現在という一時点だけのものではなく，過去から受け継ぎ未来へと手

渡していく資産＝「環境・遺産」です。本コースは，このような「環境・遺産」の価値を，自然と文

化の持続性・多様性から学び，これらを尊重しつつ，未来の地域と生活を創造していくデザイン能力

の養成を目的とします。環境・遺産デザインが，人間の様々な営みの生態的・空間的な調和を目指す

と同時に，時間的な視野を持ち，持続可能な環境を目指すサステナブル・デザインとして行われるべ

きであるとの理念に基づき，次のような能力の養成を行います。

①　過去から受け継ぐ環境・遺産を評価し保全・活用できる能力

②　環境・遺産をマネジメントできる能力

③　未来へと手渡す環境の価値を技術によって向上・創生できる能力

　本コースでは，下記のような観点で人材の育成を行っています。

①　豊富な国内外の地域をフィールドとした実践的な教育を展開し，多様な環境・遺産の価値評価能

力を持ち，環境・遺産デザインの国際ネットワークを支える人材を育成します。

②　環境・遺産の価値を評価・保護・継承するための専門性と将来の遺産となるべき建築・景観・社

会システムをデザインする専門性を修得させ，環境・遺産マネジメントを支える人材を育成します。

③　人間と環境の関係をふまえたサステナブル・デザインを可能とする安全性・健康性・機能性・快

適性を実現する技術を修得させ，空間的な調和と時間的な視野を持って環境デザインを支える人材

を育成します。

　本コースの修了生は，大学・研究所・博物館等の研究職，建築・造園・都市計画・文化振興・環境

政策等の行政職，まちづくり・むらおこし等のプランナー，遺産保護・遺産修復等のマネージャー，

建築・造園・景観等のデザイナー，建築・造園等のエンジニア等の幅広い職種において，将来の遺産

を創造する環境・遺産デザイナーとして活躍することが期待されます。

求める入学者像

ａ）環境・遺産デザインコースの教育を受けるための基礎学力を持っていること。

ｂ）環境・遺産デザインに関連する専門分野に関心と理解があること。

ｃ）主体的な勉学と自己啓発に積極的であり，高い倫理意識を有していること。

ｄ）環境・遺産デザインを基礎とした高度職業人・研究者・指導者等を目指していること。
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【コンテンツ・クリエーティブデザインコース】

教育理念（教育理念・目標，育成する人材像）

　コンテンツ・クリエーティブデザインコースでは，論理的な思考能力と美的感性の涵養を通じて，

先導的なメディアテクノロジーの応用および芸術文化の創造に関わる，国際的視野を持った高度なク

リエーターや研究者の育成を目指します。

到達目標

・芸術文化と歴史を深く理解し，それを現代社会に活かす能力を持つ。

・ものづくりと情報環境を支える豊かな創造力とともに，表現理論，技術の研究など，芸術・科学・

工学にわたる体系的な教育研究を理解し実践する能力を持つ。

・当該分野の修了者は以下のような分野において，高次のクリエーター，エンジニア，研究者等と

しての活動が期待される。

コンテンツデザイン分野（映像，音楽，ゲーム，グラフィックデザイン等）

インダストリアルデザイン分野（情報家電，輸送機器，メカニクスデザイン等）

情報デザイン分野（ネットワーク　エンジニア，プログラマー等）

コンテンツ・クリエーティブデザインに関する教育者・研究者・芸術家　等

求める入学者像

ａ）コンテンツ・クリエーティブデザインコースの教育を受けるための基礎学力を持っていること。

ｂ）コンテンツ・クリエーティブデザインに対する強い関心と高い追求意識を持っていること。

ｃ）主体的な勉学と自己啓発に積極的であり，高い倫理意識を有していること。

ｄ）コンテンツ・クリエーティブデザインを基礎とした高度職業人・研究者・指導者を目指している

こと。

入学者選抜の基本方針

　多彩な研究領域を有する学府として，一般入試においては，本学芸術工学部での教育をさらに発展

させ研究していこうとする本学芸術工学部出身者のほか，芸術工学に関心のある他学部・他大学出身

者についても，得意分野や研究計画などを聴取し，積極的な受入れを行っています。

　一般入試以外にも，外国人留学生入試を行っており，留学生を積極的に受入れ，国際交流を一段と

活発化させています。

　また，社会人入試を行い，社会人の積極的な受入れ，様々な分野で活躍している社会人のリフレッ

シュ教育を推進しています。社会人が要求する学際的な研究テーマの指導に応えられる体制を整え，

芸術工学の理念の下で，急速な技術革新と社会的構造変化に対応しうる人材として再教育し，社会に

還元することによって大学と社会との交流を推進しています。

その他

　教員の詳しい研究活動を，九州大学芸術工学研究院公式ホームページのスタッフのページで紹介し

ています。

URL:	http://www.design.kyushu-u.ac.jp/
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○デザインストラテジー専攻

教育理念（教育理念・目標，育成する人材像）

　本専攻は，デザインビジネス過程においてデザインを戦略的に推進する多様な関係性と方向性を的

確に判断・創造・提案・実行する力を養うために，次のような能力を主に養成します。

①各種デザインを統合し，プロジェクトの立案・策定・実施に結びつける能力

②プロジェクトを戦略的に推進でき，成果・評価を確約できる能力

③責任感と協調性を持ってプロジェクトを推進できる能力

④時代の変化やニーズに対応できるスピードと高度なスキルをあわせ持つ能力

　修士課程においてはデザインストラテジー能力，特に「デザインに関する専門知識や技能を背景に，

各デザイン領域を融合した先導的なプロジェクトを立案し，その事業計画を策定・実施する能力」，「事

業の経済性から社会的影響までを配慮し，さらに成果の知的財産化，流通・販売までのデザインビジ

ネス過程を戦略的に推進できる能力」に優れたデザインストラテジスト（デザインプロデューサー，

ストラテジックデザイナーなど）を育成します。

　また，博士後期課程においては，自ら「デザインプロデューサー，デザインストラテジスト（デザ

インストラテジー人材）」でありながら，この分野でデザインストラテジーに関する教育研究能力を持

ち，大学や企業等において人材の育成をも担える極めて高度なデザインストラテジー能力，すなわち「独

自の実践型デザインストラテジー方法論を構築し教育研究を担える能力」を有する人材を育成します。

求める入学者像

　本専攻への入学者像は，芸術工学系，デザイン系大学卒業生・大学院修了生，デザインに関心の高

い理工学系，人文社会学系大学卒業生・大学院修了生も含め，デザインプロデューサー等のデザイン

ストラテジストを目指す明確な動機を持つ人を歓迎します。また，同様にデザインストラテジストを

目指す明確な動機を持つ，デザイン関連実務に携わっている社会人も，特に歓迎します。

入学者選抜の基本方針

　本専攻も，芸術工学専攻と同様に，多彩な研究領域を有する学府として，一般入試においては，本

学芸術工学部での教育をさらに発展させ研究していこうとする本学芸術工学部出身者のほか，芸術工

学やデザインストラテジーに関心のある他学部・他大学出身者についても，得意分野や将来の進路な

どを聴取し，積極的な受入れを行っています。

　一般入試以外にも，外国人留学生入試を行っており，留学生を積極的に受入れ，国際交流を活発化

させています。

　また，社会人入試を行い，社会人を積極的に受入れ，様々な分野で活躍している社会人のリフレッ

シュ教育を推進しています。社会人が要求する学際的・実践的な研究テーマの指導に応えられる実務

家教員を多く含む体制を整え，芸術工学の理念の下で，社会が求めるデザインストラテジー人材とし

て再教育し，社会に還元することによって大学と社会との交流を推進しています。

　特に本専攻は，いずれの入試においても，志望理由や研究計画，将来の進路などを，第三者に伝え

るための構成能力と説明能力をみるために，プレゼンテーションを含めた面接試験を行っています。

その他

　教員の詳しい研究活動を，九州大学芸術工学研究院公式ホームページのスタッフのページで紹介し

ています。

URL:	http://www.design.kyushu-u.ac.jp/



70 71

（2）大学院芸術工学府の教育課程について

修士課程の授業科目
○芸術工学専攻

コ
ー
ス

講　

座
授　業　科　目

単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数 博士後期課程
共通開設科目1前 1後 2前 2後

デ　
　
　

ザ　
　
　

イ　
　
　

ン　
　
　

人　
　
　

間　
　
　

科　
　
　

学

生
理
人
類
学

生理適応人類学特論 2 選択 講義 2 2 ○

感性科学特論 2 選択 講義 2 2 ○

音声情報学特論 2 選択 講義 2 2 ○

生理情報システム学特論 2 選択 講義 2 2 ○

福祉人間工学特論 2 選択 講義 2 2 ○

聴覚生理学特論 2 選択 講義 2 2 ○

生体ストレス人類学特論 2 選択 講義 2 2 ○

知
覚
心
理
学

視覚心理学特論 2 選択 講義 2 2 ○

視聴覚融合デザイン特論 2 選択 講義 2 2 ○

デザイン心理評価法 2 選択 講義 2 2 ○

視覚環境理解システム設計特論 2 選択 講義 2 2 ○

聴覚心理学特論 2 選択 講義 2 2 ○

時間知覚特論 2 選択 講義 2 2 ○

心理物理学特論 2 選択 講義 　 2 　 2 ○

認知心理学特論 2 選択 講義 2 2 ○

生
体
情
報
数
理
学

計算機援用特論 2 選択 講義 2 2 ○

知能情報学特論 2 選択 講義 2 2 ○

生物モデリング特論 2 選択 講義 2 2 ○

統計データ解析特論 2 選択 講義 2 2 ○

ヒューマンインタフェース特論 2 選択 講義 　 2 　 2 ○

バーチャルリアリティ特論 2 選択 講義 2 2 ○

コ
ー
ス
内
共
通
科
目

生理人類学特論 2 必修 講義 2 2 ○

知覚心理学特論 2 必修 講義 2 2 ○

生体情報数理学特論 2 必修 講義 2 2 ○

科学英語特論演習 2 選択 演習 2 2 ○

インターンシップ 2 選択 演習 2 2 2 2 ○

デザイン人間科学特別演習Ⅰ 4 必修 演習 4 4 4 4 ―

デザイン人間科学特別演習Ⅱ※ 4 必修 演習 4 4 4 4 ―

※「デザイン人間科学特別演習Ⅱ」の履修については，「デザイン人間科学特別演習Ⅰ」の単位修得を

条件とする。
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コ
ー
ス

講　

座
授　業　科　目

単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数 博士後期課程
共通開設科目1前 1後 2前 2後

コ　
　

ミ　
　

ュ　
　

ニ　
　

ケ　
　

ー　
　

シ　
　

ョ　
　

ン　
　

デ　
　

ザ　
　

イ　
　

ン　
　

科　
　

学

視
聴
覚
情
報
融
合

視聴覚融合デザイン特論 2 選択 講義 2 2 ○

言語学特論 2 選択 講義 2 2 ○

多次元システム解析・構成特論 2 選択 講義 2 2 ○

知覚心理学特論 2 選択 講義 2 2 ○

統計データ解析特論 2 選択 講義 2 2 ○

視覚記号特論 2 選択 講義 2 2 ○

西洋近代美術史特論 2 選択 講義 2 2 ○

演劇学特論 2 選択 講義 2 2 ○

ネットワークサービス特論 2 選択 講義 2 2 ○

音
響
情
報
伝
達

音響環境制御特論 2 選択 講義 2 2 ○

音声情報学特論 2 選択 講義 2 2 ○

音響信号処理特論 2 選択 講義 2 2 ○

聴覚生理学特論 2 選択 講義 2 2 ○

メカニクスデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

流体音響学特論 2 選択 講義 2 2 ○

画
像
情
報
伝
達

視覚環境理解システム設計特論 2 選択 講義 2 2 ○

画像情報伝達システム設計特論 2 選択 講義 2 2 ○

視覚メディア設計特論 2 選択 講義 2 2 ○

視覚環境知能設計特論 2 選択 講義 2 2 ○

計算機援用特論 2 選択 講義 2 2 ○

知能情報学特論 2 選択 講義 2 2 ○

ホ
ー
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

文化政策特論 2 選択 講義 2 2 ―

アートマネジメント特論 2 選択 講義 2 2 ―

ホール工学技術特論 2 選択 講義 2 2 ―

ホール工学技術演習 2 選択 演習 2 2 ―

ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅠ 2 選択 演習 4 ―

ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅡ 2 選択 演習 4 ―

ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅢ 2 選択 演習 4 ―

ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅣ 2 選択 演習 4 ―

コ
ー
ス
内
共
通
科
目

視聴覚情報融合PBL 2 選択 演習 2 2 ○

音響情報伝達PBL 2 選択 演習 2 2 ○

画像情報伝達PBL 2 選択 演習 2 2 ○

視聴覚情報融合特論・演習 2 選択 演習 2 2 ○

音響情報伝達特論・演習 2 選択 演習 2 2 ○

画像情報伝達特論・演習 2 選択 演習 2 2 ○

インターンシップ 2 選択 演習 2 2 2 2 ○

コミュニケーションデザイン科学特別演習Ⅰ 4 必修 演習 4 4 ―

コミュニケーションデザイン科学特別演習Ⅱ 4 必修 演習 4 4 ―
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コ
ー
ス

講　

座
授　業　科　目

単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数 博士後期課程
共通開設科目1前 1後 2前 2後

環　
　
　

境　
　
　

・　
　
　

遺　
　
　

産　
　
　

デ　
　
　

ザ　
　
　

イ　
　
　

ン

遺
産
理
論

自然・森林遺産論 2 選択 講義 2 2 ○

田園・都市景観論 2 選択 講義 2 2 ○

都市・建築遺産論 2 選択 講義 2 2 ○

芸術・文化環境論 2 選択 講義 2 2 ○

遺産考古学 2 選択 講義 2 2 ○

国際文化遺産保護法 2 選択 講義 2 ○

メディア環境思想特論 2 選択 講義 2 2 ○

環
境
・
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ランドスケープマネジメント 2 選択 講義 2 2 ○

都市・建築遺産マネジメント 2 選択 講義 2 2 ○

ツーリズムマネジメント 2 選択 講義 2 2 ○

持続社会マネジメント 2 選択 講義 2 2 ○

国際協力マネジメント 2 選択 講義 2 2 ○

ストラテジックプロジェクト史 2 選択 講義・演習 2 2 ○

プロジェクトマネジメント 2 選択 講義・演習 2 2 ○

アートマネジメント特論 2 選択 講義 2 2 ○

森林景観生態学特論 2 選択 講義 2 2 ○

国際環境政策評価論 2 選択 講義 2 2 ○

環
境
デ
ザ
イ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

生産システムデザイン 2 選択 講義 2 2 ○

素材システムデザイン 2 選択 講義 2 2 ○

防災システムデザイン 2 選択 講義 2 2 ○

デザイン心理評価法 2 選択 講義 2 2 ○

統計学的調査分析法 2 選択 講義 2 2 ○

建築デザイン 2 選択 講義・演習 2 2 ○

次世代建築空間 2 選択 講義・演習 2 2 ○

地域熱環境工学 2 選択 講義 2 2 ○

コ
ー
ス
内
共
通
科
目

環境・遺産デザインプロジェクトⅠ 3 選択 演習 3 3 ○

環境・遺産デザインプロジェクトⅡ 3 選択 演習 3 3 ○

環境・遺産デザインプロジェクトⅢ 3 選択 演習 3 3 ○

建築設計インターンシップ 4 選択 演習 4 —

インターンシップ 2 選択 演習 2 2 2 2 ○

環境・遺産デザイン特別演習Ⅰ 4 必修 演習 4 4 ―

環境・遺産デザイン特別演習Ⅱ 4 必修 演習 4 4 ―
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コ
ー
ス

講　

座
授　業　科　目

単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数 博士後期課程
共通開設科目1前 1後 2前 2後

コ　
　

ン　
　

テ　
　

ン　
　

ツ　
　

・　
　

ク　
　

リ　
　

エ　
　

ー　
　

テ　
　

ィ　
　

ブ　
　

デ　
　

ザ　
　

イ　
　

ン

芸
術
表
現
学

現代造形特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

造形解析特論 2 選択 講義・演習 2 ○

メディア環境思想特論 2 選択 講義 2 2 ○

西洋近代美術史特論 2 選択 講義 2  2  ○

音楽・伝統芸能コンテンツ特論 2 選択 講義 2  2  ○

比較メディア文化特論 2 選択 講義 2 2 ○

演劇学特論 2 選択 講義 2 2 ○

現代芸術特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

アートマネジメント特論 2 選択 講義 2 2 ○

視覚心理学特論 2 選択 講義 2 　 2 　 ○

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン

先端メディア芸術表現 2 選択 講義・演習 2 2 ○

音楽系メディアアート特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

バーチャルリアリティ特論 2 選択 講義 2 2 ○

ネットワークサービス特論 2 選択 講義 2 2 ○

コンピュータグラフィックス特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

映像コンテンツデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

コンテンツ知的財産論Ⅰ 2 選択 講義・演習 2 2 ○

コンテンツ知的財産論Ⅱ 2 選択 講義・演習 2 2 ○

インタラクティブデザイン 2 選択 講義・演習 2 ○

イベント・展示映像デザイン 2 選択 講義・演習 2 ○

博物館情報学特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
デ
ザ
イ
ン

視覚記号特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

プロダクトデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

プロダクトデザインメソッド特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

メカニクスデザイン特論 2 選択 講義・演習 2  2  ○

グラフィックデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 ○

インクルーシブデザイン 2 選択 講義・演習 2 ○

パブリックデザイン 2 選択 講義・演習 2 ○

生活文化デザイン 2 選択 講義・演習 2 ○

コ
ー
ス
内
共
通
科
目

芸術表現学プロジェクト 2 選択 演習 2 ○

デジタルコンテンツデザインプロジェクト 2 選択 演習 2 ○

クリエーティブデザインプロジェクト 2 選択 演習 2 ○

プレゼンテーション特別演習 2 選択 演習 2 ○

インターンシップ 2 選択 演習 2 2 2 2 ○

コンテンツ・クリエーティブデザイン特別演習Ⅰ 4 必修 演習 4 4 ―

コンテンツ・クリエーティブデザイン特別演習Ⅱ 4 必修 演習 4 4 ―
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○デザインストラテジー専攻

科目
区分

授　業　科　目
単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数 博士後期課程
共通科目

（配当年次）1前 1後 2前 2後

デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｄ
Ｂ
）

プロデューサー原論 2 選択 講義・演習 2 1，2

デザインイノベーション 2 選択 講義・演習 2 1，2

ブランドビジネスデザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

プロジェクトマネジメント 2 選択 講義・演習 2 1，2

デザインインテグレーション 2 選択 講義・演習 2 1，2

デザインマネジメント 2 選択 講義 2 1，2

コンテンツ知的財産論Ⅰ 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

コンテンツ知的財産論Ⅱ 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

プレゼンテーション 2 選択 講義・演習 2 1，2

ビジネス財務 2 選択 講義 2 1，2

ビジネスモデル・デザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

デザインコンサルタント 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

デザイン産業事情 2 選択 講義 2 2 1，2

デザインベンチャー 2 選択 講義 2 2 1，2

ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
ア
ー
キ
テ
ク
ト
（
Ｓ
Ａ
）

建築デザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

次世代都市空間 2 選択 講義・演習 2 ー

ストラテジックプロジェクト史 2 選択 講義・演習 2 1，2

パブリックデザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

機能工学デザイン 2 選択 講義・演習 2 ー

次世代建築空間 2 選択 講義・演習 2 1，2

生活文化デザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

インクルーシブデザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

プロダクトデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

プロダクトデザインメソッド特論 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

メカニクスデザイン特論 2 選択 講義・演習 2  2 1，2

まちづくりデザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

ス
ト
ラ
テ
ジ
ッ
ク
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
（
Ｓ
Ｅ
）

インタラクティブデザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

リスニングデザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

イベント・展示映像デザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

デジタル映像デザイン 2 選択 講義・演習 2 1，2

国際コミュニケーションＡ 1 選択 講義・演習 2 1，2

国際コミュニケーションＢ 1 選択 講義・演習 2 1，2

映像コンテンツデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

視覚記号特論 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

グラフィックデザイン特論 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

先端メディア芸術表現 2 選択 講義・演習 2 2 1，2

アートマネジネント特論 2 選択 講義 2 2 ー
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科目
区分

授　業　科　目
単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数 博士後期課程
共通科目

（配当年次）1前 1後 2前 2後

専
攻
内
共
通

ストラテジックアーキテクトプロジェクトA 4 選択 演習 4 4 ー

ストラテジックアーキテクトプロジェクトB 4 選択 演習 4 4 ー

ストラテジックエクスペリエンスプロジェクトA 4 選択 演習 4 4 ー

ストラテジックエクスペリエンスプロジェクトB 4 選択 演習 4 4 ー

ストラテジックデザイン思考 2 選択 演習 2 2 ー

グローバルデザインプロジェクト 2 選択 演習 2 2 ー

デザインストラテジープロジェクトA※ 4 必修 演習 （4） 4 ー

デザインストラテジープロジェクトB※ 4 必修 演習 （4） 4 ー

インターンシップ 2 選択 演習 2 2 2 2 ー

アーキテクトインターンシップ１ 3 選択 演習 4 ー

アーキテクトインターンシップ２ 3 選択 演習 4 ー

※　早期修了を希望する者のみ　1年次での履修を認めるものとする。
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【ホールマネジメントエンジニア育成プログラム】

　大学院芸術工学府修士課程に平成24年4月1日より，ホールマネジメントエンジニア育成プログラム

を設置しました。

　このプログラムは，劇場，ホール等の文化施設の音響，照明，舞台機構等に関する工学的知識及び

文化芸術に関する知識を備えた，施設の総合的管理運営能力を有する人材を育成するものです。

　このプログラムを履修できる者は，大学院芸術工学府修士課程又は博士後期課程に在学し，芸術工

学府長が許可した者で，プログラムの修了要件は，下記に定める履修方法により，必修科目16単位を

含む30単位以上を修得することが条件となっています。

　なお，プログラムを修了した者にはプログラム修了証を授与します。

ⅰ　履修方法

　　①　次に掲げる授業科目から30単位以上（必修科目16単位を含む。）を修得すること。

　　②　選択科目は，各科目群ごとに2単位以上修得すること。

　　③　開設授業科目の既修得単位は，プログラムの修了要件単位として取り扱う。

ⅱ　授業科目

科目群 授　業　科　目 開設学府・学部
単
位
数

必修・
選択の別

ホール芸術科目群

音楽・伝統芸術コンテンツ特論 芸術工学府 2 選択
演劇学特論 芸術工学府 2 選択
現代芸術特論 芸術工学府 2 選択
音楽系メディアアート特論 芸術工学府 2 選択
リスニングデザイン 芸術工学府 2 選択
美学特論（※注１） 人文科学府 2 選択
文化比較論 芸術工学部 2 選択
演劇文化論 芸術工学部 2 選択

ホールマネジメント科目群

文化政策特論 芸術工学府 2 必修
アートマネジメント特論 芸術工学府 2 必修
芸術・文化環境論 芸術工学府 2 選択
ツーリズムマネジメント 芸術工学府 2 選択
持続社会マネジメント 芸術工学府 2 選択
プロデューサー原論 芸術工学府 2 選択
プロジェクトマネジメント 芸術工学府 2 選択
知的財産論 芸術工学部 2 選択
芸術文化施設論 芸術工学部 2 選択
西日本新聞特殊講義Ⅰ 法学部 2 選択
西日本新聞特殊講義Ⅱ 法学部 2 選択

ホール工学科目群

ホール工学技術特論 芸術工学府 2 必修
ホール工学技術演習 芸術工学府 2 必修
まちづくりデザイン 芸術工学府 2 選択
イベント・展示映像デザイン 芸術工学府 2 選択
感性価値クリエーション概論 統合新領域学府 2 選択
室内音響学 芸術工学部 2 選択
楽器音響学 芸術工学部 2 選択
環境情報論 芸術工学部 2 選択

共通科目群

ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅠ 芸術工学府 2 必修
ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅡ 芸術工学府 2 必修
ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅢ 芸術工学府 2 必修
ホールマネジメントエンジニアリングプロジェクトⅣ 芸術工学府 2 必修

※注1：Ⅰ，Ⅱなどの科目番号は別途指定する。
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博士後期課程の授業科目

修士課程・博士後期課程科目

○芸術工学専攻

　芸術工学専攻修士課程の授業科目（71ページ～74ページ）のうち，「博士後期課程共通科目」の欄

に◯印のついた授業科目から4単位以上を修得してください。

　なお，修士課程において単位を修得した科目については，博士後期課程において再度履修した場合，

修了要件の単位として認定することはできません。

○芸術工学専攻デザイン人間科学国際コース

　下記の授業科目のうち，4単位以上を修得してください。

　なお，修士課程において単位を修得した科目については，博士後期課程において再度履修した場合，

修了要件の単位として認定することはできません。

講　　　座 授　業　科　目
単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数

前学期 後学期

生理人類学

Physio-anthropological Adaptation 2 選択 講義 2

Human Sensibility and Emotion 2 選択 講義 2

Physiological Information Analysis 2 選択 講義 2

Advanced Ergonomics for All Ages and Abilities 2 選択 講義 2

Audiology 2 選択 講義 2

Psychophysiology and Anthropology of Stress 2 選択 講義 2

知覚心理学

Visual Perception 2 選択 講義 2

Auditory Perception 2 選択 講義 2

Time Perception 2 選択 講義 2

Psychophysics 2 選択 講義 　 2

生体情報数理学

Advanced Computer Aided Design 2 選択 講義 2

Computational Intelligence 2 選択 講義 2

Mathematical Modeling in Biology 2 選択 講義 2

Statistical Data Analysis 2 選択 講義 2

コース内共通科目

Physiological Anthropology 2 選択 講義 2

Human Perception 2 選択 講義 2

Applied Mathematics and Computer Science 2 選択 講義 2

Advanced Scientific English 2 選択 講義 2

○デザインストラテジー専攻

　デザインストラテジー専攻修士課程の授業科目（75ページ～76ページ）のうち，「博士後期課程共

通科目」の欄に「１，２」の記載がある授業科目から4単位以上を修得してください。

　なお，修士課程において単位を修得した科目については，博士後期課程において再度履修した場合，

修了要件の単位として認定することはできません。
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博士後期課程独自開設科目

【芸術工学専攻】

コ　ー　ス 授　業　科　目
単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数

前学期 後学期

デザイン人間科学

デザイン人間科学特別研修 2 選択 演習 2 2

デザイン人間科学プロジェクト研究Ⅰ 2 選択 演習 2 2

デザイン人間科学プロジェクト研究Ⅱ 2 選択 演習 2 2

デザイン人間科学特別演習Ⅲ 2 選択 演習 2 2

コミュニケーション
デザイン科学

コミュニケーションデザイン科学特別研修 2 選択 演習 2 2

コミュニケーションデザイン科学プロジェクト研究Ⅰ 2 選択 演習 2 2

コミュニケーションデザイン科学プロジェクト研究Ⅱ 2 選択 演習 2 2

コミュニケーションデザイン科学特別演習Ⅲ 2 必修 演習 2 2

環境・遺産デザイン

環境・遺産デザイン特別研修 2 選択 演習 2 2

環境・遺産デザインプロジェクト研究 4 選択 演習 4 4

環境・遺産デザイン特別演習Ⅲ 2 選択 演習 2 2

コンテンツ・クリエー
ティブデザイン

コンテンツ・クリエーティブデザイン特別演習Ⅲ 4 必修 演習 4 4

コンテンツ・クリエーティブデザインプロジェクト研究 2 選択 演習 2 2

コンテンツ・クリエーティブデザイン特別研修 2 選択 演習 2 2

デザイン人間科学国際

Human Science Training 2 選択 演習 2 2

Human Science Project Study I 2 選択 演習 2 2

Human Science Project Study Ⅱ 2 選択 演習 2 2

Human Science Seminar Ⅲ 2 選択 演習 2 2

【デザインストラテジー専攻】

授　業　科　目
単
位
数

必修・
選択の別

授　業
形　態

毎週授業時数

１前 １後 ２前 ２後 ３前 ３後

デザインストラテジー・リサーチ研修 2 選択 演習 2 2 2 2

デザインストラテジー・リサーチプロジェクトＡ 2 選択 講義 2 2 2 2

デザインストラテジー・リサーチプロジェクトＢ 2 選択 講義 2 2 2 2

デザインストラテジー・リサーチプロジェクトＣ 2 選択 演習 2 2 2 2

（3）大学院芸術工学府授業科目の履修について

ⅰ　授業時間割について

　各学期の初めに『授業時間割』を教務係で配布します。

　学期の途中で時間割の変更（例えば，開講時限や教室の変更）を行う場合は，学務課掲示板でお知

らせしますので注意してください。詳しくは93ページをご覧ください。

時　　限 1 2 3 4 5

授
業
時
間

開　始 		8：40 10：30 13：00 14：50 16：40

終　了 10：10 12：00 14：30 16：20 18：10



80 81

ⅱ　履修登録について

　授業を履修する場合は，入学時に配付する『学務情報システム利用の手引き』により，学務課掲示

板に示された履修登録期間に学生用Webシステムにて履修登録を行ってください。集中講義も履修登

録期間中に登録してください。

　履修解説（ガイダンス）を年度当初に実施し，履修に関する注意事項を連絡します。また，必要な

事項は掲示でもお知らせしますので必ず確認してください。

ⅲ　成績評価について

　授業科目の成績は，シラバスに記載された成績評価基準により評価され，次表のとおり区分されます。

評　語
（大学院）

評　　　点 合格・不合格

Ａ

Ｂ

Ｃ

80 点以上

70 点以上 80 点未満

60 点以上 70 点未満

合　格

Ｄ 60 点未満 不合格

ⅳ　成績確認期間について

　芸術工学府では，定期試験終了後に成績確認期間を設けています。当該学期で履修した科目の成績

についての問い合わせは，この期間に科目の担当教員へ申し出てください。この期間終了後の申し出

には一切応じられませんので，注意してください。

　具体的な期間については，4月に行われるガイダンスで説明がありますので，ガイダンスの際に確認

してください。

ⅴ　大学院の履修単位数について

　修士課程及び博士後期課程の修了要件は，履修単位数表に示してある各授業科目区分の授業科目を

履修し，定められた単位数を修得しなくてはなりません。
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【修士課程の履修単位数表】

○芸術工学専攻デザイン人間科学コース

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

コース内共通科目
（14単位必修）

14
各コースにおいて専門分野が共通する， またはコースで共同して実
施する科目。

講座内科目 6 学生各自の所属講座で開設される科目から選択。

他講座科目 4
学生各自の所属コースにおいて所属講座以外の講座で開設される科
目から選択。

自由科目 6
各コース特別演習Ⅰ及びⅡを除く芸術工学専攻修士課程の授業科目
から，どこからでも選択可能。

合計 30

○芸術工学専攻コミュニケーションデザイン科学コース

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

コース内共通科目
（8単位必修，4単位選択）

12
各コースにおいて専門分野が共通する， またはコースで共同して実
施する科目。

講座内科目 6 学生各自の所属講座で開設される科目から選択。

他講座科目 4
学生各自の所属コースにおいて所属講座以外の講座で開設される科
目から選択。

自由科目 8
各コース特別演習Ⅰ及びⅡを除く芸術工学専攻修士課程の授業科目
から，どこからでも選択可能。

合計 30

○芸術工学専攻環境・遺産デザインコース

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

コース内共通科目
（8単位必修）

8
各コースにおいて専門分野が共通する， またはコースで共同して実
施する科目。

講座内科目 6 学生各自の所属講座で開設される科目から選択。

他講座科目 6
学生各自の所属コースにおいて所属講座以外の講座で開設される科
目から選択。

自由科目 10
各コース特別演習Ⅰ及びⅡを除く芸術工学専攻修士課程の授業科目
から，どこからでも選択可能。

合計 30
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○芸術工学専攻コンテンツ・クリエーティブデザインコース

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

コース内共通科目
（8単位必修，4単位選択）

12
各コースにおいて専門分野が共通する， またはコースで共同して実
施する科目。

講座内科目 4 学生各自の所属講座で開設される科目から選択。

他講座科目 6
学生各自の所属コースにおいて所属講座以外の講座で開設される科
目から選択。

自由科目 8
各コース特別演習Ⅰ及びⅡを除く芸術工学専攻修士課程の授業科目
から，どこからでも選択可能。

合計 30

（履修注意）

　　自由科目において，研究指導教員が必要と認める場合は，本学府他専攻・他学府・芸術工学部の

授業科目から，デザイン人間科学コースにおいては2単位，コミュニケーションデザイン科学コース

においては4単位，環境・遺産デザインコースにおいては6単位（うち芸術工学部の科目は4単位まで），

コンテンツ・クリエーティブデザインコースにおいては6単位まで選択履修することができる。

【博士後期課程の履修単位数表】

○芸術工学専攻

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

修士課程・博士後期課程
共通開設科目

4
「修士課程の授業科目」（71～74ページ）の「博士後期課程共通科目」
の欄に◯印のついた授業科目から， 研究テーマに関連する授業科目
を選択。

博士後期課程独自開設
科目

6
各コースに定められた博士後期課程独自開設科目（79ページ）から
６単位を選択。

合計 10
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○芸術工学専攻デザイン人間科学国際コース

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

修士課程・博士後期課程
共通開設科目

4
78ページの芸術工学専攻デザイン人間科学国際コース開設科目一覧
から，研究テーマに関連する授業科目を選択。

博士後期課程独自開設
科目

6
各コースに定められた博士後期課程独自開設科目（79ページ）から
6単位を選択。

合計 10

（履修注意）

１．本学府修士課程で単位を修得した科目を再度履修することは原則認められません。また，本学府

修士課程で単位修得した平成19年度以前のカリキュラムの代替科目は，修士課程・博士後期課程共

通開設科目の単位として認定されません。

【修士課程の履修単位数表】

○デザインストラテジー専攻

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

専攻内共通科目
（8単位必修，4単位選択）

12
デザインストラテジー専攻において専門分野が共通する， または専
攻で共同して実施する科目。

専門科目 16
デザインストラテジー専攻において， 同専攻を構成する各専門分野
の授業科目から選択。

自由科目 12 デザインストラテジー専攻修士課程の授業科目から選択。

合計 40

（履修注意）

１．専攻内共通科目においては，デザインストラテジープロジェクトＡ及びＢの８単位は必修。上記

以外の８科目から４単位以上を選択履修する。

２．専門科目においては，デザインビジネス科目から８単位以上，ストラテジックアーキテクト科目

及びストラテジックエクスペリエンス科目から８単位以上選択履修する。

３．自由科目において，研究指導教員が必要と認める場合は，本学府他専攻・他学府・芸術工学部の

授業科目から６単位まで選択履修することができる。
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【博士後期課程の履修単位数表】

○デザインストラテジー専攻

授業科目区分 単 位 数 内　　　　　　　　　　容

修士課程・博士後期課程
共通開設科目 4

「修士課程の授業科目」（75～76ページ）の「博士後期課程共通科目」
の欄に「１，２」の記載がある授業科目から，研究テーマに関連する
授業科目を選択。

博士後期課程独自開設
科目

6 博士後期課程独自開設科目（79ページ）から６単位を選択。

合計 10

（履修注意）

１．博士後期課程における修士課程・博士後期課程共通開設科目については，デザインストラテジー

専攻修士課程の授業科目から選択履修する。ただし，研究指導教員が必要と認める場合は芸術工学

府他専攻の授業科目から２単位まで選択履修することができる。

２．本学府修士課程で単位を修得した科目を再度履修することは原則認められません。また，本学府

修士課程で単位修得した平成19年度以前のカリキュラムの代替科目は，修士課程・博士後期課程共

通開設科目の単位として認定されません。

（4）インターンシップについて

　インターンシップとは，自らの専門分野における高度な知識・技術に触れながら，将来のキャリア

に関連した実務能力を高め，さらに自己職業適性や将来設計について考えるために，企業，行政機関，

公益法人等の団体などにおいて実習・研修的な就業体験を行う授業です。

　この授業は，指導教員と受入れ機関との協議によって運営されるので，履修者は指導教員と相談し

ながら，具体的な実施方法（実施時期，受入れ機関での学習・研修内容等）を決定してください。

　なお，詳細は学務課教務係で配布の資料をご参照ください。

【インターンシップの流れ】

①　履修登録〔各学期の履修登録期間〕

②　受入れ機関の調査と申込み〔前学期：5～6月，後学期：11～1月〕

③　受入れ機関の決定，研修期間・内容の調整（マッチング）

④	「学研災付帯賠償責任保険」の加入（学研災加入者）

⑤　誓約書・履修申込書の提出（提出先：学務課教務係）〔マッチング完了後〕

⑥　インターンシップ研修実施〔前学期：7～9月，後学期：2～3月　研修期間：1週間～1ヶ月〕

⑦　インターンシップ終了報告書の提出（提出先：学務課教務係）〔インターンシップ終了後1週間以

内に作成〕

⑧　成績評価
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（5）大学院基幹教育科目

　本学では，すべての大学院（学府）学生を対象として「大学院基幹教育科目」を平成27年度より開

講しています。

　「大学院基幹教育」は，大学院における専門教育で培われる確かな学問体系とともに，高度で広範な

視野と思考力を身に付けることで自由な発想と柔軟な思考で創造的・批判的に現代社会が抱える問題・

課題に取り組み建設的な解決策を創出できる人材の養成を目指しております。学士課程教育と同じ考

え方に基づき，「学びの幹」として磨いてきた「ものの見方・考え方・学び方を学ぶ力」，「真理を求め，

自律的に学び続ける態度」をさらに高めるものです。

　普段知り合うことのない他学府の院生と交流することも，社会に出て役に立つ経験となります。1科

目だけでも聴講されることをお勧めします。

　芸術工学府では「自由科目」の他学府授業科目の単位として，修士課程の修了要件の単位に加える

ことができます。（各専攻・コースにより加えることのできる単位数は異なります。）

　博士後期課程の学生は，修了要件の認定外となります。

（6）博士後期課程研究経過報告

①研究経過発表の実施

　博士後期課程の学生は毎年１回以上，研究経過発表を実施してください。研究経過発表とは，関連

学会における口頭発表，学術雑誌への論文投稿，コンペ等への出品，企画書の作成などの制作・研究

成果を発表することです。学外における発表がない学生は，学内において複数の教員・学生，または

外部の研究者が参加する公開発表会を実施し，研究状況を発表してください。

②研究経過報告書の提出

　博士後期課程の学生は，上記の研究経過発表の状況を「研究経過報告書」に記入し，関連資料を添

えて，２月末までに指導教員に提出して研究経過報告を行い，次年度の研究計画について指導を受け

てください。

（7）修了要件と学位論文等の提出について

ⅰ　研究題目届について

　修士課程，博士後期課程ともに指導教員と相談のうえ，研究テーマを定め，１年次前学期の履修登

録期間に「研究題目届」を学務課に提出してください。

ⅱ　修了要件

○芸術工学専攻

【修士課程】

　修士課程に2年以上在学し，所定の科目について30単位（30単位の内訳は，81ページ～82ページの

履修単位数表のとおり。）以上を修得し，かつ必要な研究指導を受けた上で修士論文又は修士作品を提

出して，その審査及び最終試験に合格することが必要です。ただし，優れた業績を上げた者については，

博士後期課程への進学を前提として修業年限を１年に短縮することができます。

【博士後期課程】

　87ページに示す図のように博士後期課程に定められた期間在学し，所定の科目を10単位以上修得し，
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かつ必要な研究指導を受け，博士論文の審査及び最終試験に合格することが必要です。ただし，優れ

た業績を上げた者については，修業年限を短縮することができます。

○デザインストラテジー専攻

【修士課程】

　修士課程に2年以上在学し，所定の科目について40単位（40単位の内訳は，83ページの履修単位数

表のとおり。）以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上で修士論文又は修士作品を提出して，

その審査及び最終試験に合格することが必要です。ただし，本学府教授会が認めるときは，優れた業

績を上げた者については，博士後期課程への進学を前提として修業年限を１年に短縮することができ

ます。

【博士後期課程】

　87ページに示す図のように博士後期課程に定められた期間在学し，所定の科目を10単位以上修得し，

かつ必要な研究指導を受け，博士論文の審査及び最終試験に合格することが必要です。ただし，優れ

た業績を上げた者については，修業年限を短縮することができます。

ⅲ　学位の申請

　本学府修士課程において授与する学位は，芸術工学専攻では修士（芸術工学），デザインストラテジー

専攻では修士（デザインストラテジー）とします。本学府博士後期課程において授与する学位は，芸

術工学専攻では博士（芸術工学）又は博士（工学），デザインストラテジー専攻では博士（芸術工学）

とします。

　提出時期，学位論文の作成要領，学位に関する規則及び申請書類の様式については，学務課教務係

で配布の資料を参照してください。

【修士学位請求の流れ】

①学位申請書，修士論文等を提出〔１月〕→②論文等調査及び最終試験（発表会等）→③学位授与

決定→④学位授与式〔３月下旬〕

【博士（課程博士）学位請求の流れ】

①予備審査申請書，博士論文等を提出→②予備審査→③論文受理決定→④学位論文審査願，博士論

文等を提出→⑤論文調査及び最終試験（発表会等）→⑥学位授与決定→⑦学位授与式

※標準修業年限（修士課程は2年，博士後期課程は3年）を超えて在学する者は，学年途中において学

位の申請を行うことができます。

　修士課程	…………	8月1日までに学位申請

　博士後期課程	……	年4回予備審査の申請機会あり



86 87

（博士課程の修業年限）

1年 ２年 ３年 ４年 ５年

博士後期課程進学・編入前の学歴 博士課程（5年）40単位以上

修士課程を修了し，博士後期課程に
進学・編入

標　

準

修士課程（2年）
30単位以上

博士後期課程（3年）
10単位以上

短　

縮

修士課程（2年）
30単位以上

博士後期課程
（1年以上）
10単位以上

修士課程を短縮修了し，博士後期課程
に進学・編入

標準修業年限が1年以上2年未満の修
士課程を修了し，博士後期課程に編入

標　

準

修士課程
（1年以上2年
　　　　未満）
30単位以上

博士後期課程（3年）
10単位以上

短　

縮

修士課程
（1年以上2年
　　　　未満）
30単位以上

博士後期課程
10単位以上

計3年以上

大学院への入学資格に関し修士の学位
もしくは専門職学位を有する者と同等
以上の学力があると認められた者が博
士後期課程に編入

専門職学位課程を修了し，博士後期課
程に進学・編入

標　

準

・個別資格審査
・専門職学位課程（2年）

博士後期課程（3年）
10単位以上

短　

縮

・個別資格審査
・専門職学位課程（2年）

博士後期課程
（1年以上）
10単位以上

法科大学院を修了し，博士後期課程に
進学・編入

標　

準
法科大学院（3年）

博士後期課程（2年）
10単位以上

短　

縮
法科大学院（3年）

博士後期課程
（1年以上）
10単位以上

標準修業年限が1年以上2年未満の専
門職学位課程を修了し，博士後期課程
に編入

標　

準

専門職学位
課程(1年以
上2年未満)

博士後期課程（3年）
10単位以上

短　

縮

専門職学位
課程(1年以
上2年未満)

博士後期課程
10単位以上

計3年

※「標準」は博士後期課程進学・編入後，標準修業年限（3年）在学した場合，「短縮」は優れた業績により修業年限
を短縮した場合を示す。

※ 博士後期課程の「進学」とは本学大学院修士課程から引き続き博士後期課程に進学することを，「編入」とは修士
課程修了者等が博士後期課程に入学することを意味する。

（８）長期履修制度について

　芸術工学府では，平成23年度以降入学者を対象に，平成23年4月1日より「長期履修制度」を導入し

ました。

　長期履修制度とは，学生が職業を有する等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，芸術工学府教授会

の定めるところにより，その計画的な履修を認めることができる制度です。

　この制度により，長期履修を認められた者が修了するまで，1年間に納める授業料の額は，標準修業

年限（修士課程は2年，博士後期課程は3年）分の授業料を，計画的に履修することを認められた一定

の期間の年数（修士課程は3年又は4年，博士後期課程は4年，5年又は6年）で除した額となります。
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　詳細は学務課教務係にお問い合せください。

（9）日本学術振興会特別研究員について

　「特別研究員」制度とは，優れた若手研究者に，その研究生活の初期において，自由な発想のもと

に主体的に研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与えることにより，我が国の学術研究の将

来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資することを目的として，大学院博士後期課程在学者

及び大学院博士後期課程修了者等で，優れた研究能力を有し，大学その他の研究機関で研究に専念す

ることを希望する者を，日本学術振興会が「特別研究員」として採用し，研究奨励金を支給する制度

です。

　また，採用された場合は科学研究費補助金（特別研究員奨励費）の応募資格が与えられ，審査によ

り研究費が交付されます。

　同研究員となるには，日本学術振興会が公募する時期に研究機関事務局を通じて「申請書」を提出し，

第1次選考（書類選考），第2次選考（面接選考）に合格することが必要です。

　応募方法等の詳細は，日本学術振興会のホームページで見ることができます。募集から採用までの

スケジュールは，次のとおりですが，詳細は学生ポータルの情報で確認するようにしてください。

　日本学術振興会ホームページ：http://www.jsps.go.jp/index.html

○平成28年度募集・採用スケジュール

　スケジュールは次のとおりです。なお，時期は前後する可能性があります。

　　募集要項公表	 2月中旬

　　学内募集通知	 3月下旬

　　電子申請システムID・パスワード発行依頼期限	 5月上旬

　　申請書提出期限	 5月上旬～中旬

　　第1次選考（書類選考）結果開示	 10月下旬～11月上旬

　　第2次選考（面接選考）	 12月上旬

　　選考結果開示	 1月上旬

　　採用決定	 4月1日

＜参考＞平成26年度研究奨励金支給予定額（平成27年度採用分）

■研究奨励金

（１）特別研究員-DC（大学院博士課程在学者）	：月額200,000円

（２）特別研究員-PD（博士の学位取得者等）	 ：月額362,000円

　※ただし，博士の学位を取得していない者は，月額200,000円

■研究費

　特別研究員には科学研究費助成事業（特別研究員奨励費）の応募資格が与えられ，日本学術振興会

の科学研究費委員会の審査を経て研究奨励金とは別に毎年度150万円以内の研究費が交付されます。

○問い合わせ

　　芸術工学部総務課企画・広報係　研究協力担当（事務部2階　092-553-4570）
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第
３
章大橋キャンパスでの学生生活

第 ３ 章
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1．修学上の諸手続
　

（1）標準修業年限及び在学期間の限度

標準修業年限 在学期間の限度

学　　　　　部 4年 8年

修　士　課　程 2年 4年

博 士 後 期 課 程 3年 6年

※休学期間は在学期間に含みません。

（2）休学手続

　疾病又は経済的理由などのため2ヶ月以上修学できない場合は，学部長・学府長の許可を得て，休学

することができます。

　休学手続は，学務課で「休学願」を受け取り，クラス担任又は研究指導教員と相談して，学務課に「休

学願」を提出してください。疾病の場合は，医師の診断書を併せて提出してください。

　〔手続時期〕

　前学期（4月1日～）を休学する場合は2月末日まで

　後学期（10月1日～）を休学する場合は8月末日まで

※各学期の開始前に休学を申請した場合は，休学期間の授業料は免除となりますが，学期開始後に休

学を申請した場合は，その学期の授業料は免除になりませんので注意してください。

（3）復学手続

　休学者が休学期間中に復学する場合は，「復学願」を提出しなければなりません。

（4）退学手続

　退学する場合は，学務課で「退学願」を受け取り，クラス担任又は研究指導教員と相談して，学務

課に「退学願」を提出してください。

　ただし，授業料を納付していない場合は退学を許可しません。

　〔手続時期〕

　前学期末（9月30日）に退学を希望する場合は8月末日まで

　後学期末（3月31日）に退学を希望する場合は2月末日まで

（5）現住所，電話番号（携帯電話番号），本籍地，保証人及び保証人住所等の変更，
改姓

　現住所，電話番号（携帯電話番号），本籍地，保証人及び保証人住所等の変更，改姓があった場合は，

学務課に届け出てください。
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（6）授業料の納付

　授業料は4月及び10月に各学期分の授業料を納付しなければなりません。なお，申し出により4月に

後学期分の授業料を併せて納付できます。

　　①　納付期間　　前学期　		4月1日～		4月30日

　　　　　　　　　　後学期　10月1日～10月31日

　　②　納入方法

　　　○口座振替

　　　…学生もしくは保護者（保証人）名義の金融機関の口座から，本学の銀行口座へ口座振替

注）・原則，授業料の納入は口座振替により納付してください。特別な事情により，口座振替による納

付が難しい場合は，銀行の窓口からの振込みにより納付してください。（銀行の窓口からの振込

→大学が開設している口座へ振込）

　　・授業料を上記期間に納付しない場合は，本学から本人及び保証人に督促します。

　　　督促を受けたら，速やかに授業料を納付してください。なお，それでも授業料が納付されない

場合は，「除籍」となります。

　　・授業料の納付，手続きについて不明な点は，九州大学財務部経理課収入係（092-642-2175）

にお問い合わせください。

（7）その他の諸手続

　これまでに述べた手続き以外にも，皆さんが学生生活を送る上で様々な手続きが必要になってきま

す。以下に代表的なものを載せていますので参考にしてください。分からないことがあれば，気軽に

係員に声をかけてください。

ｉ団体（サークル）結成等

種　　　別 担当課・係 期　日 備　　　　考

学生団体組織許可願

学務課学生係

その都度 規約及び構成員の名簿を添付のこと

学生団体継続許可願 4月中旬まで

学内・外催物開催届 その都度 顧問教員を経由すること

ⅱ掲示・施設使用等

種　　　別 担当課・係 期　日 備　　　　考

掲示許可願　　　　

学務課学生係

その都度 多次元・7号館・厚生施設棟に掲示できます

施設使用許可願　　 使用日の3日前
（土日祝日を除く）

まで

サークル等で施設の使用を申し込む場合

施設の時間外使用届
21時以降翌朝6時までの間または土曜日，日曜
日，祝日に施設を使用する場合（研究室等除く）

施設の時間外使用届 総務課用度係 当日の17時まで 研究室等を21時以降に使用する場合
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2．クラス担任の紹介

　クラス担任は，4年間の学生生活における種々の疑問や悩みごとについて，皆さんの相談相手となり，

修学に専念できるようにするためにおかれているものです。皆さんが，大学生活に悩みや心配事を感

じた時はクラス担任へ気軽に相談してください。きっと皆さんにとって役に立つアドバイスを与えて

くれることでしょう。

　平成27年度入学生のクラス担任教員は次のとおりです。

○環境設計学科　　　近
コンドウ

藤加
カ ヨ コ

代子　　准教授

　TEL：092-553-4449   E-Mail：kondo@design.kyushu-u.ac.jp

○工業設計学科　　　藤
フジ

　　智
トモアキ

亮　　助教

　TEL：092-553-4539   E-Mail：fuji@design.kyushu-u.ac.jp

○画像設計学科　　　藤
トウ

　紀
キ リ コ

里子　　助教

　TEL：092-553-4500   E-Mail：toh@desigen.kyushu-u.ac.jp

○音響設計学科　　　鮫
サメジマ

島　俊
ト シ ヤ

哉　　准教授

　TEL：092-553-4545   E-Mail：samejima@design.kyushu-u.ac.jp

○芸術情報設計学科　麻
ア ソ ウ

生　　典
ツカサ

　　助教

　TEL：092-553-4452   E-Mail：aso@design.kyushu-u.ac.jp
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3．大橋キャンパスにおける学生への連絡方法等

（1）連絡方法

　大学から学生の皆さんに対し，下記により，授業や学生生活上の重要事項などをお知らせしますので，

1日に一度は必ずチェックしてください。

連絡方法 場　　　所

学生ポータルシステム

使用方法ホームページ：http://www. kyushu-u.ac.jp/student/portal/index.php

パソコン：https://gkmw1.ofc.kyushu-u.ac.jp/campusp/sservice/start.do

携帯電話：https://gkmw1.ofc.kyushu-u.ac.jp/campusp/skeitai/start.do

多次元棟学務課掲示板 多次元デザイン実験棟1階ロビー（下図参照）

学科及びコース，

専攻掲示板

環境設計学科：2号館2階　　デザイン人間科学コース：１号館２階

工業設計学科：1号館2階　　コミュニケーションデザイン科学コース：３号館１階

画像設計学科：2号館2階　　環境・遺産デザインコース：２号館２階

音響設計学科：3号館1階　　コンテンツ・クリエーティブデザインコース：５号館１階

芸術情報設計学科：5号館1階　デザインストラテジー専攻：７号館１階

※ 緊急の要件は，直接，電話しますので，自宅または携帯電話の電話番号を必ず学生係に届け出てください。

（就職関係）

（授業料・学生生活関係）

（留学生関係）

就職関係
（留学生）

（海外留学関係
チラシ等）

（多次元棟学務課掲示板の場所）
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連絡事項 連絡方法

休講，時間割変更，講義室変更，補講，集中講義
学生ポータルシステム

多次元棟学務課掲示板（授業関係）

レポート・課題，定期試験，その他の授業連絡
多次元棟学務課掲示板（授業関係）

学科及びコース掲示板

学科・教員からの連絡 学科及びコース掲示板

授業料納付，授業料免除，学生生活に関する連絡

奨学金

多次元棟学務課掲示板（授業料関係）

多次元棟学務課掲示板（学生生活関係）

留学生奨学金，留学生への連絡事項

海外留学

多次元棟学務課掲示板（留学生関係）

多次元棟学務課掲示板（海外留学関係）

就職情報
多次元棟学務課掲示板（就職関係）

学科及びコース掲示板

コンペ・公募，イベント等

多次元棟学務課掲示板（学生生活関係）

学務課学生係

学科及びコース掲示板

（2）郵便物等の取扱い

　学生個人宛の郵便物や宅配便は取扱いませんので，必ず自宅宛に配達するよう，発信元に知らせて

おいてください。なお，公認サークル宛の郵便物等は，学務課に設置してある各サークルのメールボ

ックスに入れますので，定期的に見るようにしてください。

（3）電話の取り次ぎ

　学生個人あての電話連絡は取り次ぐことができません。緊急時の連絡方法などは自分の責任で確立

しておいてください。

4．諸証明の発行

（1）学生証

　学生証は身分を証明する重要な証明書です。定期試験，履修登録の追加・変更，成績確認及び通学

証明や学割証の発行などの際に必ず必要ですので，常に携帯するとともに，紛失や汚損のないよう大

切に取り扱ってください。

　万一，紛失又は汚損した場合には，速やかに学生係へ届け出て，再交付を受けてください。

　なお，再発行手数料として，2,000円の費用が必要となります。

　学生証は，そのまま卒業まで使用できます。ただし，標準修業年限を超えて在学することとなった

ときは，新たに学生証を発行します。（有効期間1年）
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（2）学生旅客運賃割引証（学割証）

　実習見学や帰省などでJRを利用して旅行しようとする場合に交付を受けて使用できます。学務課で

自動発行機により発行しています。

　鉄道，航路または自動車線のいずれかの区間を片道100kmを越えて利用する場合，2割引の割引普

通乗車券が購入できます。

　次のような不正使用は絶対にしないでください。不正使用した場合は，普通運賃のほかに，2倍の追

徴金を課せられることになります。

　　○	他人名義の学割証を使用して乗車券を購入した場合

　　○	名義人が乗車券を購入して他人に使用させた場合

　　○	無効の学割証で乗車券を購入使用した場合

　　○	学生証を所持しないで乗車券を使用した場合

（3）通学証明書

　通学で利用する公共交通機関の通学定期乗車券を購入する場合には，通学証明書が必要です。購入

申込書を兼ねた用紙が学生係にありますので，必要事項を記入の上，学生証と一緒に提出してください。

（4）在学証明書・成績証明書等

種　　別 担　　当 証明書の発行

在 学 証 明 書 学務課教務係 学務課内の自動発行機により発行。	
（英文は約1週間後となります。）

成 績 証 明 書 〃 和文は学務課内の自動発行機により発行。
（英文は約1週間後となります。）

卒業（見込）証明書 〃 原則として，申込日の翌日の午後1時以降
（英文は約1週間後となります。）

健 康 診 断 証 明 書 キャンパスライフ・健康支援センター
大橋分室 学務課内の自動発行機により発行。

5．学生生活，修学及び就職指導等に関する相談

（1）修学上の相談

　本学部の教育課程の内容やその履修方法について，不明な点や履修上の疑問点等があれば，遠慮な

く学務課職員へ相談してください。修学上に生じる個別の問題等についても，必要に応じて授業の担

当教員に連絡をとるなどの取り次ぎを行います。また，本学部では各学科にクラス担任教員を配置し

ています。

（2）なんでも相談窓口

　学生生活上起こるどんな小さな疑問点や要望でも結構です。そのほか相談先がわからない場合等で

あっても，気軽に学務課（10：00～16：00）に相談してください。

（3）オフィス・アワー制度

　本学部では，教育改革の一環として「オフィス・アワー」の制度を設けています。大いに利用して
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ください。

　この「オフィス・アワー」制度は，教員と学生との信頼関係をより緊密なものとし，学生の皆さん

が安心して学生生活を送ることができることを期待して，各教員が研究室等で都合のよい日の一定時

間（90分程度）を「オフィス・アワー」の時間帯に設定し，勉学，学生生活及び進路上の問題や個人

的な心配事などの相談に応じるものです。所属する学科にとらわれることなく，どこの学科の教員で

も相談できることになっています。各教員の「オフィス・アワー」の時間帯などはシラバス等で案内

しますので，有効に活用をしてください。

　なお，相談をする時は，教員の研究室を訪ねてください。電話又は電子メールを利用してもかまい

ません。

　各教員の研究室の場所や，メールアドレス，電話番号等は，「教員研究室一覧」（137ページ）を参照

してください。

　
（4）ハラスメントの相談

　九州大学では，ハラスメントに関する相談や苦情の申し出に対応するため，相談窓口・相談員を配

置しています。相談員への相談は面談によるほか，電話，手紙，電子メールでもできます。

　また，相談は被害者本人だけでなく，被害者から相談を受けた人又は被害を目撃した第三者でもか

まいません。

　相談者のプライバシーは必ず守られますので，相談したことがあなたの不利益になることは決して

ありません。

　芸術工学部の相談員（平成27年3月現在）

　杉本　美貴　准教授（デザインストラテジー部門）

　TEL：092-553-4635　E-Mail：sugimoto@design.kyushu-u.ac.jp

　近藤加代子　准教授（環境・遺産デザイン部門）

　TEL：092-553-4449　E-Mail：kondo@design.kyushu-u.ac.jp

（5）海外留学

　九州大学では，国際的視野を持つ人材育成のため，大学間及び学部間協定を締結し，海外の大学と

の交換留学を奨励しています。交換留学については，学務課へお問い合わせください。

　なお，留学に関する情報は，次の九州大学のホームページをご覧ください。

　　http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb/study/

　　http://www.design.kyushu-u.ac.jp/

（6）留学生のサポートチーム制度

　九州大学へ初めて入学する留学生には，学生のサポートチームが対応します。この新入留学生サポ

ートチームは平成23年度からスタートしたもので，日本人学生や先輩留学生で構成し，新入留学生の

勉学面や生活面での支援を行うものです。

　サポートチームに関する質問等は，外国人留学生・研究者サポートセンターへお問い合わせください。
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構内交通規制

（1）自動車の入構

　学生の自動車での入構は，原則として認めません。身体に障害のある学生及び社会人の大学院学生

については，例外として自動車による通学を認めることがあります。希望者は，総務課用度係に問い

合わせ，自動車通学の許可申請を行ってください。

　また，実験機材の搬入等で一時的に入構を希望する場合は，事前に「臨時入構許可申請書」を入構

の3日前までに学務課学生係へ提出し，許可を受けてください。

（2）駐輪場

　構内の通行や教育研究の妨げにならないよう自転車，バイクは，必ず所定の駐輪場に置いてください。

なお，駐輪違反のバイク等には定期的に取り締まりを実施し，空気を抜くなど厳しく対処します。

就職支援

　芸術工学部では，各学科・コース・専攻に就職担当教員を配置して，就職相談・指導・支援にあた

っています。なお，求人票などの就職関連資料は，学務課で配布するとともに，閲覧することができ

ます。

　また，九州大学には学務部学生支援課就職支援係が設置されており，①就職ガイダンス等の就職支

援行事の開催，②各種就職情報の提供，③就職相談員の配置（大橋キャンパスには毎週月・水曜12:00

～17:00に相談員を派遣），など就職活動全般の支援を行っています。

学務部HP

　　http://www.kyushu-u.ac.jp/index.php→

　　「学生の皆様」→「就職支援」→「就職支援情報」の各項目

学生生活上の注意事項

　生活するうえでのトラブル回避や適切な対処のため，『学生生活ハンドブック』を配布しており，学

務課で入手することができます。

　HP上からダウンロ−ドもできますので，いざという時のため，いつも手元に置くよう心がけてくだ

さい。（ダウンロ−ドの方法は以下のとおりです。）

九州大学HP『http://www.kyushu-u.ac.jp』→「学生の皆様」

　　→「生活支援」→「パンフレット」→「学生生活ハンドブック（PDF）」
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学生生活に関する各種相談の連絡先一覧表　

○芸術工学部学務課学生係（092-553-4586）

　　各種相談全般

○大橋キャンパス警務員室（092-553-4428）

　　休日，夜間の事件・事故の緊急通報

○キャンパスライフ・健康支援センター大橋分室（092-553-4581）

　　健康相談全般

○学務部学生支援課（092-802-5961）

　　悪質な勧誘・薬物の目撃など

○学生相談室（092-802-5820）

　　学生生活・修学相談全般

○福岡市消費生活センター（092-781-0999）

　　契約トラブル・悪質商法など

○ミズ・リリーフ・ライン（092-632-7830）

　　女性を狙った犯罪等の相談（福岡県警）

6．課外活動

（1）サークル活動

　サークル活動とは，正課外の活動として学生が自主的，組織的，継続的に営む団体の活動であり，

その目的や内容等に対して大学が公認している活動です。

　サークル活動を行うためには，顧問教員を定め，所定の学生団体組織許可願に部員名簿と規約を添

えて届け出なければなりません。

（2）組　織

　芸術工学部の学生を主体とし，大橋キャンパスを活動の拠点とするサークルは40団体（文化系26体

育系14	平成27年3月現在）あり，積極的に活動を展開しています。

　これらサークルの統括機関として，文化会議と体育総務委員会があり，サークル活動の円滑な運営

のために連絡，調整にあたっています。



98 99

サークル一覧（平成27年3月現在）

【文化系】

団　体　名　称 設立年月

照明屋 H12.		5

テープ・レポート・プレイ S46.		7

フィルハーモニー管弦楽団 S44.		4

軽音楽部　 S45.		2

映画研究会 S45.		8

JAZZすきもの会 S49.		6

フォークソング部 S62.11

演劇部 H		3.		6

Voice	Academy H		6.		7

SOLA H		9.		7

生音部 H13.		9

マイバラード部 H13.11

Rec-lab.（レクラブ） H15.10

ＧＰ（geikou	press） H16.		7

BUG	PROJECT H17.		2

KID-guide H18.		4

ANIMA	Production H19.		3

impression！ H21.		7

留学生協議会 H21.		7

吹奏楽団 H22.		3

模型製作研究会 H23.		7

芸術工学部表千家茶道部 H25.		5

Qmns（くものす） H25.		6

ペランチェポロンチョ H25.		8

KID奨励会 H26.		4

KENDAMA-KID H26.		6

文化系合計　26団体
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【体育系】

団　体　名　称 設立年月

格闘技研究会 H		3.		5

硬式庭球部　 S43.		5

バスケットボール部 S49.		6

バドミントン部 H		5.11

バレーボール部 S49.		5

ラグビー部（KID-RFC） H		2.10

合気道部 H14.10

フットサル部（De-Signal） H14.11

蹴球設計 H17.		4

Plan-o-blast H19.		1

テニこん H19.		2

芸工名球会 H22.		7

卓球ラバーズ H23.		7

すのぼるず H25.		4

体育系合計　14団体

課外活動用貸出物品

　学務課では，正課外の活動（個人の活動を含む）のために次の物品を備え，貸出を行っています。

利用期間は原則３日間（土・日・祝祭日を除く）です。これらは，学生の共同利用を前提にしています。

利用のルール，マナーを守り，常に他の利用者に迷惑をかけないように努めてください。特に，返却

期限は厳守し，破損，紛失しないように注意してください。

　なお，破損，紛失した場合，当該損害に該当する金額を弁償させることがあります。ただし，原状

回復した場合はこの限りではありません。

課外活動用貸出物品一覧表

体育用具類

○運動用具

ソフトボール用具，卓球用具，バドミントン用具，テニス用具，サッカーボール，バレーボール，

バスケットボール，フットサルボール

○行事用テント

○その他

　ストップウォッチ，メジャー
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光学・電気機器類

○拡声装置・音響機器類

デジタルオーディオテープレコーダー（DAT），ワイヤレスアンプ，マイクロフォン，トランシーバ，

マイクロフォンスタンド，ミキサー（音響操作卓），拡声器，CD・MDコンポ

○映像関係機器類

ビデオカメラ8ミリ，液晶プロジェクター，三脚，DVカメラ，HDDカメラ，DVDレコーダー

○照明機器類

調光操作卓，電源ユニット

○その他

リヤカー，電源ドラムコード，番線切り，工具類，空気入れ，ブルーシート，ヘルメット，安全ベ

ルト
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7．大橋キャンパスの諸施設の利用について

　大橋キャンパスには，次のような厚生施設や課外教育教養施設を整備しています。

　なお，施設の配置等については，巻末の図面を参照してください。

（1）厚生施設

○学生食堂および購買部

　学生，教職員の福利厚生施設として，厚生施設棟1階に食堂，購買書籍部があります。販売品目や営

業時間は，次のとおりです。

販売品目　書籍，文具，日用品，勉学機器，飲み物，パン，弁当，食品，定食，カレーライス，丼物，

麺類他

　　　　　各種サービス（自動車学校，レンタカー，高速バス，共済その他）

営 業 日　土・日・祝祭日及び長期休業期間を除く毎日

時　　間　〔食　　堂〕午前11時30分～午後2時

　　　　　〔ショップ〕午前10時～午後7時まで

○キャンパスライフ・健康支援センター大橋地区分室

　大学に入学し，生活習慣や住環境が変化すると，心身に大きな変化が生じることがあります。

　大学では皆さんの心身の健康維持を図り，健康診断，健康相談，救急処置，カウンセリング等をお

こなうため，医師，保健師（看護師），臨床心理士を配したキャンパスライフ・健康支援センターを設

置しています。大橋キャンパスには，キャンパスライフ・健康支援センター大橋地区分室（厚生施設

棟2階，155ページの厚生施設棟平面図参照）があります。大橋地区分室では，健康相談の内容に応じ

て診断に必要な検査（尿・血圧）を行い，治療に必要な薬を処方します。また，高度な検査や治療を

必要とする場合は，病院を紹介します。また自動血圧計や身長・体重計，健康に関する図書なども設

置しています。利用に当たっては直接分室の受付（受付で連絡がとれない時は学生係）へ申し出てく

ださい。
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（2）附属図書館芸術工学図書館

　附属図書館芸術工学図書館は，教育・研究に必要

な図書，雑誌，文献等を収集，整理，保存して，広

く学術研究，学習に利用することを目的とした共同

利用施設です。

　図書館の利用方法等について分からないことが

あれば，遠慮なく芸術工学図書館１階の受付カウ

ンター（以下，カウンター）でお尋ねください。

　芸術工学図書館ホームページには，利用案内及び

館内図，開館スケジュールや各種サービス・催し等

のお知らせを掲載していますので，ご覧ください。

　芸術工学図書館HP

　　http://www.lib.kyushu-u.ac.jp/libinf/design/

　芸術工学図書館受付カウンター

　　TEL：０９２-５５３−９４９０

１．開館時間・休館日

開
館
時
間

授業の行われている期間

月～金 8：30	～	21：00

土 10：00	～	17：00

試験期間中と直前の日・祝日 10：00	～	17：00

春季・夏季・冬季休業期間 月～金 8：30	～	17：00

休
　
館
　
日

日・祝日（試験期間中と直前の日・祝日を除く。）
春季・夏季・冬季休業の期間中の土曜日
年末・年始（12月28日～1月4日）
上記のほか，臨時に休館する場合があります。掲示，HPでお知らせします。

※上表の祝日とは，国民の祝日に関する法律に規定する休日です。

芸術工学図書館
館内図
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２．図書館の利用について

　きゅうとMyLibrary は，Web上から返却期限の更新，貸出図書の予約，学内配送サービス，

文献複写の申込み・学外への図書借用の申込み等ができる便利なサービスです。 を利用する

には，学生ID（教育情報システムを利用する時のID）とパスワードが必要です。

（1）芸術工学図書館への入館

　入口ゲートで，学生証のIC部分（またはバーコード）を読み取らせてください。ゲートが完全に開

いてから，１人ずつ入館してください。

（2）貸出

　借りたい資料と学生証をカウンターへお持ちください。期限票に返却期限日を押印しますので，必

ず期限内に返却してください。正規の貸出手続きをせずに資料を館外に持ち出そうとすると，退館の

際に警告音が鳴ります。

◇貸出の種別・身分・冊数・期間

貸出種別 身　　分 冊　数 期　　間

一般図書 大学院学生 20冊 30日間

学部学生 8冊 15日間

研究生等 20冊 30日間

雑　　誌 大学院学生 10冊 8日間

学部学生 5冊 8日間

研究生等 5冊 8日間

参考図書・新刊雑誌 3冊 16：00～翌開館日の10：30

博士論文 1冊 2日間

視聴覚資料 館内利用に限る（3階ビデオ室，ステレオ室，視聴覚室）

CD-ROM 館内利用に限る（1階CD-ROM用パソコン）

＊　学部４年次生（芸術工学部に所属の学部学生もしくは大橋地区所属の教員に卒業研究の指導を受けて
いる学部学生）は，卒業論文用貸出として，６月以降翌年２月末まで上記とは別に一般図書を５冊以内，
30日間借りることができます。

＊　一般図書の貸出については，春季・夏季休業の期間，冊数の増加及び期間の延長をしますので，芸術
工学図書館HPでご確認ください。

（3）返却

　貸出した図書館資料は，返却期限日までにカウンター又は九大内の他図書館（室）へ返却してくだ

さい。閉館時は，ブックポストに返却してください。大型本及び製本雑誌，他大学等から借りた図書，

破損の恐れのある資料は，必ずカウンターに返却してください。

　なお返却が遅れた場合は，延滞日数分だけ貸出停止となります。また，返却期限を過ぎている資料

が１冊でもあれば，新たな貸出はできません。

　九大内の他図書館（室）で借りた資料も芸術工学図書館で返却できます。
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（4）返却期限の更新

　更新したい資料を持って，カウンターへ直接お申し込みください。未更新の資料は， から

の更新が可能です。但し，貸出停止中の場合や貸出資料に予約が入っている場合は，更新できません。

　電話（092-553-4427），E-mail（toshokan@design.kyushu-u.ac.jp）でのお申込も受け付けてい

ます。（［月−金（平日）］9:00-17:00，未更新の資料のみ）。返却期限内に，氏名，利用者番号（学生

証裏の10桁の番号）と図書ID（資料に添付してある15桁の番号），資料名をお知らせください。

（5）予約

　 を利用して，Cute.	Catalog （３を参照）の検索結果から貸出中の図書に予約

ができます（雑誌の予約は不可）。但し，検索結果で「長期貸出中」「研究室貸出」と表示された図書は，

カウンターでの申込みが必要です。

（6）学内図書配送サービス

　学内の他キャンパス所蔵の図書（雑誌は不可） を， ご希望の館に取り寄せることができます。

の検索結果から予約・取寄ボタンを押してお申込みください。申込みの際には，受取希望

館（室）の誤入力にご注意ください。

　貸出冊数等は，各館（室）の貸出規則によります。貴重書等のため，配送できない場合があります。

学内のどの図書館（室）でも返却できます。

（7）館内資料の複写

　調査・研究用に，資料の一部分を一人につき一部に限り複写できます。１階新聞コーナー横に設置

しているコイン式コピー機をご利用ください。なお，著作権に伴う一切の責任は申込者が負うことに

なります。

（8）学内他キャンパス所蔵資料の文献複写の申込み〈有料〉

　九州大学の他キャンパスに所蔵する文献の複写依頼ができます。

３．資料の探し方

　まず学内に所蔵しているかを調べましょう。 は，学内，学外どこからでも図書館資料の

所蔵状況を調べることができます。

　Cute.	Catalog　 　	http://catalog.lib.kyushu-u.ac.jp

　この他，九州大学で契約している電子ジャーナルやデータベース等が利用できます。九州大学附属

図書館のホームページからご利用ください。一部を除き，利用は九州大学の学内LAN（KITE）接続端

末に限定されます。

　九州大学附属図書館HP　	http://www.lib.kyushu-u.ac.jp

４．レファレンスサービス

　文献の書誌事項及び所在情報調査，文献検索法及び入手法等について分からないことがありました

ら，お気軽にカウンターでご相談ください。
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５．九州大学に所蔵していない資料について

（1）学外への文献複写・図書借用の申込み〈有料〉

　必要な資料が九州大学に所蔵していない場合は，他大学図書館等から文献のコピーや図書を取り寄

せることができます。なお，複写料金，送料を負担して頂く必要があります。カウンターでお申し込

みください。 からの申込みもできます。

（2）他大学の図書館利用について

　他大学の図書館を利用したい場合，事前に各館のホームページまたは電話等でご確認ください。確

認方法が分からない場合や必要な書類等がありましたら，カウンターでご相談ください。

６．利用にあたって

・　館内では静粛にし，他人の妨げとなる行為は謹んでください。

・　図書館資料は，大切に取り扱ってください。閲覧中，貸出中の図書館資料を汚損又は紛失し

たときは，カウンターまで申し出てください。

・　貸出中の図書館資料の又貸しは行わないでください。

・　館内への飲食物の持ち込み，館内での喫煙及び飲食はできません。

・　館内では携帯電話での通話は行わないでください。

・　財布・貴重品等は放置せず，必ず身につけてください。

（3）実習教育施設

◯工作工房

　工作工房は主に，造形やデザインにおいて重要な素材に対する感性や表現力を身に付ける事を目的

として，造形作品の制作やデザイン実習の課題制作の場として利用されています。

　三階建ての工作工房の施設には，大型作業場，総合作業室，溶接作業室など10を超える作業室があり，

それぞれの作業室には，用途に合わせて木材加工から金属加工，組み立て，塗装と，多岐にわたる機

械類が設置されています。

　現在，保有している機器の種類は20数種類，総台数は手持ちの電動工具を含めると100台を超え，

ノミやノコギリ，カンナをはじめとした手道具も数多く用意しています。

　このように工作工房は，たくさんの道具や工作機械をそろえた実習施設ですから，作業をされる皆

さんにはそれなりの危険がともなうとともに経験や技術が必要となります。利用の際には，必ず以下

の注意事項をよく読んで，教員や工房職員の説明や指導を理解したうえで作業にのぞむようにしてく

ださい。

◯利用上の注意

	安全のための基本事項

　実習作業を始める前には作業内容を充分に理解し余裕のある計画を立てておきましょう。それぞれ

の作業に適した服装や装備，相応な緊張感も必要となります。また作業中は自分自身の安全だけでな

く周囲の作業者の安全にも注意し，作業環境の整理整頓を心がけてケガや事故のない作業環境を目指

しましょう。
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①服装について

　服装は原則として，袖口や裾の広がっていない長袖，長ズボン等の実習作業に適した動きやすいも

のを着用して下さい。半ズボンやスカート等，安全を損なうような服装での作業は認めません。

ア）作業服は油や塗料，粉じん，切削片等で汚れます。

イ）タオル等を使用するときは，首に巻いたり，腰に下げたりしないこと。きちんとポケットの中

に入れるか，作業台の上に置いておくこと。またペンダントやネクタイ等も，回転する機械類に

巻き込まれる危険性が高いのであらかじめ外しておくこと。

ウ）工房への入室は必ず靴履きとし，靴底が滑りやすい物やサンダルなどは禁止します。

エ）頭髪の長い場合は，まとめるか作業帽を使用すること。

②工作工房での作業について

　工作工房には，簡単な手道具から複雑な加工を自動的に行うNC加工機まで，数多くの工具や機械が

あります。いずれも正しい操作法を守って使用すれば安全ですが，不注意や油断，誤った知識や操作

法は機器を破損するばかりでなく，使用者自身や周辺の作業者を巻き込む大きな事故へとつながりま

す。

　工作工房における機器の使用は，必ず前もって教員又は工作工房職員より注意並びに操作法の指導

を受けてください。また，説明等を受けていても，使用の際には必ず担当教員又は工作工房職員の許

可を得てください。

ア）工作工房にある機械器具は，必ず担当教員または工作工房職員の許可を得て使用すること。

イ）作業を行う場合は，事前に作業工程や内容を担当教員又は工作工房職員と検討し，使用する機

械や作業の準備をしておくこと。

ウ）機械の周辺に不用な材料や障害物があると危険なので，作業前には，必ず機械の周辺の整理整

頓をすること。

エ）工作機械類の誤った操作は大きな事故につながるため，機械の操作方法等を確認して作業に入

ること。

オ）2人以上で作業する場合は，必ず合図を行うなど各自の安全を確認した上で，機械を操作すること。

カ）事故防止のため，当事者以外の人は作業中の機械には近づかないこと。

キ）落下物や高温の切削片の飛散等に備え，作業に応じてヘルメットや作業帽，ゴーグル(保護眼鏡)

やマスク，保護手袋等の安全保護具を着用すること。

ク）作業終了後は，使用した機械器具および床などの清掃，後片付けを行い，必ず担当教員または

工作工房職員の許可を得て退室すること。

ケ）指導を守らない，もしくは著しく安全を損なうような行為がある場合には，工房での作業を中

止し，退出させる場合があります。

コ）授業以外の時間に工房を利用する場合には，担当教員の承認を得て利用すること。

　　※利用の手続きや利用の際の注意点は「工房の利用について」の項を参照してください。

③工作機械の色分けについて

　工作工房では，工作機械を危険度に応じて以下のように色分けし，それぞれの機械の操作部又は電

源のスイッチの所にカラーシールを貼っています。使用に際しては経験や技術の習熟が必要とされる

ものもあり，事前に担当教員または工作工房職員と作業内容を打ち合わせた上で，許可または立ち会い，
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指導のもとに使用してください。

（アカ）　危険度が高く，使用に当たっては専門的な知識と経験が必要であり，原則として関係教員

または工作工房職員以外の使用を認めない。

（オレンジ）危険度が高く，使用に当たっては高度の知識と経験が必要であり，関係教員または工作

工房職員の立ち会いのもとに使用が認められる。

（キイロ）使用法によっては危険な場合もあり，一定の知識と経験の積み重ねが必要とされ，関係教

員または工作工房職員の指導のもとに使用が認められる。

（アオ）　基礎的な知識と経験があれば，関係教員または工作工房職員に申し出ることで使用が認め

られる。

※機器の色分け，必要とされる条件など，解らないことがあったら担当教員又は工作工房の職員

にたずねてください。

◯工作工房の利用手続きについて

　工作工房は全学共同の実習施設です。利用の際には安全に気を付けて，お互いに工具や機械，作業

スペース等を譲り合って利用して下さい。下記の要項及び注意事項や手続きをよく理解した上で，利

用申込み書類の提出をお願いします。

①工作工房の利用できる時間等について

ア）工作工房を利用することができる時間は，8時30分から17時まで。

　　16時30分には作業を終了し，機器等の後片付け並びに清掃を始めること。

イ）平日の12時から13時までの1時間は昼休みのため，工作機械等の使用は禁止します。

ウ）休業日は土曜，日曜及び祝日，年末年始。

②授業以外での工作工房の利用について

　時間内での利用について（平日の8時30分から17時までの利用）

ア）時間内の利用を希望する場合は，工作工房利用申込書を工作工房管理室又は担当教員から受け

取り，利用希望日前日の17時までに工作工房の管理室まで提出すること。

　　休日明け初日の利用を希望する場合は，休日前までに書類を提出すること。

イ）同じ時間帯に工作工房を利用する授業がある場合は，授業が優先される。

ウ）利用の際には，工作工房管理室で利用申込みの承認を確認すること。

エ）作業内容や使用する機械等によっては，教員や工作工房の職員との打ち合わせが必要になります。

　時間外での利用について（平日の17時以降と休業日の利用）

ア）時間外の利用を希望する場合は，工作工房時間外利用願いを工作工房管理室又は担当教員から

受け取り，利用希望日前日の17時までに工作工房の管理室まで提出すること。

　　休日明け初日の利用を希望する場合は，休日前までに書類を提出すること。

イ）17時以降の居残り作業は担当教員の監督下，20時までとする。

ウ）作業室等の鍵の引き渡し並びに返却は，担当教員が行う。

　※上記項目以外の事については，時間内の利用についての条項に準じます。
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○情報基盤研究開発センター大橋分室（情報基盤室）の利用案内

1．はじめに

　情報基盤研究開発センター大橋分室に設置している教育情報システムは，九州大学のすべての学生

が講義やレポート作成及び情報集などの学習・教育を目的に利用する事ができます。この教育情報シ

ステムを利用するに当たっては，情報基盤研究開発センターが発行している「教育情報システム利用

ガイド」も併せて参照してください。

2．教育情報システムの設置場所と利用時間

　大橋分室の教育情報システムで，皆さんが利用できるシステムは以下のとおりです。表1に設置場所

と利用時間，表2に利用できるソフトウェアを示しています。

　オープン端末室は，自由に利用できる部屋です。第1実習室は，講義が優先ですが，講義を行ってい

ない時間帯は利用する事ができます。

表1　システムの設置場所と利用時間

設置場所 パソコン台数 利用時間 備　考

第1実習室 54
8:30 ～ 20:50

講義優先

オープン端末室 23

＊ 3月，8月及び9月の利用時間は，8:30 ～ 16:50となっています。

＊ 土・日・祭日は利用できません。但し，3月，8月及び9月を除く土曜日は，10:00 ～ 16:50ま

でオープン端末室を利用できます。土曜日に利用する場合は，事前に大橋分室の事務室に申し出

てください。

＊ 上記に掲げた利用時間帯であっても，システムの保守等により利用を停止することがありますの

でご了承ください。

表2　利用できる主なソフトウェア

ソフトウェア名 内　容　説　明

（Mac環境）OS X 10.9

　　　　Microsoft Office 2011 for Mac Word，Excel，PowerPoint 等

（Windows環境）Windows 8 Pro 64bit

　　　　Microsoft Office 2013 Professional Word，Excel，PowerPoint 等

　　　　Visual Studio 2013 Professional ソフトウェア開発環境

　　　　Adobe Creative Suite 6J Design and Web Premium Illustrator，Photoshop 等

　　　　Shade 3D Basic ３DCGソフト

　　　　MATLAB R2014a 数値計算・解析ソフト

　　　　SolidWorks EDU Edition 2014 CADソフト
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3．利用方法

3.1 利用者ID

　パソコンを利用するためには，利用者個人の認証を行うためにSSO-KIDとパスワードが必要です。

　各個人のSSO-KIDは入学時に配布しています。パスワードは教育情報システムの利用開始時に登録

コードを用いて自分自身で設定してください。

　パスワードは，認証に用いますので絶対に他人に教えないでください。また，定期的に変更するよ

うに心がけてください。

3.2 電子メールの利用

　学生のメールアドレスは，次のような形式になります。

　　　　［学生ID@s.kyushu-u.ac.jp］または［姓.名.乱数3桁@s.kyushu-u.ac.jp］

　メールの利用方法等については，九州大学・学生基本メール（http://www.m.kyushu-u.	 ac.jp/s/）

を参照してください。

4．利用上の注意

　ログイン操作画面で入力したIDとパスワードで認証が行われ，認証に成功するとパソコンの画面に

教育情報システムを利用するうえでの注意事項などが表示されますので，必ず熟読して目的以外に利

用しないよう十分注意してください。

　また，教育情報システムについてのお知らせ等については，教育情報サービスのホームページで行

いますので，日頃から次のホームページを見るように心がけてください。

        http://ecs.kyushu-u.ac.jp/

（4）体育施設

　大橋キャンパスの体育施設には次のようなものがあります。

　これらの体育施設の使用については，授業や公認サークルでの使用を優先します。したがって，授

業や，公認サークルが使用しているときは，原則として使用できませんので，注意してください。

○体育館

利用時間は次のとおりです。

　　平　　日

　　　　8：30～21：00

　　　（時間外（21:00以降）の使用については学務課学生係へ願い出てください。）

　　土曜日・日曜日・祝日

　　　	　開館しない。ただし，使用したい場合は3日前（土・日・祝祭日を除く）までに学務課学生係

へ願い出てください。

○運動場

　土曜日・日曜日・祝日に使用したい場合は，3日前（土・日・祝祭日を除く）までに学務課学生係へ

願い出てください。
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○テニスコート

　土曜日・日曜日・祝日に使用したい場合は，使用日の3日前（土・日・祝祭日を除く）までに学務課

学生係へ願い出てください。

（5）課外活動等施設

　サークル活動等の共用施設として次のようなものがあります。

○サークル共同施設

　共同利用を原則としたサークル活動のセンターとしてサークル施設棟があります。

　1階は防音室及び体育系サークルの部屋，2階にも体育系サークルの部屋があります。

　サークル活動で時間内（8：30～21：00）であれば，文化会議又は体育総務委員会の調整のもとに

使用できます。

○研修室

　厚生施設棟3階に，大・小5つの研修室があります。学生の共同研修施設として，クラス，サークル，

有志等による研修会，懇談会，サークル発表会に使用できます。使用する場合は，3日前（土・日・祝

祭日を除く）までに施設使用許可願を学務課学生係に提出し，許可を受けてください。

　なお，使用にあたっては，次のことに注意してください。

・周囲に迷惑をかけないよう静かに使用すること。

・建物内は禁煙とすること。喫煙は屋外の所定の場所を利用すること。

・建物内は火気使用禁止とすること。

・建物，備品等を汚損及び破損しないよう，注意して使用すること。

・備品等を移動，使用した後は，所定の位置に戻すこと。

・施設使用後は，戸締り等の再確認をし，鍵を所定の場所（警務員室）に返却すること。

○合宿室

　サークル施設棟2階に合宿室があります。使用する場合は3日前（土・日・祝祭日を除く）までに合

宿届と施設使用許可願を学務課学生係に提出してください。サークル等で合宿する場合には，合宿届

も必要です。

　合宿室には，座卓，ふとん，毛布，鍋，食器，ガスストーブ，ガスレンジ，電気がま，冷蔵庫，掃

除機等を備え付けています。

　使用にあたっては，次のことに注意してください。

・備品等を使用した後は，所定の位置に戻すこと。

・火気の使用は，各人が責任をもち，細心の注意を払うとともに，消火を確実に行うこと。

・施設及び備品を紛失又は破損しないよう注意して使用するとともに，学務課の指示に従うこと。

・多額の現金，貴重品等は持ち込まないこと。盗難被害に遭わないよう，注意すること。

・退室に際しては，室内の清掃をし，消火，戸締り等の確認をして，鍵を所定の場所（学務課又

は警務員室）に返却すること。

・近隣の住民の方に迷惑をかけないよう心掛けること。特に夜間は大きな音をたてたり，騒いだ

りしないよう注意すること。
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8．安全の手引き

（1）学内生活及び研究活動における安全の心得

ⅰ　学内生活上の一般的心得

①　毎日，電気・ガス・水道・空調の点検を行い，安全を確認すること。退出時又は長時間不在にす

るときは，電源スイッチを切り，ガス・水道の元栓を閉める等の処置を行い，戸締りと火気の安全

を確認すること。

②　消火器，消火栓，火災報知器，非常電話，避難器具の設置場所を確認しておくとともに，これら

の操作法についても熟知しておくこと。

③　建物の館内は全館禁煙となっている。喫煙は屋外の必ず指定された場所で行い，煙草の吸殻，マッ

チ等の火気の後始末を確実に行うこと。

　　また，「火気厳禁」区域内では絶対に喫煙しないこと。

④　研究室や実験・実習室内の備品で地震の際に倒れる恐れのあるものは固定しておくこと。

⑤　研究室や実験・実習室の整理整頓を常に心掛けること。

⑥　大学施設の使用について，止むを得ず夜間学内に留まる場合は，自らの安全に十分に注意すること。

　　ア　	止むを得ず時間外（21時以降）に使用する際は，施
※

設管理者に了解を得た上で，事故や騒音

等が発生しないよう適切な使用に努めること。なお，社会常識を逸脱した時間（0時以降）で

の使用や騒音等は厳に慎むこと。

　　イ　	目的外で使用する場合は，時間内外を問わず，施設管理者に了解を得た上で，適切な使用に

努めること。

　　　※施設管理者　　例　研究室…教員，教室…学務課

⑦　不審者に十分注意すること。

⑧　コンパ等で飲酒の機会があると思いますが，飲酒について，次のことに注意すること。

ア　未成年者の飲酒は，法律で禁じられています。

イ	「イッキ飲み」は，絶対しない・させない。

ウ　飲めない人には，すすめない。

エ　食べながら，ゆっくり飲む。

オ　飲み過ぎないように，「ほろ酔い」で切りあげる。

カ　飲酒・酒気帯び運転は，絶対しない。

　なお，「急性アルコール中毒」の「予防及び介護」については，126ページを参照してください。

ⅱ　研究実験・実習のための一般的心得

①　整理整頓・点検・後始末を心掛けること。

ア　実験・実習装置やその周辺には不必要なものを置かないようにし，実験・実習に必要な物品も

作業が行いやすいように整理整頓して配置すること。

イ　避難用通路確保のため実験・実習室内の出入口，通路，階段，配線盤等の付近には物品を置か

ないこと。

ウ　実験・実習室内の保安点検を定期的に行い，異常がないことを確認しておくこと。

エ　危険な実験・実習装置やその周辺には標識表示（「危険区域」等）をして周囲に注意を喚起する

こと。

オ　化学薬品類は指定の場所に保管し，実験台などの上に決して放置しないこと。毒物・劇物の表

示がある危険薬品類の取扱いについては担当教員の指示に従い，毒物・劇物の表示がある指定の
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保管庫に区分して安全に管理し，その使用に際しては実際に必要な量だけを取り出すこと。また，

特定の廃液は指定の容器に貯蔵し，決して下水に流さないこと。

カ　実験・実習室内の電気配線については，使用電力に耐える電線やコンセントを使用し，たこ足

配線をしないこと。また，必要に応じてブレーカーを設置し，破損又は老朽化した電線やコンセ

ントは新しいものと交換すること。

キ　実験・実習終了後は速やかにガス・電気・水道の後始末を行い，安全に廃液や廃棄物質の処理

を行うこと。

②　適切な作業衣・保護具を使用すること。

　実験・実習に応じた適切な作業服や安全靴を使用すること。また，必要に応じてヘルメット，手袋，

保護眼鏡等を着用し，安全対策をとること。

③　周到な準備と無理のない実験・実習計画を立てること。

　無理な実験・実習計画や不備な装置による実験・実習は事故を誘発する。実験・実習前に装置の

正常な動作を点検し，無理な実験・実習計画は立てないこと。特に危険を伴う実験・実習や夜間の

実験・実習は決して単独では行ってはいけない。また，実験・実習作業者の注意力散漫な状況は事

故に結び付く可能性が高くなるので，作業者の健康面にも留意すること。

④　真摯な態度で実験・実習に取り組むこと。

　実験・実習中は落ち着いて真面目に実験に取り組まなければならない。また，周囲の状況にも常

に気を配り，事故のないように安全を心掛けること。

⑤　事故発生時の対策を確認してから実験に着手すること。

　万一の事故発生に備え，止めるべき元栓やスイッチ，消火器の置き場所とその操作法，避難経路

や方法，救急法や緊急連絡法等について熟知しておく必要がある。

ⅲ　被検（験）者の安全と権利の保護についての一般的心得

　芸術工学研究院においては，直接人間を対象とする実験的研究が，倫理的配慮のもとに行われるよ

う「実験倫理委員会」を設け，教員からの申請に基づき，その実験計画・内容について，次に掲げる

事項に留意して審査を行い，実験の実施を承認しています。

　一　実験の対象となる個人（被検（験）者）の人権擁護への配慮

　二　被検（験）者となることの理解と同意を得る方法

　三　実験によって生じる個人の不利益と危険性に対する配慮

　なお，被検（験）者の同意を得るため，実験責任者から被検（験）者に対し説明する内容は，実験

内容により異なるものと思われますが，一般的に以下の項目が考えられ，被検（験）者は，その説明

を受ける権利を有しています。

〔実験責任者から被検（験）者への説明項目等〕

ア　実験の目的及び実験の背景に対する一般的説明

イ　実験目的，実験手順及び実験参加上の危険性に関する公正な説明（心理実験等で，実験目的の

説明が実験を阻害する場合は，実験目的を省く。）

ウ　被検（験）者が実験から得ることのできる利益，並びに適当な処置が必要な場合は，被検（験）

者の利益となるような適当な代替措置に関する説明

エ　被検（験）者の実験上に係わる全ての質問に対する回答

オ　被検（験）者は，不利益なしにいつでも同意書を撤回でき，また，実験への参加を止めること
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ができる旨の説明

カ　被検（験）者への質問又は面接時における特定の項目若しくは質問に対して，被検（験）者が

回答を保留できる旨の説明

キ　被検（験）者がボランティアになるかならないかにかかわらず，被検（験）者が受けるサービ

スや処置になんら変化がない旨の説明

ク　被検（験）者から得た個人情報やデータに係る秘密保持に対する方法の説明

　　もし，論文等で個人名を明らかにする場合には，「被検（験）者同意書」にその旨を記すか又は

文書で後日了解を得ること。

　（アメリカスポーツ医学会指針より一部抜枠・改変）

ⅳ　火災防止対策のための一般的心得

①　以下の事項を定期的に点検すること。

ア　消火器，消火栓，火災報知器，避難器具（非常はしご，救命袋等）の位置を確認すること。

イ　非常階段，防火扉，消火栓，廊下，ベランダ等には，障害物を置かないこと。

ウ　火気使用器具の台は不燃物を用い，周囲の可燃物からも遠く離すこと。

エ　ゴム管，塩ビ管などは完全なものを使用すること。（折り曲げて亀裂の生じるものは不可）

オ　電気コードをガス管に触れさせないこと。

カ　電源ヒューズは規格以上のものを使用しないこと。また，電気配線はたこ足配線にしないこと。

②　室内は常によく整理整頓しておくこと。

　実験・実習室や研究室内の諸装置などの配置を考慮し，どこで事故が発生しても常に安全に室

外へ退避できるようにしておくこと。

③　火気を扱う実験・実習時には次の事項について注意すること。

ア　火気の近くには引火性，易燃性，可燃性の物品を置かないこと。

イ　引火した時にとる行動を確認しておく。切るべきガス栓や電源の位置や消火器の設置場所，避

難経路等を確認すること。

ウ　出火時の避難経路は常に片付けておくこと。

エ　使用後は忘れずに火の後始末をすること。

ⅴ　交通安全に関する一般的心得

　学内外を問わず，交通安全には十分留意し，交通規則を遵守し，交通災害の防止に努めなければな

りません。

　また，事故を起こした場合又は事故に遭った場合は，必ず学務課に相談してください。

①　学内における注意事項

　学内においては，教育・研究の場であることを自覚し，静穏な環境の維持と歩行者の安全な通行

を確保するために，自動車・バイク・自転車等の車両の交通については以下の事項を遵守してくだ

さい。

ア　バイクで通学する者は，学務課に申し出て入構許可証（ステッカー）の交付を受け，大学院進

学時は，更新しなければならない。（自動車での通学は，身体障害者又は社会人大学院学生等のみ

申請ができ，毎年度更新しなければならない。）

イ　道路標識に従って運転し，時速15km以下の速度で通行しなければならない。

ウ　駐車・駐輪場以外の場所に駐車してはならない。特に，消防車，救急車等の緊急時の活動を妨

げないように，消火栓付近その他駐停車禁止場所での駐車を厳禁する。
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エ　本学が指定する構内指定区域外への進入を禁止する。

オ　構内には自転車・バイク等を放置しないこと。

カ　むやみに警笛やエンジンの高音を発して，研究・教育活動を妨害してはならない。

キ　事故に備えて，できるだけ任意保険に加入してください。

ク　道路上及び広場等でのキャッチボール，ローラースケート，スケートボード等をしてはいけない。

②　学外における注意事項

　福岡県の，交通事故発生件数は45,703件（平成19年中）で，死亡事故は199件である。交通事故

を起こさないためにも以下のことを心がけて運転してください。

ア　人の生命の尊さを知って運転すること。

イ　思いやりと譲り合いの気持ちを持って運転すること。

ウ　自分の運転能力にあった運転をすること。

エ　心身の状態を良好に保って運転すること。

　　特に，過労，飲酒，病気，携帯電話等に注意すること。

オ　常に冷静な気持ちを保って運転すること。

　　特に，「いそぎ・あせりの心理」，「怒りの心理」，「自己中心の心理」等に注意すること。

ⅵ　地震に対する安全対策

　地震，台風，豪雨，噴火等の自然現象によってもたらされる災害は自然災害と呼ばれています。こ

れらの自然災害の中で最も恐ろしいのは地震です。なぜなら，地震は，構造物の破壊，火災，地すべ

り崖崩れ，津波等の多岐にわたる災害をもたらし，そのいずれもが多数の人命を一瞬にして奪う可能

性があるからです。また，そのような地震が「いつ」・「どこで」・「どのくらいの大きさで」起こるか

を予知することは不可能であるからです。身を護るため，被害を軽減させるために，万一の地震に備

えて各自で常に対策を立てておきましょう。

①　地震はどこでも起こる

　福岡地方は地震活動が盛んな地域ではなく，明治31年8月10日の糸島地震（マグニチュード6.5，

震度4）以後，あまり大きな地震が起こらなかったが，平成17年3月20日に福岡県西方沖（福岡市の

北西約40kmの玄界灘）を震源とする福岡沖地震（マグニチュード7.0，震度6弱）が発生した。地

震後も余震が断続的に起こり，新聞報道等によれば，福岡沖地震では福岡県のみならず九州北部近

県における被害状況を合わせると，死傷者は200名を超え，福岡市と周辺2町では約2,800名が避難

所で過ごしたほか，福岡県を中心に九州4県で全壊18戸を含む約800戸の家屋等が損壊したと言われ

ている。

　平成7年1月の阪神淡路大震災，平成16年10月の新潟中越地震，平成23年3月の東日本大震災など

日本列島ではどこでも地震が起こる可能性があり，被害を最小限に抑えるため日頃から非常時に対

する心構えと備えが必要である。

②　建物内に居るとき地震が起こったら

　建物に被害を生じさせるような大地震が起こった場合には，ほとんどの人が恐怖に陥り，一瞬何

もできない状態におかれるという。地震で建物が揺れている間は立っていることも不可能であると

言われる。建物内に居る時に大地震に遭遇したら，先ず，落下物や転倒物に対して安全な場所に移

動し，揺れが少しおさまってから建物外に速やかに避難することとなろう。学校や家庭など，いつ

も居る場所では，どこから避難したら良いか事前に計画を立てて避難訓練をしておくとよい。あわ

てて飛び出して怪我をしたり，外壁からの落下物で事故に遭うこともあるので注意が必要である。

　室内では，テレビなどの重量物や家具類などについては落下・転倒の防止策を講じておくことが
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望ましい。また，避難に際してなすべきこと，例えばガスやストーブを消したり，栓をしめたりす

ることなどを常にチェックしておくことも必要である。

③　屋外に居るとき地震に遭ったら

　道路など屋外に居るときに地震に遭遇した場合には，建物の外壁や屋上等からの落下物による危

険から身を護ることを考えておこう。建物は崩壊しなくとも，外壁のタイルが落下したり，窓ガラ

スが破損して落下したりする危険がある。

　また，道路沿いに建てられているブロック塀は倒壊する危険性が極めて高いので注意しよう。

　1978年の宮城県沖地震での犠牲者の大半はブロック塀の下敷きによるものであった。

④　海浜で地震情報を得たとき

　地震が発生すると，すぐに津波情報が出される。テレビやラジオで津波による避難勧告がでた場

合には，速やかに近くの高台に避難しよう。逃げ遅れて高波に呑まれて犠牲になった過去は幾度と

なくある。津波では，海水が一旦引いてから押し寄せてくる場合と，引かずに海水が直接押し寄せ

てくる場合の両方のケースがあることに注意しよう。

　津波はジェット機並の速度で来襲する。1960年に日本の真裏の南米チリで起こった地震では，22

時間後に津波が日本を襲い，東北，北海道で139名が犠牲になっている。揺れを直接感じない遠方の

地震に対しても注意が必要である。

⑤　旅行中に地震に遭遇した場合

　旅行中に地震に遭遇した場合にも②から④の注意事項が当てはまろう。安全な場所に避難できた

ら，家族や友人または学校などの連絡可能なところに連絡をとるようにしよう。遠方や海外への旅

行を計画する場合には，事前にクラス担任教員にも連絡しておくようにしよう。地震対策に限らず，

必要なことである。

ⅶ　コンピュータネットワークを活用する場合の一般的心得

　近年のインターネットの普及に伴い，教育・研究などの目的に限らず，日常的にコンピュータネッ

トワークを利用する機会が増えています。インターネットは大学内外を問わず世界各国で非常に多数

の人が利用しているという性質上，一般社会と同じくネットワーク上での情報に関しても注意を払わ

なくてはなりません。

①　不用意に自己や他人の情報を公開しないこと。氏名・住所・電話番号・クレジットカードの番号

などの情報は，商業的な目的だけでなく，時には犯罪に利用される危険がある。

②　ネットワークを通して秘匿性の必要な情報をやりとりすることは極力避けるか，暗号化などの方

策を施した方が無難である。第三者によって通信中の情報を受信・加工・捏造（ねつぞう）するこ

とが可能なことがある。

③　悪意ある第三者やコンピュータウイルスなどによって，手元のコンピュータのソフトウエアやデ

ータ環境が破壊されあるいは改竄（かいざん）されることがある。パスワード（password）の管理

やネットワークからのログイン（login）の許可体制に注意するとともに，出所不明なソフトウエア

の使用は極力避けるなど注意を払うこと。

④　意識的，無意識的に関わらず，法に抵触する行為は避けること。例えば，以下のようなことに留

意すること。

○　ホームページを制作する場合には，他人の音楽，絵画・漫画，写真などを使いがちであるが，

著作権のあるものを使う場合は権利者の許諾を得ること。

○　コンピュータ・プログラムも音楽や絵画と同じように著作物としての保護があるので，私的使

用のための複製など法律が認めた一定の場合以外は，無断で複製しないこと。
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○　自分のホームページに他人の論文などを無断で引用できる場合があるが，それは引用する必然

性があること，自分の論文が主で他人のそれは従であること。「　」を付けるなど引用部分を明ら

かにすること，出所を明示するなどの条件を全てクリヤーしなければならないこと。

○　インターネットで他人のプライバシーを侵害するようなことをしたり，他人を誹謗（ひぼう）

中傷したり，猥褻（わいせつ）的な画像を流すなど，法令に違反するようなことは大学生として

厳に慎むこと。

○　古文書などのように著作権の保護期間の消滅しているもの（一般には著作者の死後50年間で消

滅するものが多い）は自由に使えること。また，著作権の放棄をした著作物もその条件に従った

範囲内での利用は可能であること。

⑤　Twitter等のSNSは，不特定多数の人が閲覧できるサービスですので，そのことを忘れずに軽率な

書き込みをしないこと。社会的責任を問われる場合や，法律に抵触する場合もあります。

（2）緊急時の対応

ⅰ　連絡方法

　事故が発生した場合は，大きな声で近くにいる人に事故発生を告げ，教職員に連絡してください。

一人で対処しようとしてはいけません。

　ⅰ-ⅰ　人身事故の場合

　負傷者を事故現場から安全な場所に移動させるとともに，事故が続発・拡大しないような措置を

とってください。

①　当事者・発見者の措置

　ア　スイッチを切る。ガスの元栓を閉める。

　イ　人を呼ぶ。

　ウ　応急措置を施す。（止血，人工呼吸など）

　エ　負傷の状況によって，次の②に示す方法によって連絡をする。

②　負傷者が出た場合の連絡方法等

連　絡
順　序

連　絡　先

消　防　署
 0 － 1 1 9

キャンパスライフ・
健 康 支 援
センター
4581

警 務 員 室
4428

総　務　課
庶　務　係
4408

関係学科等
の企画運営
委員会委員
等

連　　絡　　内　　容

①

②

③

④

昼

　間

夜
間

・九州大学芸術工学部の○○○○棟○階の○○実験室
　で負傷者が出たので、救急車の出動をお願いしたい。
・私は○○という者です。

・○○○○棟○階の○○実験室で負傷者が出たので、
　応急処置をお願いしたい。

・○○○○棟○階の○○実験室で負傷者が出た。
・関係部署等への連絡をお願いしたい。

・○○○○棟○階の○○実験室で負傷者が出た。
・○○○○の処置をとった。
　（その他の状況報告）

（注）キャンパスライフ・健康支援センターは、通常の勤務時間帯（8：30～17：15）のみ対応可能

当事者
・

発見者
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　ⅰ-ⅱ　火災が発生した場合

　負傷者がいる場合には，現場から直ぐに安全な場所に移動させるとともに，以下の措置をとって

ください。

①　当事者・発見者の措置

　ア　人を呼ぶ。

　イ　火災報知器のボタンを押す。（警務員室に通報される。）

　ウ　可能なら消火器で初期消火をする。

　エ　スイッチを切る。ガスの元栓を閉める。

　オ　避難する。（エレベーターは使用しないこと。）

　カ　次の②に示す方法によって連絡をする。

②　火災が発生した場合の連絡方法等

　ⅰ-ⅲ　不審者を発見した場合

　　学内で，不審者を発見した場合は，直ちに次の所に連絡すること。

時間帯 連絡先 電話番号

昼　間 総務課庶務係 4408

夜　間 警務員室 4428

ⅱ　消火方法

　ⅱ-ⅰ　屋内消火栓の使用方法

①　火災報知器のボタンを押す。（屋内消火栓用の圧力ポンプが動きだす。）

②　屋内消火栓のドアを開け，ノズルを取り出し，ホースを一度に全部引き出して，からまったり，

曲がったりしないようにして延長させること。また，ノズルとホースが外れていないかどうか確

認すること。

③　放水者は，放水の準備が完了したら，「放水準備完了」の連絡をすること。

④　連絡を受けた送水者は，消火栓弁を開き，送水すること。その際に，放水者は，絶対にノズル

連　絡
順　序

連　絡　先

消　防　署
 0 － 1 1 9

警 務 員 室
4428

総　務　課
庶　務　係
4408

関係部門等
の企画運営
委員会委員
等

連　　絡　　内　　容

①

②

③

昼

　間

夜
間

・九州大学芸術工学部の○○○○棟○階の○○実験室
　で火災が発生したので、消防車の出動をお願いしたい　
・私は○○という者です。
 （残留者の有無、その他の状況報告）

・○○○○棟○階の○○実験室で火災が発生した。
・関係部署等への連絡をお願いしたい。
 （残留者の有無、その他の状況報告）

・○○○○棟○階の○○実験室で火災が発生した。
・○○○○の処置をとった。
 （その他の状況報告）

当事者
・

発見者
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を手から離さないようにする。放水時には相当の水圧がかかるので，補助者と二人でしっかりと

ノズル及びホースを握っておくこと。

⑤　ホースが曲がっていると水の出が悪くなったり，極端に水圧がかかったりして危険なので，ホ

ースを点検すること。

⑥　一度に使用する屋内消火栓は1本のみとする。（放水時間は約20分間である。）

⑦　消火が終了したら，放水者は，「消火」の連絡をし，送水者に放水停止の合図をする。送水者は

バルブを閉めること。（放水停止）

⑧　終了（消火）

（注）電気火災には使用できない。（配電盤の電源スイッチを切る必要がある。）

　ⅱ-ⅱ　消火器の使用方法

①　出火したら，まず，消火器を扱う者は，慌てずに出火場所に向かうこと。

②　燃えている場所を確認し，火の手が広がらないように早めに消火活動に当たること。

③　消火器の扱い方は，まず，安全栓を抜き，ホースをはずし火元に向けること。そして，レバー

を握り，火の根元を掃くように左右に振りながら噴出させること。

（注）消火器は屋内消火栓と違い，放射時間も20秒位で，放射距離も5～6mなので，消火活動に当た

る際は，火の手が広がらないうちにタイミングよく消火させるのがポイントである。

　〈消火器の操作方法〉

　　①　安全栓を抜く　　　　　　②　ホースをはずし，先を火元に向ける

　　③　レバーを握り，噴出する
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ⅲ　応急処置

　事故や急病など緊急の事態が発生した時，現場で素早く対処すると患者の予後が良くなることがあ

ります。救急車が到着するまで，現場で，現場にいる人が行う医療的処置が応急処置（first	aid）です。

応急処置は簡単な技術でありながら有効性が高いので，全ての人が修得することが望まれます。

　以下，実験や実習で遭遇する事態に対処する処置法を述べますので，参考にしてください。

①　一般的心得

　緊急事態に遭遇すると，人は動転して慌てる。怪我をして出血している人を見れば冷静さを失い，

卒倒している人を見れば判断力を失って何をしたらいいのか分からなくなってしまう。応急処置法

を修得していても動転するとするべきことを見失い，するべきことをしてもミスが起こる。緊急事

態に遭遇して冷静さを失わないことが処置を行う上での基礎である。

ア　困難な状態に陥っている人に援助の手を差し伸べることは，最も人間的な賞賛に値する行為で

ある。援助の手を差し伸べたにもかかわらず患者が不幸な転帰をとっても，援助者は責任を問わ

れない。困難に直面している人に援助の手を差し伸べようとする積極的姿勢が，対応力を高める。

イ　困難な状況に陥っているのは自分ではなく，他人である。自分は苦しみや痛みを直接体験して

いるわけではない。他人の痛みや苦しみと自分のそれを切り離した視点に立つと，苦しんでいる

患者の状態を客観的な目で観察することができる。

ウ　応急処置法を学んだのち，これを反復して学習し，シミュレーションを行って技術の向上を図

ること。

②　心肺蘇生法

　心肺蘇生法（Cardio-Pulmonary	Resuscitation=CPR）は，事故や急性疾患で心呼吸停止に陥っ

た患者に，現場で直ちに行う救命法である。心停止から4分以内にCPRを開始すると救命率が高い。

ア　適応

　　溺水，電撃傷（感電事故），墜落などによる心呼吸停止，自殺企図や窒息による心呼吸停止，心

筋梗塞や不整脈など心疾患による心室細動や心停止など。

イ　方法（一人で行う場合）

ａ　倒れている人→意識の有無の確認

　患者をゆっくりと仰臥位（あおむけ）にする。患者の右手側にひざまずき，「大丈夫ですか？」

と呼びかけ，その頬をたたいて意識の有無を確かめる。

　意識があれば，患者はうめいたり，目を開いたり，うなずいたりする。この場合，経過を観

察する。

　意識がなければ患者は反応しない。この場合，「だれか来て！」と大声で叫び，援護者を呼ぶ。

ｂ　呼吸の有無を確認→人工呼吸

　耳を患者の口に近づけ，その呼吸音を聞く。また胸の動きを見て，呼吸の有無を確認する。

呼吸があれば，経過を観察する。

　呼吸がなければ，患者の気道を確保し，その鼻を掴み，口−口法（127頁の図1参照）で2～3

回空気を肺に吹き込む。左手を額に，右手を頤（おとがい）に当て，頤を額方向に軽く押すと

気道が開く（127頁の図1参照）。空気が肺に入れば，患者の胸の動きが観察される。気道が閉

息していれば，空気が口と鼻から逆出する。



120 121

ｃ　心停止の確認→心マッサージ

　患者の頸動脈を触れる（127頁の図2参照）。右手中指を患者の喉仏に置き，ゆっくりと下方

へ動かすと頸動脈に達する。

　呼吸がないにもかかわらず脈を触れるときは，人工呼吸（3～4秒間に1回程度）を行いながら

経過を観察すること。

　脈を触れないときは，「救急車を呼んで！」と救急隊への連絡を依頼し，直ちに心マッサージ

を開始する。みぞ落ちの最上部に右手中指を置き，人差指を中指に並べて置いた，その左方に

左手の手のひらを置いた位置（127頁の図3参照）が，心マッサージの場所である（心マッサー

ジの位置は重要）。この部分を30回垂直下方にリズミカルに圧迫する（1分間に100回程度の速

さ）。左手の上に右手を置き，両肘を伸ばした状態で，真上から上半身の重みを加え，胸部が

4cmへこむ程度の圧力を加える（128頁の図4，図5参照）。

ｄ　人工呼吸→心マッサージ→人工呼吸

　心マッサージ後，再び気道を確保し，口−口法で肺に空気を2回吹き込む。次いで，心マッサ

ージを30回行う。救急隊が到着するまで，この動作を繰り返す。

ウ　留意点

ａ　CPRは死の危機に瀕した人を援助するものであり，巧拙により結果に差が生じても術者は責

任を問われない。

ｂ　板など硬いものの上に患者を寝かせてCPRを行うこと。（柔らかいベッドの上でCPRを行って

も効果がない。）

ｃ　術者は，患者が死亡しているか否かの判断を行わないこと。（患者が既に死亡しているとして

も，CPRを続行することがある。）

ｄ　術者は，救急隊が到着するまで患者から離れないこと。

ｅ　気道の確保と胸部圧迫の場所がCPRのポイントである。

ｆ　高齢者など骨の脆い患者で肋骨骨折をきたすことがあるが，重篤な傷害ではないので，その

ままCPRを続行すること。

ｇ　圧迫する手の位置が悪いと肺損傷や，肝破裂をきたすことがある。

ｈ　落下事故などで頸椎損傷があると，気道を確保する際，頸髄を損傷して患者が死亡すること

がある。

ｉ　シミュレーション訓練を積み，頭でなく体でCPRを会得すること。
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③　AEDを用いる心肺蘇生法の手順

１．呼びかけながら肩をたたき，意識があるかないかを確認する。

２．意識がなければ，まわりにいる人に119番通報を頼む。

　　同時に，別の人にAEDを取ってきてもらう。

↓

３．直ちに，心臓マッサージ（胸骨圧迫）30回をする。

その後，心臓マッサージと可能であれば人工呼吸２回を繰り返す。

　　　AEDを装着するまで，専門家に引き継ぐまで，

　　　または傷病者が動き始めるまで　

圧迫は強く・速く（約100回／分）・絶え間なく

圧迫解除は胸がしっかり戻るまで

AEDが到着したら

１．電源を入れる。

２．電極を貼り付ける。

３．機械の音声指示に従って操作する。

AED は管理棟一階 学務課前廊下に設置してます

④　外傷と出血

　外傷は，部位や大きさ，深さ，動脈損傷の有無などにより処置が異なる。上下肢の近位部を切断

したりこれに近い重篤な外傷を受けた場合，この部の主幹動脈が切断されている。医師や救急隊が

近くにいなければ，失血によって患者は速やかに死に至り，応急処置を行う時間はほとんどない。

　ここでは，四肢，軀幹部の局所的外傷と指切断時の処置を述べる。

ア　応急処置

　受傷患者をみたとき，傷が深いか浅いか，出血が動脈性か静脈性かを判断すること。

〔比較的深い傷〕＝細菌と異物が深部に達していると仮定して処置を行う。

　出血が激しくない場合は，水道水などきれいな水で患部を洗う。傷の内部までよく洗って異物

が内部に残らないようにする。患部が挫滅して異物を水で流せない時，清潔な布で患部をゴシゴ

シ洗う（痛みがあっても行う）。患部をきれいにした後圧迫止血し包帯を巻く。

　動脈性出血を伴うときは止血を第一とする。患部を清潔な布で強く圧迫して止血する。出血が

少なくなった時，患部に圧迫包帯を巻く。止血しにくい時，患部を手で圧迫止血したまま医療機

関を受診する。

〔浅い傷〕＝傷の浅い場合も上記と同様の処置を行う。浅い傷で動脈を損傷することはないので，

出血していても水道水を流しながら患部をよく洗う。汚れの落ちにくいときは，布で患部をゴシ

前面

側面



122 123

ゴシ洗う。布でしばらく圧迫止血した後包帯を巻く。静脈性出血は，圧迫することで10分以内に

止血する。

〔指切断〕＝鋭利な刃物や金属との接触で指が切断されているため，切断面は砂やゴミが付着して

いない。動脈を損傷しているので止血を第一とする。切断部を清潔な布で圧迫止血する。次に，

切断された指を清潔なビニール袋に入れ，これを氷水に漬けて医療機関を受診する（保存状態が

良ければ再建することができる）。ミンチ状になった指は再建することができない。

イ　留意点

ａ　動脈性出血は，勢いよく拍動性に出血する。判断しにくいときは，血液を布でぬぐって出血

状態を観察する。患部圧迫による止血を原則とし，毀損動脈より近位部の上下肢を止血帯で縛

って止血する方法は行わないこと。

ｂ　静脈性出血は患部から血液がジワジワと染み出る。出血しても大事に至らないので，患部を

よく洗うこと。

ｃ　釘や鋭利なものが深く刺さった時，破傷風に罹患する可能性がある。過去5年以内に破傷風ト

キソイドの接種を受けたことがなければ，抗破傷風ヒト免疫グロブリンの投与を受けること。

ｄ　応急処置を行った後，必ず医療機関を受診すること。

⑤　熱傷

　熱傷は，深さ，広さによって処置が異なる。熱傷は，深い熱傷と浅い熱傷，局所性熱傷と広範囲

熱傷に大別される。

ア　深達度の判断

ａ　浅い熱傷は，患部が赤くなったり，水泡になったり，糜爛（びらん）になったりする。皮膚

表在神経は損傷されていないので痛みを感じる。

ｂ　深い熱傷は，患部が炭化して黒ずみ，皮膚表在神経が損傷されて痛みを感じない。

イ　応急処置

〔浅い熱傷〕＝局所性の浅い熱傷は，受傷後直ちに水道水で患部を冷やす（128頁の図6参照）。冷

やす時間が長いほど（数時間に及ぶこともある）疼痛は軽くなり，患部の回復が速い。冷やした後，

患部を清潔な布で巻き医療機関を受診すること。

　広範囲の熱傷も患部をできる限り長く冷やす。患者はショック状態に陥ることがあり，状態を

注意深く観察する。熱傷の範囲が広いと患部から体液が失われ，循環不全や腎不全を併発する。

集中治療を要するので，患者を速やかに医療機関に搬送すること。

〔深い熱傷〕＝深い熱傷は植皮を必要とする。筋肉など他の組織の損傷を伴うことがあるので，範

囲が広いと予後不良となる。

　深い熱傷は，真皮まで傷害されているので痛みがなく，皮膚が再生しない。細菌感染をきたし

やすく，放置すると重大な結果となる。痛みのない炭化した熱傷は洗わず，患部に清潔な布を巻き，

直ちに医療機関を受診すること。

　組織が広範囲に炭化した患者は救命することが困難であり，応急処置の対象ではない。

ウ　留意点

　ａ　患部に軟膏などを塗布すると，かえって回復が遅れる。

　ｂ　痛い熱傷は軽傷であり，痛みのない黒ずんだ熱傷は重症である。

　ｃ　患部に付着した燃え残りの衣服などを無理に剥がさないこと。

⑥　電撃傷（落電事故を含む。）

　電撃傷は，電流のジュール熱による皮膚や諸臓器の損傷と，電流による心臓の電気的障害（特に

心室細動）が主たる障害である。高所で作業していれば，落下による外傷を伴う。



124 125

ア　応急処置

ａ　電流が心臓に達すると，心筋の電気的機能が障害され，心室細動（心臓がピクピクけいれん

した状態で心停止に準じる。）をきたす。心室細動，心停止をきたした人に，上記②の要領で直

ちにCPRを行うこと。

　　大量の電流が流れ，諸臓器が広範囲に傷害されている場合，救命することは困難である。

ｂ　意識不明の患者が不穏状態にあれば，心呼吸機能は作動していると考えられる。この場合

CPRを行わず，患者を医療機関へ搬送すること。

ｃ　患者が電源から手を離すことのできない時，直ちにこれを電源から離すこと。（この際自分が

感電しないよう注意する。）

ｄ　高所から落下して出血があれば，局所を清潔な布で圧迫して止血すること。（CPRの術者以外

の人が行う。）

イ　留意点

ａ　高圧電源ほど死亡する確率は高いが，100Vの電源でも心室細動をおこすことがある。

ｂ　皮膚が湿っていると電流が通りやすい。

ｃ　交流に触れると一時的に手が麻痺し，吸いつけられた状態となる。

ｄ　電流が心臓を通過する（左手から右足に抜ける）と，心室細動をおこしやすい。

⑦　骨折

　外傷性骨折は，骨折の部位により処置が異なる。ここでは四肢の外傷性骨折に対する応急処置を

述べる。

ア　骨折状態の把握

　骨折が単純（閉鎖）骨折か複雑（開放）骨折か判断する。

　単純骨折は，折れた骨が皮膚の外に出ない骨折である。単純骨折でも，内部で骨が粉々になっ

ていることがある。

　複雑骨折は，折れた骨が皮膚を破って外に出た（外と交通した）状態の骨折である。複雑骨折

でも，シンプルな折れ方をしていることがある。単純骨折では細菌感染の恐れはほとんどないが，

複雑骨折は感染をきたしやすい。

イ　応急処置

〔単純骨折〕＝骨折した手足を注意深く引き延ばしながら副木を当て，動かないよう固定し，患者

を医療機関に搬送する。

　上腕骨折は129頁の図7のように副木を当てて上腕を固定し，前腕を90度曲げ，三角巾でこれを

吊る。

　前腕骨折は129頁の図8のように副木を当てて前腕を固定し，三角巾でこれを吊る。

　大腿骨折と下腿骨折は129頁の図9のように副木を当て，足を固定する。

　膝関節骨折は129頁の図10のように膝下にタオルなどを敷き，下肢を軽く屈曲した状態で足を

固定する。

　大腿骨折や上腕骨折は疼痛が激しく，患者が一時的にショック状態に陥ることがある。これは

自然に回復するので，経過を観察する。ショック状態から回復した後，副木を当てて固定する。

〔複雑骨折〕＝外傷と出血を伴う。患部が土やゴミで汚れている場合，水道水で洗った後圧迫止血

する。止血後清潔な布で患部を巻き，単純骨折に準じて副木を当て固定する。複雑骨折は細菌感

染をきたしやすいので，患者は早急な治療を要する。

　動脈性出血を伴う場合は，患部を清潔な布で圧迫して止血する。圧迫止血したまま患者を医療

機関に搬送する。
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ウ　留意点

ａ　複雑骨折は処置が遅れると，四肢切断に至ったり死亡したりする。患者を可及的速やかに医

療機関に搬送すること。

ｂ　一見単純骨折に見える骨折でも，複雑骨折であることがある。

ｃ　止血（複雑骨折の場合）する時，尖った骨で手を傷つけやすい。この際HIVやB型肝炎ウイル

スが感染することがある。

⑧　目の傷害

ア　異物

　小さな異物が目に入った時，水道水で目を洗ってこれを除去する。生理的食塩水（水1ℓに食塩

9gを溶かす）を用いると，疼痛が少ない。手で目を擦らないこと。

イ　外傷

　金属が目に刺さったり外傷を受けたりした時，患部の側の目を硬い紙や金属の碗のようなもの

で覆い，健常な側の目を布で覆って見えないようにして患者を直ちに医療機関に搬送する。患部

を手で擦らない。

ウ　薬品

　硫酸や硝酸，水酸化ナトリウムなど強酸や強アルカリが目に入った時，直ちに大量の水道水で

目を洗う。生理的食塩水（前述）で洗うと，疼痛が少ない。pH測定用紙があれば，目のpHを測定

する。pHが7.0になるまで目を洗った後，医療機関を受診する。疼痛があっても目を擦らない。

⑨　薬品による傷害

　強酸，強アルカリが皮膚に付着した時，大量の水道水でその部を洗う。洗った後，硫酸であれば1％

重曹で，水酸化ナトリウムであれば1−2％酢酸でその部分を中和することがある。その他の有毒物

質が付着した場合も大量の水でその部を洗う。

　有毒物質が誤って口に入った時，これを吐き出し，大量の水で口を漱ぐ。自殺目的で意図的に有

毒物質を飲む場合を除き，致死量の有毒物質が口に入ることはない。

　ただし，シアン化合物は微量で致死量に達するので，取扱いを厳格にする。

⑩　急性アルコール中毒

　急性アルコール中毒とは，短時間に比較的大量のアルコールを飲むことで血中アルコール濃度が

急上昇し，アルコールとその代謝産物によって脳機能が一過性に著しく障害された状態をいう。通常，

患者は泥酔・昏睡状態にある。重篤な場合は呼吸中枢の麻痺により死亡する，危険な薬物中毒の一

つである。

　血中アルコール濃度が300mg/dlを越えると脳機能が著しく低下し，泥酔・昏睡状態となる。血中

アルコール濃度が400mg/dlに達した昏睡患者を放置すると，数時間で死に至る。通常，血中アルコ

ール濃度が400mg/dlを越える状態は，比較的大量のアルコールをイッキ飲みする以外には起こり得

ない。

予防及び介護

　死に至る危険な急性アルコール中毒を予防する唯一の方法は，イッキ飲みをしないことです。また，

他者にイッキ飲みを強制したり，はやし立ててイッキ飲みを誘導したりしてはいけません。イッキ

飲みの危険性を知りながら他者に強制し，強制された者が急性アルコール中毒によって死亡したり，

不利益をこうむったりした場合は，強制した者に対して，刑事的問題や民事的問題が生じます。

　アルコールを飲んで酔っぱらったヒトが倒れている場合，昏睡状態にあるか否かを確かめること

が最も重要です。昏睡の有無を確かめる方法は，倒れているヒトの体を激しく揺さぶり大声で名前
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を呼ぶか「大丈夫ですか？」と何度もきくことです。昏睡でなければ，患者は体を動かしたり，う

めいたり，わめいたりします。眠っているように見えても，必ず何らかの反応があります。このよ

うな場合は，患者を安全で暖かい場所に移送し，経過を観察し，嘔吐・失禁があれば介護します。

　呼びかけにもかかわらず患者が体を動かしたり，うめいたりする反応がなければ昏睡状態にある

ことが疑われます。この場合は速やかに救急車を呼び，患者を病院に搬送します。昏睡の場合は数

時間で死亡する可能性が高いので，患者をそのまま放置したり，そのまま経過を観察したりしては

いけません。患者が泥酔して眠っているように見えても，実は昏睡状態に陥っている場合もあるので，

泥酔して眠っているように見える患者は必ず一度激しく体を揺さぶり，名前を大声で呼んで，昏睡

の有無を確かめます。

　急性アルコール中毒患者が心拍・呼吸停止状態にある場合は，その場で，前述の方法にしたがっ

て心肺蘇生術を行ってください。

図　1

図　2 図　3

人工呼吸
ここでは鼻をふさぎ、呼
吸が患者の鼻から逃げ
ずに肺へ入るように行
う。

図に示すように正しい手の位置で圧迫することが最
も重要。

手の正しい位置

肋骨

胸骨

手のひらの
位置

心臓の
位置
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図　4

図　5

図　6

■局所療法

局所を直ちに冷却する
局所を消毒する

閉鎖療法

図　7 図　8

図　9

図　10

副木

副木

副木

副木
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（3）課外活動における安全の心得

ⅰ　参加者の自己安全管理

①　健康診断と安全

ア　健康診断の義務化

　スポーツ活動中の事故は一部の年齢層に見られるというのではなく，若年者層から高齢者層に

至る広い年齢層において発生しているのが現状である。特に心筋梗塞や急性心不全，不整脈など

による死亡事故は，日常の生活において何ら自覚症状がなく，スポーツ活動をすることによって

潜在危険が発覚して発生していることが多い。このことから，事前の健康診断は常識となっている。

イ　健康診断の内容

　健康診断の内容については，一般的に，次のような検査が必要とされる。

ａ　一般診察

ｂ　尿検査

ｃ　血液検査

ｄ　胸部X線検査

ｅ　負荷心電図検査

　特に，スポーツ活動中に倒れて死亡する（いわゆる突然死）事故では心臓系疾患を原因とする

事故が圧倒的に多く，運動負荷による心電図検査をすることが大切である。

ウ　健康診断の意味

　事故防止のため，健康診断書に対する過信は禁物である。健康診断の結果，何らの異常がなか

ったからといって，スポーツ活動をすることの安全が保証されたものではない。健康診断は，単に，

スポーツ活動をするに当たって，妨げとなるような疾病や異常がないことを意味するものであっ

て，スポーツ活動をしても安全であることを保証したものではないことをリーダーは十分に認識

することが重要である。

エ　健康診断の時期

　健康診断は定期的に行うことが重要である。健康診断書は診断を受けた時点の健康状態を証明

するものである。従って，常にその状態にあるのではないということを念頭におく必要がある。

オ　既往症の確認

　リーダーは事故を未然に防止するため，事前に既往症（過去の心臓系の疾病等の有無）のチェ

ックを行い，既往症のある者に対しては，医師と相談して指導することが必要である。

カ　自覚症状のチェック

　スポーツ活動を行う当日の健康状態のチェックが必要となる。スポーツ活動を行う前はもちろ

ん，活動の最中や活動後に次のような症状が見られた場合は，事故防止のため十分に注意する必

要がある。

ａ　スポーツ活動前の自覚症状

　・睡眠不足気味

　・食欲がない

　・頭が痛い

　・吐き気がする

　・胸が息苦しい

　・めまいがする

　・熱がある
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　・風邪気味

　・疲労感がある

ｂ　スポーツ活動中の自覚症状

　・冷や汗がでる

　・吐き気がする

　・胸が苦しい

　・呼吸が苦しい

　・頭が痛い

ｃ　スポーツ活動後の自覚症状

　・胸の痛みや圧迫感がある

　・吐き気や嘔吐がある

　・疲れがとれない

　・眠れない

キ　異常発見への努力

　リーダーは事故を未然に防止するため，指導中の異常者の発見に努めることが必要である。早

期に異常を発見するチェック・ポイントには次のようなものがある。

　・目の輝き

　・顔色

　・表情

　・動作

②　目的に応じた着装

　スポーツ活動に当たっては，種目や参加者それぞれの体格に適した服装・靴の着用が事故防止に

つながる。

　なお，炎天下で長時間活動する場合は，直射日光を浴びることによって起きる事故を防止するため，

帽子の着用は不可欠である。

ⅱ　環境と安全管理

①　時期と安全

ア　季節・気象

　スポーツの種目によっては，実施する季節によって，その時の条件次第で事故につながること

があり十分に注意する必要がある。

　・湿度，温度条件（特に高湿度下における激しい運動は危険である。）

　・雷雨，強風の注意報等

イ　食事直後

　・食後2時間位は過激な運動は避ける。

ウ　早朝

　起きたばかりの時間帯に急激なスポーツを行うことは，致命的な心筋梗塞や脳梗塞などの原因

となるので，適切な水分の補給と十分な準備運動を行うことが必要である。

②　施設・用具と安全

　施設・用具が原因となって事故が発生する場合も少なくない。スポーツ活動を安全に行うため

には，施設・用具が本来備えているべき安全性を維持していることが最も重要であり，施設・用

具の欠陥による事故が発生しないよう十分注意しなければならない。
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ア　十分な安全点検

　・老朽化していないか

　・破損していないか

　・腐食していないか

　・グラウンドは整備されているか

　・不必要な用具が散乱していないか

　・床面が滑りやすくなっていないか

イ　安全点検の習慣化

　　事故防止のため，安全点検の実施を習慣化することが大切である。

ウ　施設の事前点検

　スポーツ活動を行うそれぞれの施設については事前に下見をし，安全性の確認を習慣化する

ことが大切である。

ⅲ　スポーツ指導方法と安全管理

　スポーツの指導においては，本来スポーツがもつ潜在的危険を予測し，それを克服する手だてを

行うことが事故防止につながります。

①　参加者の特性，指導目的・目標の策定と安全

ア　参加者（指導を受ける側）の特性（年齢，性別，経験，能力，体力等）を考慮する。

イ　リーダー自身の力量を自らが十分に認識して目的や目標を策定する。スポーツ事故は，施設や

用具の不備，過度または無理な練習，参加者自身の過失等多くの要因によって引き起こされるこ

とが多いが，リーダーの人格やスポーツへの取り組む姿勢が大きく影響するとも言われている。

②　準備運動（ウォーミング・アップ）

　準備運動は，運動やスポーツの前に筋肉を暖め，血液循環を促進し，酸素摂取を高め運動能力を

高める。

③　整理運動（クーリング・ダウン）

　整理運動は，運動やスポーツの活動中に蓄積された乳酸や老廃物を処理して，疲労回復が促進さ

れる。



132

第
４
章

大橋キャンパスひとりあるき

第 ４ 章
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1．学部所在地

山 陽 新 幹 線

九
州
新
幹
線

九
州
自
動
車
道

J
R
鹿
児
島
本
線

JR鹿児島本線

JR筑肥線

箱崎九大前

白木原

JR

福岡市営地下鉄

西鉄

新幹線

高速道路

大野城

福岡市営地下鉄（空港線）

福岡市
営地下

鉄（七隈線）

福岡市営地下鉄（箱崎
線）

ヤフオク!ドーム

● JR博多駅から
　バス利用　所要時間25分程度

　博多駅郵便局前Ｂ→（20分）→西鉄大橋駅→（５分）→大橋キャンパス
　　西鉄バス（系統番号47・48）に乗車

●天神から
　西鉄天神大牟田線利用　所要時間15分程度

　西鉄福岡（天神）駅→（8分）→大橋駅→（5分）→大橋キャンパス

●福岡空港から
　地下鉄利用（天神で乗換え）　所要時間30～40分

　福岡空港駅→（11分）→天神駅→西鉄福岡（天神）駅→（8分）→
　
　　　　　　　　　　　　　　大橋駅→（5分）→大橋キャンパス

西鉄天神大牟田線　　　　　徒歩

西鉄バス　　　　　　　　　　徒歩

アクセス

　　　　　　　市営地下鉄　　　　乗換え　　　　　　　　西鉄天神大牟田線

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徒歩
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2．学内建物配置図

事務部

多次元デザイン実験棟（講堂）

情報基盤研究開発センター大橋分室（情報基盤室）

附属図書館芸術工学分館

８号館

産学連携センターデザイン総合部門

７号館

６号館

５号館

厚生施設棟

　（食堂・売店・キャンパスライフ・健康支援センター大橋分室）

４号館

２号館

画像特殊棟

音響特殊棟

３号館

１号館

工作工房

環境実験棟

印刷実験棟

総合研究棟

環境適応研究実験施設

設備棟

車庫

守衛所

サークル共同施設

体育館

フライパン

噴水（池）

グラウンド

居住空間実験住宅

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

10

11

12
13

14
15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

27

28

29

北門

正門

至西鉄大橋駅

塩原四丁目
バス停

30

地震（災害）時の避難場所地震（災害）時の避難場所

10
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　　　3．教員研究室一覧
部
門 講座 教　員　名 内線番号 メールアドレス 号館 階

芸　
　
　
　
　
　
　

術　
　
　
　
　
　
　

工　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　
　
　

研　
　
　
　
　
　
　

究　
　
　
　
　
　
　
　

院

デ　
　

ザ　
　

イ　
　

ン　
　

人　
　

間　
　

科　
　

学

生
理
人
類
学

教授 安河内　朗 4530 yasukouc 1 5

教授 綿貫　茂喜 4543 watanuki 1 3

教授 樋口　重和 4523 higu-s 1 5

准教授 村木　里志 4457 muraki 1 3

准教授 金　　 奎 4654 yk-kim 1 3

助教 小崎　智照 4531 kozaki 1 1

助教 平松　千尋 4456 chihiro 8 2

知
覚
心
理
学

教授 中島　祥好 4558 nakajima 3 8

教授 伊藤　裕之 4496 ito 2 5

准教授 上田　和夫 9460 ueda 3 7

准教授 須長　正治 4508 sunaga 2 3

准教授 REMJIN GERARD BASTIAAN 9462 remijm 5 1

助教 山下　友子 4671 yama-y 8 1

モ
デ
リ
ン
グ
・

最
適
化

教授 坂田　年男 4450 sakata 1 5

教授 髙木　英行 4555 takagi 5 7

准教授 能野　謙介 4528 nouno 3 4

助教 伊藤　浩史 4535 hito 5 7

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科
学

音
文
化
・
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

教授 中村　滋延 4553 sn 3 4

教授 藤枝　　守 4546 fujieda 3 4

教授 矢向　正人 4549 yako 3 4

教授 尾本　　章 4560 omoto 3 6

准教授 中村　美亜 4454 mia 3 8

助教 河原　一彦 4550 kawahara 3 8

助教 西田　紘子 4308 nishida 3 6

音
響
デ
ザ
イ
ン
学

教授 岩宮眞一郎 4557 iwamiya 3 5

教授 白石　君男 4554 kimio 3 7

准教授 鮫島　俊哉 4545 samejima 3 5

准教授 高田　正幸 4563 takada 3 5

情
報
音
響

シ
ス
テ
ム

教授 板橋　義三 4466 itabashi 3 3

准教授 鏑木　時彦 4572 kabu 3 7

助教 若宮　幸平 4547 wakamiya 3 6

助教 大草　孝介 4537 okusa 1 6

画
像
情
報
工
学

教授 坂本　博康 4506 sakamoto 5 4

教授 浦濱　喜一 4510 urahama 2 5

准教授 小野　直樹 4507 ono 2 4

准教授 原　　健二 4495 hara 2 5

准教授 井上　光平 4512 k-inoue 7 2

准教授 吉永　幸靖 4571 yosinaga 5 7

環
境
デ
ザ
イ
ン

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・

社
会
環
境
デ
ザ
イ
ン

教授 包清　博之 4475 kanekiyo 2 4

教授 谷　　正和 4448 tani 2 5

准教授 近藤加代子 4449 kondo 4 5

准教授 朝廣　和夫 4480 asahiro 2 4

准教授 藤田　直子 4479 fujita 2 4

構
築
環
境

デ
ザ
イ
ン

教授 冨板　　崇 4451 tomiita 8 1

教授 笹渕　祥一 4431 sasabuti 6 3

部
門 講座 教　員　名 内線番号 メールアドレス 号館 階

芸　
　
　
　
　
　
　

術　
　
　
　
　
　
　

工　
　
　
　
　
　
　

学　
　
　
　
　
　
　
　

研　
　
　
　
　
　
　

究　
　
　
　
　
　
　
　

院

環
境
デ
ザ
イ
ン

構
築
環
境
デ
ザ
イ
ン

准教授 大井　尚行 4481 oi 2 5

准教授 吉岡　智和 4482 tomokazu 環実 1

准教授 田上　健一 4438 tanoue 2 3

准教授 鵜飼　哲矢 4478 ukai 2 3

助教 井上　朝雄 4491 t-inoue 2 5

助教 川本　陽一 4436 kawamoto 環実 2

建
築
史
学
・

文
化
財
学

教授 藤原　惠洋 4529 keiyo 5 5

教授 土居　義岳 4471 doi 2 6

准教授 岸　　泰子 4487 kishi 2 6

助教 福島　綾子 4591 af 2 6

コ　

ン　

テ　

ン　

ツ　

・　

ク　

リ　

エ　

ー　

テ　

ィ　

ブ　

デ　

ザ　

イ　

ン

芸　
　

術

准教授 古賀　　徹 4446 toru 2 3

准教授 米村　典子 4517 yonemura 5 4

准教授 大島　久雄 4468 oshima 7 4

准教授 片山　雅史 4509 katayama 印実 2

准教授 知足美加子 4465 tomotari 5 7

助教 冬野　美晴 4459 m-fuyuno 7 4

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ

デ
ザ
イ
ン

教授 佐藤　　優 4404 sato 2 6

教授 石井　　明 4541 a-ishii 1 6

教授 伊原　久裕 4514 ihara 2 6

准教授 竹之内和樹 4532 ktake 3 4

助教 藤　紀里子 4500 toh 2 6

コ
ン
テ
ン
ツ
デ
ザ
イ
ン

教授 脇山　真治 4515 wakiyama 5 3

准教授 金　　大雄 4519 dwkim 5 6

准教授 松隈　浩之 4432 kuma 6 2

助教 石井　達郎 4458 tatsuro 5 7

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ン

教授 藤村　直美 4434 fujimura 5 6

教授 富松　　潔 4525 tomimatu 5 6

准教授 鶴野　玲治 4497 tsuruno 5 6

准教授 牛尼　剛聡 4469 ushiama 5 6

准教授 上岡　玲子 4548 r-ueoka 6 2

助教 麻生　　典 4452 aso 5 5

デ　

ザ　

イ　

ン　

ス　

ト　

ラ　

テ　

ジ　

ー

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン

教授 都甲　康至 4637 togo 3 4

准教授 田村　良一 4534 tamura 1 6

准教授 Hall Michael 4634 mwhall 7 4

准教授 藤　　智亮 4539 fuji 1 5

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

教授 森田　昌嗣 4533 morita 1 6

准教授 平井　康之 4526 hirai 1 6

准教授 尾方　義人 4542 ogata 1 6

准教授 杉本　美貴 4635 sugimoto 3 4

准教授 曽我部春香 4672 sogabe 1 6
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

教授 清須美匡洋 4441 kiyosumi 6 3

准教授 齋藤　俊文 4638 saito 6 2

准教授 池田美奈子 4540 ikeda 1 6

助教 秋田　直繁 4590 akita 1 6

環実：環境実験棟　　印実：印刷実験棟
 

ダイヤルイン：092− 553 −（内線番号）
Eメール：（メールアドレス）@design.kyushu-u.ac.jp
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4．学部内各号館及び施設の平面図（　　　　　　　　　　　）
〔平成27年3月現在〕

1号館

教員の異動等により，教員研究室等が
変更する場合があります。

倉庫 倉庫 倉庫 倉庫

教員
研究室
小崎智照教員研究室

小崎 智照

人間工学実習室
人間工学
実習室2

ドライエリア

ホール

練習室

研究室 研究室 研究室研究室 研究室 研究室 研究室

練習室

前
室

練習室 練習室 練習室

練習室

練習室

練習室

練習室練習室

倉庫 倉庫

ドライエリア

廊 下
（105）
音響設計

（214） （210）
（209）

（215）（211）（212）（213）

前
室

（104）
音響設計

前
室

（103）
音響設計

前
室

（102）
音響設計

1階

2階

3階

学生控室

機能工学実験室4 機能工学実験室3 3Dデザイン入出力室
工業

身障者用
トイレ

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

玄 関

廊 下

学生控室 学科長（工業）

廊 下

ドライエリア ドライエリア

展示ギャラリー

教員研究室
安河内 朗

教員研究室
村木 里志

人間工学研究室
（3）

人間工学研究室2
（4）

生態情報数理
  演習・実験室（1）

工業：DH

生態情報数理
  演習・実験室（2）

工業：DH
教員研究室
綿貫 茂喜

人間工学防音・
電波シールド室
工業・DH

廊 下

ホール

会議室
人間生活

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

電気室

デザイン実習室 学
生
研
究
室

学
生
研
究
室

学
生
研
究
室

倉
庫

（207）
就
職
情
報
室

（206）
（205）

（吹抜）（313）

（301）（302）（303）（304）（305）（309）（310）（311）（312）

（306）（307）

倉庫
人間生活

（308）

（201）（202）（204）

機
械
室

コ
ピ
ー
室

人
間
生
活

（208）
倉庫

4階

5階

6階

聴能形成実験室
音響設計

楽器音声実験室
音響設計

ブース

ブース

音響心理
測定室
音響設計

廊 下

ホール

バルコニー バルコニー

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

人間工学研究室3教員研究室
藤 智亮

機能工学
研究室

機能工学
研究室

教員研究室
坂田 年男

教員研究室
樋口 重和

人間工学
研究室4

廊 下

ホール

バルコニー

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

教員研究室
尾方 義人

教員研究室
池田美奈子

教員研究室
大草 孝介

教員研究室
田村 良一

教員研究室
平井 康之

教員研究室
曽我部春香

教員研究室
秋田 直繁

教員研究室
石井 明

教員研究室
森田 昌嗣

廊 下

ホール

バルコニーバルコニー

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

人
間
工
学

研
究
室

教員研究室
教員研究室

教員研究室
機
械
室

大
学
研
究
室

教
員
研
究
室

（612）

（512） （511） （510） （509）

（409） （402）

（407）

（401）
（403）

（410）

（506） （505）

倉

　庫

（501）（504）

教員研究室
安河内 朗

（503） （502）

（611） （610） （609） （608） （605） （604） （603） （602）

（606）
教
員
研
究
室

秋
田 

直
繁

（607）

学
生
研
究
室

資
料
室

（507）
学
生
研
究
室

機
能
工
学
研
究
室

（508）

（408）

音響心理
実験室
音響設計
（404）
音響心理
実験室
音響設計
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練習室
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前
室
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（214） （210）
（209）

（215）（211）（212）（213）

前
室

（104）
音響設計

前
室

（103）
音響設計

前
室

（102）
音響設計

1階

2階

3階

学生控室

機能工学実験室4 機能工学実験室3 3Dデザイン入出力室
工業

身障者用
トイレ

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

玄 関

廊 下

学生控室 学科長（工業）

廊 下

ドライエリア ドライエリア

展示ギャラリー

教員研究室
安河内 朗

教員研究室
村木 里志

人間工学研究室
（3）

人間工学研究室2
（4）

生態情報数理
  演習・実験室（1）

工業：DH

生態情報数理
  演習・実験室（2）

工業：DH
教員研究室
綿貫 茂喜

人間工学防音・
電波シールド室
工業・DH

廊 下

ホール

会議室
人間生活

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

電気室

デザイン実習室 学
生
研
究
室

学
生
研
究
室

学
生
研
究
室

倉
庫

（207）
就
職
情
報
室

（206）
（205）

（吹抜）（313）

（301）（302）（303）（304）（305）（309）（310）（311）（312）

（306）（307）

倉庫
人間生活

（308）

（201）（202）（204）

機
械
室

コ
ピ
ー
室

人
間
生
活

（208）
倉庫

1号館

4階

5階

6階

聴能形成実験室
音響設計

楽器音声実験室
音響設計

ブース

ブース

音響心理
測定室
音響設計

廊 下

ホール

バルコニー バルコニー

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

人間工学研究室3教員研究室
藤 智亮

機能工学
研究室

機能工学
研究室

教員研究室
坂田 年男

教員研究室
樋口 重和

人間工学
研究室4

廊 下

ホール

バルコニー

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

教員研究室
尾方 義人

教員研究室
池田美奈子

教員研究室
大草 孝介

教員研究室
田村 良一

教員研究室
平井 康之

教員研究室
曽我部春香

教員研究室
秋田 直繁

教員研究室
石井 明

教員研究室
森田 昌嗣

廊 下

ホール

バルコニーバルコニー

廊 下

トイレ
（男）

トイレ
（女）

EV

人
間
工
学

研
究
室

教員研究室
教員研究室

教員研究室
機
械
室

大
学
研
究
室

教
員
研
究
室

（612）

（512） （511） （510） （509）

（409） （402）

（407）

（401）
（403）

（410）

（506） （505）

倉

　庫

（501）（504）

教員研究室
安河内 朗

（503） （502）

（611） （610） （609） （608） （605） （604） （603） （602）

（606）
教
員
研
究
室

秋
田 

直
繁

（607）

学
生
研
究
室

資
料
室

（507）
学
生
研
究
室

機
能
工
学
研
究
室

（508）

（408）

音響心理
実験室
音響設計
（404）
音響心理
実験室
音響設計
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2号館

1階

2階

3階

画像研究室 作画実習室製図室

ス
プ
レ
ー
の
り
使
用
室

照明・色彩実験室 倉庫ギャラリー

ドライエリア ドライエリア

環境設計ギャラリー

女子便所

共同倉庫

倉庫 倉庫

視覚媒体実験室会議室 画像編集室 学生研究室

学生控室特殊
撮影室

ドライエリア ドライエリア

ホール 廊 下

共用会議室共同倉庫 実験室 吹 抜

映像視覚心理
実験室Ⅱ準備室

グラフィック
デザイン研究室

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

廊 下 ホール

廊 下廊 下

吹 抜

教員研究室
鵜飼 哲矢

教員研究室
田上 健一

教員研究室
古賀 　徹

教員研究室
須長 正治

映像視覚心理
実験室Ⅰアカデミックコア

UP

UP DN UPDN

UP DN UPDN

廊 下廊 下

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

教員研究室
岸　 泰子

教員研究室
土居 義岳

教員研究室
福島 綾子 アカデミックコア

廊 下廊 下

4階

5階

6階

教員研究室
小野 直樹

画像工学
実験室2

バルコニー バルコニー

画像工学実験室1 画像情報実験室

画像工学
実験室3

共
同
倉
庫

情景構成実験室

廊 下廊 下

教員研究室
浦濱 喜一

教員研究室
原 健二

教員研究室教員研究室
伊藤 裕之

教　員
研究室
藤 紀里子

教員研究室
伊原 久裕

セミナー室 教員研究室 教員研究室
佐藤 優

バルコニーバルコニー

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

教員研究室
谷　 正和

教員研究室
大井 尚行

教員研究室
井上 朝雄 アカデミックコア

バルコニー

バルコニーバルコニー

会
議
室

共
同
会
議
室

コ
ピ
ー
室

教
育
・
就
職

支
援
室

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

教員研究室
包清 博之

教員研究室
藤田 直子

教員研究室
朝廣 和夫 アカデミックコア

資
料
室

資
料
室

UP DN UPDN

UP DN UPDN

UP DN UPDN
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1階

2階

3階

画像研究室 作画実習室製図室

ス
プ
レ
ー
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り
使
用
室
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映像視覚心理
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UP DN UPDN

UP DN UPDN

2号館

廊 下廊 下

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

教員研究室
岸　 泰子

教員研究室
土居 義岳

教員研究室
福島 綾子 アカデミックコア

廊 下廊 下

4階
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教員研究室
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画像工学
実験室2

バルコニー バルコニー

画像工学実験室1 画像情報実験室

画像工学
実験室3

共
同
倉
庫

情景構成実験室

廊 下廊 下

教員研究室
浦濱 喜一

教員研究室
原 健二

教員研究室教員研究室
伊藤 裕之

教　員
研究室
藤 紀里子

教員研究室
伊原 久裕

セミナー室 教員研究室 教員研究室
佐藤 優

バルコニーバルコニー

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

教員研究室
谷　 正和

教員研究室
大井 尚行

教員研究室
井上 朝雄 アカデミックコア

バルコニー

バルコニーバルコニー

会
議
室

共
同
会
議
室

コ
ピ
ー
室

教
育
・
就
職

支
援
室

男子便所

EV

PS

ダスト
コーナー

EPS

教員研究室
包清 博之

教員研究室
藤田 直子

教員研究室
朝廣 和夫 アカデミックコア

資
料
室

資
料
室

UP DN UPDN

UP DN UPDN

UP DN UPDN



142 143

3号館

1階

3階 4階

2階

踏
込

倉
庫

第2無響

ラウンジ

無響室

吹抜

吹抜

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ男子トイレ

玄関

ポーチ

留学生交流室

測定室
音響設計・CD

残響可変実験室
音響設計・CD

非常勤講師控室
音響設計

教員研究室
板橋義三

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

教員研究室
藤枝　守

教員研究室
都甲康至

音文化化学
研究室3

教員研究室
杉本美貴

教員研究室
竹之内和樹

教員研究室
能野謙介

教員研究室
中村滋延

教員研究室
矢向正人廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

323教室

321教室

322教室

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

生活空間デザイン
研 究 室

バ
ル
コ
ニ
ー

男子トイレ
湯沸室身障者用

トイレ

電気室

（104） （205）

（201）

（202）

（401）

（402）（409）（308）

（301）

（302）

（306）

（403）

（404）

（405）

（406）
（407）

（203）

（101）

電気室

（103）

音響実験室
音響設計

（303）

音響実験室
音響設計

（304）

（305）

5階

7階 8階

6階

音文化学研究室1

音響環境学研究室3 音響環境学研究室2

教員研究室
高田正幸

教員研究室
岩宮眞一郎

教員研究室
鮫島俊哉

音響環境学研究室1
廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

音文化学研究室2

輪 講 室

資 料 室客員研究室

教員研究室
西田 紘子

音響環境学研究室4

教員研究室
若宮 幸平

教員研究室
尾本　章

学科事務室

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

教員研究室
鏑木時彦

教員研究室
白石君男

教員研究室

聴覚・音声実験室1

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

教員研究室
上田和夫

聴覚実験
ブース1

聴覚実験
ブース2

聴覚実験測定室

教員研究室
吉川　茂

教員研究室
河原一彦

教員研究室
中島祥好

教員研究室
中村美亜

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

音文化学
研究室4

（509）

（501）

（502）

（503）

教員研究室
矢向正人

（610）
（601）

（602）

（603）

（609）

（504）

（505）

（506） （607） （606）

（802）（801）（701）

（702）
（709）

（703）

（704）

聴覚・音声実験室2
（705）

（803）

（804）

（805）

（806）

（807）（808）

音響情報
研究室

（810）

（605）

（604）

（507）

環境論
演習室

教員研究室

（706）（707）



142 143

1階

3階 4階

2階

踏
込

倉
庫

第2無響

ラウンジ

無響室

吹抜

吹抜

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ男子トイレ

玄関

ポーチ

留学生交流室

測定室
音響設計・CD

残響可変実験室
音響設計・CD

非常勤講師控室
音響設計

教員研究室
板橋義三

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

教員研究室
藤枝　守

教員研究室
都甲康至

音文化化学
研究室3

教員研究室
杉本美貴

教員研究室
竹之内和樹

教員研究室
能野謙介

教員研究室
中村滋延

教員研究室
矢向正人廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

323教室

321教室

322教室

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

生活空間デザイン
研 究 室

バ
ル
コ
ニ
ー

男子トイレ
湯沸室身障者用

トイレ

電気室

（104） （205）

（201）

（202）

（401）

（402）（409）（308）

（301）

（302）

（306）

（403）

（404）

（405）

（406）
（407）

（203）

（101）

電気室

（103）

音響実験室
音響設計

（303）

音響実験室
音響設計

（304）

（305）

3号館

5階

7階 8階

6階

音文化学研究室1

音響環境学研究室3 音響環境学研究室2

教員研究室
高田正幸

教員研究室
岩宮眞一郎

教員研究室
鮫島俊哉

音響環境学研究室1
廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

音文化学研究室2

輪 講 室

資 料 室客員研究室

教員研究室
西田 紘子

音響環境学研究室4

教員研究室
若宮 幸平

教員研究室
尾本　章

学科事務室

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

教員研究室
鏑木時彦

教員研究室
白石君男

教員研究室

聴覚・音声実験室1

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

教員研究室
上田和夫

聴覚実験
ブース1

聴覚実験
ブース2

聴覚実験測定室

教員研究室
吉川　茂

教員研究室
河原一彦

教員研究室
中島祥好

教員研究室
中村美亜

廊下

ＥＶ
ホールＥＶＳ女子トイレ

男子トイレ
バ
ル
コ
ニ
ー

音文化学
研究室4

（509）

（501）

（502）

（503）

教員研究室
矢向正人

（610）
（601）

（602）

（603）

（609）

（504）

（505）

（506） （607） （606）

（802）（801）（701）

（702）
（709）

（703）

（704）

聴覚・音声実験室2
（705）

（803）

（804）

（805）

（806）

（807）（808）

音響情報
研究室

（810）

（605）

（604）

（507）

環境論
演習室

教員研究室

（706）（707）



144 145

4号館

1階 2階

4 1 1 教 室

電 気 室

廊 下 廊 下

準 備 室 教員研究室

環境保全論演習室

環境倫理学実習室

W C

E V

控　室

W C

E V

3階

廊 下

環境計画実習室

ランドスケープ設計実習室

W C

E V

5階

廊 下

地域設計実習室

環境経済学実習室

W C

E V

4階

廊 下

構法計画実習室

CAD設計実習室

W C

E V

教員研究室
近藤加代子

UP

DN

DN

UP DN UPDN UP DN DN

UP DN UPDN

UP DN DN

1階

2階

廊　下

5 1 2 教 室
講 義 室

電 気 室

コピー室 器材室

5 1 1 教 室
講 義 室

ラ ウ ン ジ

E V

トイレ
（男）

トイレ
（女）

身障者用
トイレ

非常勤講師室

廊　下

廊　下

5 2 5 教 室
講 義 室

5 2 1 教 室
講 義 室

人間工学
研究室5 教員研究室

講 義 室
5 2 4 教 室

バ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

E V

トイレ
（男）

トイレ
（女）

倉　庫

準

　備

　室

教員
研究室

（レメイン）
レメインジェラード
バスチアン



144 145

1階 2階

4 1 1 教 室

電 気 室

廊 下 廊 下

準 備 室 教員研究室

環境保全論演習室

環境倫理学実習室

W C

E V

控　室

W C

E V

3階

廊 下

環境計画実習室

ランドスケープ設計実習室

W C

E V

5階

廊 下

地域設計実習室

環境経済学実習室

W C

E V

4階

廊 下

構法計画実習室

CAD設計実習室

W C

E V

教員研究室
近藤加代子

UP

DN

DN

UP DN UPDN UP DN DN

UP DN UPDN

UP DN DN

5号館

1階

2階

廊　下

5 1 2 教 室
講 義 室

電 気 室

コピー室 器材室

5 1 1 教 室
講 義 室

ラ ウ ン ジ

E V

トイレ
（男）

トイレ
（女）

身障者用
トイレ

非常勤講師室

廊　下

廊　下

5 2 5 教 室
講 義 室

5 2 1 教 室
講 義 室

人間工学
研究室5 教員研究室

講 義 室
5 2 4 教 室

バ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

E V

トイレ
（男）

トイレ
（女）

倉　庫

準

　備

　室

教員
研究室

（レメイン）
レメインジェラード
バスチアン



146 147

5号館

3階

4階

廊　下

5 3 3 教 室
講 義 室

5 3 2 教 室
講 義 室

教員研究室 教員研究室
脇山真治

教員研究室
脇山真治

画像計測
実験室

教育
器材室

準備室 教員研究室
源田悦夫

教員研究室
源田悦夫

5 3 1 教 室
講 義 室

バ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー展 示 ホ ー ル

E V

トイレ
（男）

トイレ
（女）

廊　下

暗　室

廊下

共 同 製 図 室
教員研究室
坂本 博康

器材室

教員研究室
米村 典子

視覚実験室A

画像ゼミナール室

視覚実験室C

視覚実験室B

バ ル コ ニ ー

バ ル コ ニ ー

バ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）

準備室 光情報
処理室

教員
研究室

教員
研究室

教育
準備室

暗室

5階

6階

廊　下廊　下

学科会議室
デジタルオーサリング室

教員研究室
藤 原 惠 洋

教員研究室
麻 生 　 典

教員研究室 芸術文化論
実験室

芸術情報
プロジェクト
演習室B

院生研究室B

院生研究室C

芸
術
情
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
室
A

バ ル コ ニ ーバ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

器材室

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）

廊　下

サーバー室

廊　下

教員研究室
金  大 雄

教員研究室
鶴 野 玲 治

教員研究室
牛 尼 剛 聡

ゼミ室ゼミ室 メディア設計
演習室B

器材室

教員研究室
藤 村 直 美

教員研究室
富 松  潔

デジタルアーカイブ室

プレゼンテーション室

バ ル コ ニ ーバ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）



146 147

3階

4階

廊　下

5 3 3 教 室
講 義 室

5 3 2 教 室
講 義 室

教員研究室 教員研究室
脇山真治

教員研究室
脇山真治

画像計測
実験室

教育
器材室

準備室 教員研究室
源田悦夫

教員研究室
源田悦夫

5 3 1 教 室
講 義 室

バ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー展 示 ホ ー ル

E V

トイレ
（男）

トイレ
（女）

廊　下

暗　室

廊下

共 同 製 図 室
教員研究室
坂本 博康

器材室

教員研究室
米村 典子

視覚実験室A

画像ゼミナール室

視覚実験室C

視覚実験室B

バ ル コ ニ ー

バ ル コ ニ ー

バ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）

準備室 光情報
処理室

教員
研究室

教員
研究室

教育
準備室

暗室

5号館

5階

6階

廊　下廊　下

学科会議室
デジタルオーサリング室

教員研究室
藤 原 惠 洋

教員研究室
麻 生 　 典

教員研究室 芸術文化論
実験室

芸術情報
プロジェクト
演習室B

院生研究室B

院生研究室C

芸
術
情
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
室
A

バ ル コ ニ ーバ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

器材室

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）

廊　下

サーバー室

廊　下

教員研究室
金  大 雄

教員研究室
鶴 野 玲 治

教員研究室
牛 尼 剛 聡

ゼミ室ゼミ室 メディア設計
演習室B

器材室

教員研究室
藤 村 直 美

教員研究室
富 松  潔

デジタルアーカイブ室

プレゼンテーション室

バ ル コ ニ ーバ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）



148 149

5号館

7階

廊　下廊　下

教員研究室
伊藤浩史

教員研究室
石井達郎

教員研究室
知足美加子

教員
研究室
吉永幸靖

教員研究室
髙 木 英 行

教員研究室教員研究室 教員
教員室

バ ル コ ニ ーバ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

ゼミ室

メディア設計
演習室

学生研究室

器材室
器材室

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）

教員研究室

1階

3階

2階

応用情報伝達
研究室

応用情報伝達
実験室

情報工学
第2実験室

トイレ（女）

玄　関

演習・実験室

撮影室（実験室）

実験室

トイレ（男）

廊下

教員研究室
松隈 浩之

教員研究室
上岡 玲子

教員研究室
齋藤　俊文

応用情報部門
ＶＲ研究室

バルコニー 廊下

教員研究室
笹渕 祥一

客員・非常勤
教員研究室

教員研究室
清須美 匡洋

廊下

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

トイレ
（男）

コピー室

倉
庫

倉
庫



148 149

7階

廊　下廊　下

教員研究室
伊藤浩史

教員研究室
石井達郎

教員研究室
知足美加子

教員
研究室
吉永幸靖

教員研究室
髙 木 英 行

教員研究室教員研究室 教員
教員室

バ ル コ ニ ーバ ル コ ニ ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ロ ビ ー

ゼミ室

メディア設計
演習室

学生研究室

器材室
器材室

E V

トイレ
（男） トイレ

（女）

教員研究室

6号館

1階

3階

2階

応用情報伝達
研究室

応用情報伝達
実験室

情報工学
第2実験室

トイレ（女）

玄　関

演習・実験室

撮影室（実験室）

実験室

トイレ（男）

廊下

教員研究室
松隈 浩之

教員研究室
上岡 玲子

教員研究室
齋藤　俊文

応用情報部門
ＶＲ研究室

バルコニー 廊下

教員研究室
笹渕 祥一

客員・非常勤
教員研究室

教員研究室
清須美 匡洋

廊下

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

トイレ
（男）

コピー室

倉
庫

倉
庫
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7号館

1階

2階

3階

シアタールーム デザインストラテジー
Ａ

ワークショップ

階段室

ホール

E V

学 生 控 室 学 生 控 室

階段室

倉庫 倉庫
倉
庫

倉
庫

階段室

ホール

ミーティングルーム

廊 下

吹 抜 吹 抜

トイレ
（男）

トイレ
（女）

トイレ
（男）

トイレ
（女）

学科会議室メディアスタジオ デザインストラテジー
Ｂ E V

階段室 階段室前室

芸術設計コンピュータ室
サーバー室

ホール

バルコニーバルコニー 応用情報伝達
研究室

階段室階段室

デザインストラテジーＣ

E V

応用情報伝達研究室

4階

トイレ
（男）

トイレ
（女）

ホール

バルコニー

バルコニーバルコニー

教員研究室
冬野 美晴

教員研究室
冬野 美晴

教員研究室教員研究室
石川 幸二

工作室 教員
研究室

教員研究室
石川 幸二

教員研究室
大島 久雄

教員研究室
大島 久雄

教員研究室
Hall Michael

廊 下廊 下

階段室階段室



150 151

1階

2階

3階

シアタールーム デザインストラテジー
Ａ

ワークショップ

階段室

ホール

E V

学 生 控 室 学 生 控 室

階段室

倉庫 倉庫
倉
庫

倉
庫

階段室

ホール

ミーティングルーム

廊 下

吹 抜 吹 抜

トイレ
（男）

トイレ
（女）

トイレ
（男）

トイレ
（女）

学科会議室メディアスタジオ デザインストラテジー
Ｂ E V

階段室 階段室前室

芸術設計コンピュータ室
サーバー室

ホール

バルコニーバルコニー 応用情報伝達
研究室

階段室階段室

デザインストラテジーＣ

E V

応用情報伝達研究室

7号館

4階

トイレ
（男）

トイレ
（女）

ホール

バルコニー

バルコニーバルコニー

教員研究室
冬野 美晴

教員研究室
冬野 美晴

教員研究室教員研究室
石川 幸二

工作室 教員
研究室

教員研究室
石川 幸二

教員研究室
大島 久雄

教員研究室
大島 久雄

教員研究室
Hall Michael

廊 下廊 下

階段室階段室



152 153

8号館

1階

3階

2階

教員研究室
冨板　崇

教員研究室
妹尾 武治

教員研究室
山下 友子

化学実験室
今坂 智子

化学実験室

分析化学実験室

便 所通路

化学測定室

教員研究室
上妻多紀子

教員研究室
平松 千尋

教員研究室

共用室

階段室

階段室

階段室

階段室

廊下

共用室

共用室

バルコニー

自然科学第2実験室

物理実験室

倉庫

前室

物理実験室 物理準備室

ボンダ室

レーザー
暗室レーザー暗室

教員研究室
河辺哲次

便 所

ホール

準備室

UP

UP
DN

DN
UP

UP
DN

DN

環 境 工 学 実 験 室吹 抜 環 境 工 学 実 験 準 備 室

構 造 実 験 室

トイレ

グラフィック実験室

複製技術実験室

版画研究実験室

版画研究実験室

腐食室

教員研究室
片山 雅史

管理準備室

バ ルコ ニー

1階

2階

構 造 実 験 準 備 室
吉岡 智和

教員研究室
川本 陽一



152 153

1階

3階

2階

教員研究室
冨板　崇

教員研究室
妹尾 武治

教員研究室
山下 友子

化学実験室
今坂 智子

化学実験室

分析化学実験室

便 所通 路

化学測定室

教員研究室
上妻多紀子

教員研究室
平松 千尋

教員研究室

共用室

階段室

階段室

階段室

階段室

廊下

共用室

共用室

バルコニー

自然科学第2実験室

物理実験室

倉庫

前室

物理実験室 物理準備室

ボンダ室

レーザー
暗室レーザー暗室

教員研究室
河辺哲次

便所

ホール

準備室

UP

UP
DN

DN
UP

UP
DN

DN

環境実験棟

印刷実験室2階

環 境 工 学 実 験 室吹 抜 環 境 工 学 実 験 準 備 室

構 造 実 験 室

トイレ

グラフィック実験室

複製技術実験室

版画研究実験室

版画研究実験室

腐食室

教員研究室
片山 雅史

管理準備室

バ ルコ ニー

1階

2階

構 造 実 験 準 備 室
吉岡 智和

教員研究室
川本 陽一



154 155

小 暗 室

トイレ
倉 庫 テレビ・写 真スタジ オ

録 音スタジ オ 調 整 室 （ 　 吹 　 　 抜 　 ）

録 音スタジ オ

スタジオ前室

スタジオ倉庫

暗 室

撮 影 準 備 室 テレビ・写 真スタジ オ

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ト
イ
レ

画像特殊棟2階

音響特殊棟2階

1階

2階

3階

食 堂（座数132）

厨 房

階段室

階段室

ホ ー ル

ポ ー チ

玄 関

ト イ レ
ト イ レ

倉 庫

玄 関

事 務 室

売 店

カ ウン タ ー

診 察 室・
処 置 室

資 料 室
教 員 研 究 室

教 職 員
組 合 事 務 室

検 査 室資 料 室 検 査 室看 護 師 室
（ 事 務 室 ）

待 合 室

談 話 室

図 書 館 書 庫

トイレ

多目的
トイレ廊 下

倉庫 倉庫

（女）
医 師 室資 料 室

第 ２ 研 修 室

文 化 系 集 会 室 文 化 系 集 会 室

文化系
集会室

文化系
集会室

ロ ビ ー

倉 庫（１）

E V

文化系
集会室倉 庫 ト イ レ

（男）

倉 庫

E V

E V

（男）
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小 暗 室

トイレ
倉 庫 テレビ・写 真スタジ オ

録 音スタジ オ 調 整 室 （ 　 吹 　 　 抜 　 ）

録 音スタジ オ

スタジオ前室

スタジオ倉庫

暗 室

撮 影 準 備 室 テレビ・写 真スタジ オ

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

ト
イ
レ

厚生施設棟

1階

2階

3階

食 堂（座数132）

厨 房

階段室

階段室

ホ ー ル

ポ ー チ

玄 関

ト イ レ
ト イ レ

倉 庫

玄 関

事 務 室

売 店

カ ウン タ ー

診 察 室・
処 置 室

資 料 室
教 員 研 究 室

教 職 員
組 合 事 務 室

検 査 室資 料 室 検 査 室看 護 師 室
（ 事 務 室 ）

待 合 室

談 話 室

図 書 館 書 庫

トイレ

多目的
トイレ廊 下

倉庫 倉庫

（女）
医 師 室資 料 室

第 ２ 研 修 室

文 化 系 集 会 室 文 化 系 集 会 室

文化系
集会室

文化系
集会室

ロ ビ ー

倉 庫（１）

E V

文化系
集会室倉 庫 ト イ レ

（男）

倉 庫

E V

E V

（男）



156 157

サークル施設棟

1階

2階

器 具 庫

防 音 室（左） 防 音 室（右）

前 室 1

バドミントン部バスケットボール部バレーボール部
女子便所

男子便所
前 室 2

便所
フ ット サ ル 部
蹴 球 設 計

芸 工 名 球 会

廊 下

合 宿 室

ラ グ ビ ー部硬式庭球部

倉 庫 2

倉 庫 1

UP UP

DN DN

1階

3階

2階

特殊加工室

大型作業室
（ピロティー）倉庫

サンダー室

総合作業室

EV

UPUP

DWDW

工房管理室

作業室

溶接作業室

溶接作業室

更衣室（女）

便所（女）

便所（男）

更衣室（男）

廊下
ポーチ

電気室

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

DN
UP

UP

UPDN

DN
DN

UP

DWDW

作品室

乾燥室塗装スペース
作業室

空調機室

造形準備室

ユーティリティー

バルコニー

造形教室

吹抜

渡り廊下

バ
ル
コ
ニ
ー

DNDN
DWDW

EV

EV
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1階

2階

器 具 庫

防 音 室（左） 防 音 室（右）

前 室 1

バドミントン部バスケットボール部バレーボール部
女子便所

男子便所
前 室 2

便所
フ ット サ ル 部
蹴 球 設 計

芸 工 名 球 会

廊 下

合 宿 室

ラ グ ビ ー部硬式庭球部

倉 庫 2

倉 庫 1

UP UP

DN DN

工作工房棟

1階

3階

2階

特殊加工室

大型作業室
（ピロティー）倉庫

サンダー室

総合作業室

EV

UPUP

DWDW

工房管理室

作業室

溶接作業室

溶接作業室

更衣室（女）

便所（女）

便所（男）

更衣室（男）

廊下
ポーチ

電気室

バ
ル
コ
ニ
ー

バ
ル
コ
ニ
ー

DN
UP

UP

UPDN

DN

DN
UP

DWDW

作品室

乾燥室塗装スペース
作業室

空調機室

造形準備室

ユーティリティー

バルコニー

造形教室

吹抜

渡り廊下

バ
ル
コ
ニ
ー

DNDN

DWDW

EV

EV



158 159

情報基盤研究開発センター大橋分室（情報基盤室）

オープン端末室
玄関

ホール

電気室

洗面所

トイレ

トイレ　　

事務室

サーバー室

室長室
（応接室）

セミナー室

会議室

廊下

資
材
室

器
具
庫

主任室

UP
UP

第１実習室第２実習室 階段室
廊下

前室

計算機室倉庫

第３実習室

DN
UP

PSPS

1階

2階

DN

映写
室

倉庫

展示ホール

ギャラリー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

廊下

前室

デザイン演習室電気実験室

バルコニー

DN

DN

（吹抜）（吹抜）

（吹抜）（吹抜）

（吹抜）（吹抜）

UP

UP

UP

実験ホール

スロープスロープ

ピロティー

ステ
ージ

上部
映写
室

ロビー造形製作
加工室

第2物理
実験室

無響室

倉庫

倉庫

機械室

電気室 ホール

ホワイエ

廊下

倉庫

トイレ（女）

トイレ
（男）

多目的
トイレ

1階

2階



158 159

オープン端末室
玄関

ホール

電気室

洗面所

トイレ

トイレ　　

事務室

サーバー室

室長室
（応接室）

セミナー室

会議室

廊下

資
材
室

器
具
庫

主任室

UP
UP

第１実習室第２実習室 階段室
廊下

前室

計算機室倉庫

第３実習室

DN
UP

PSPS

1階

2階

多次元デザイン実験棟

DN

映写
室

倉庫

展示ホール

ギャラリー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

廊下

前室

デザイン演習室電気実験室

バルコニー

DN

DN

（吹抜）（吹抜）

（吹抜）（吹抜）

（吹抜）（吹抜）

UP

UP

UP

実験ホール

スロープスロープ

ピロティー

ステ
ージ

上部
映写
室

ロビー造形製作
加工室

第2物理
実験室

無響室

倉庫

倉庫

機械室

電気室 ホール

ホワイエ

廊下

倉庫

トイレ（女）

トイレ
（男）

多目的
トイレ

1階

2階
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5．九州芸術工科大学学生歌

創立10周年記念募集

学舎の四季
まなびや

作詞　返田　良
作曲　川畑邦弘

1　春には春の思いあり
　　集いて多きそれぞれの
　　夢をわかちて行末の
　　我等の明日を照らしてむ
2　夏には夏の思いあり
　　炎まばゆき学祭に
　　我等の夢を託す間に
　　燃ゆる命の踊るらむ
3　秋には秋の思いあり
　　憂い驕るもあるものを
　　ここに芸術工学の
　　理得むとすればなむ
4　冬には冬の思いあり
　　来たる門出はそれぞれに
　　誉れ多かれわが学友
　　誓いをともにはたすべし

注：1．2．3．4番とも括弧内は二部にわかれて
　　いるが，1．2．3番については下声， 4 番
　　については上声が主旋律になる。しかし
　　実際は二部合唱になるのが望ましい。

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅰ）

創立10周年記念募集

芸工大青春応援歌
作詞・作曲　三木弘和

1　風よ雲よ光よ　吹き荒べ我が胸に
　　恋よ夢よ誓いよ　貫き通せ我が想い
　　明日行く遠き道　闇に消えても
　　昨日までの遙か夢　光に変えて
　　飛べ大空　飛べ海原　力続くその日まで
　　行こう我が友　若人よ　九州芸工大
2　登る朝日に身を論し　赤き夕日に涙捨て
　　遙か地平に旅立たん　流れる星に夢託し
　　明日築く青春の　燈求めて
　　歌え　己れと創造の　誓いに賭けて
　　飛べ大空　飛べ海原　力続くその日まで
　　行こう我が友　若人よ　九州芸工大

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅱ）

1．はる に は は る の お ー も い あ り、 つ  ど
2．なつ に は な つ の お ー も い あ り、 ほ の

1　かぜ よくーもよ ひー か り よ ふきす さ べー わが むね に、
2　のぼ るあさひに みを さ と し あかき 夕 日に なみ だす て、

こ いよゆ め よ ちー か い よ つらぬきとうせー わがおも　い、
は る かちへいに たびたた ん なが れ るほ　しに ゆめたく　し、

あしたゆく ー　とおきみ ち　　　や み に き え て　　も、
あしたきづ く　せ いしゅんの　　　あ か し も と め　　て、

きのうまーでの　はるかゆ　め　　　　ひかりにかえ　て、　　　　とべ
うたえおのれと　そうぞう　の　　　　ちかいにかけ　て、　　　　とべ

おおぞら　とべ　　う な ば　ら　　　　ち か　らつづ く　そのひ ま　で、
おおぞら　とべ　　う な ば　ら　　　　ち か　らつづ く　そのひ ま　で、

ゆ　こ うわがとも　わ こ お ど　よ、きゅうしゅうげいこーーだ　い
ゆ　こ うわがとも　わ こ お ど　よ、きゅうしゅうげいこーーだ　い

3．あき に は あ き の お ー も い あ り、 う れ
4．ふゆ に は ふ ゆ の お ー も い あ り、 き た

 い て お お き そ れ ぞ れ の、 ゆ め
 お ま ば ゆ き が く さ い に、 わ れ
 い お ご る も あ る も の を、 こ こ
 る か ど で は そ れ ぞ れ に、 ほ ま

 を ー わ か ち て ゆ く す え の わ れ
 ら ー の ゆ め を た く す ま に も ゆ
 に ー げ い じゅ つ こ う が く の こ と
 れ ー お お か れ わ が が く

 ら の あ す を て ら して む、 2．なつ
 る い の ち の お ど るら む。 3．あき
 わ り え む と す れ ばな む。 4．ふゆ

 ゆ う ち か い ー を ともに は た す べ し。
（い を と　　も　に）

創立10周年記念募集

明日をみつめて

作詞・作曲　都甲康至

1　乾いた空を見つめても
　　何も生まれない
　　うつろな時に流されても
　　何も生まれない
　　希望の川にかける
　　虹の橋のように
　　新しい世界を夢みて
　　歩みつづけよう
　　この道を
　　みんなの心をあわせて
2　想い出にすがりついても
　　何も生まれない
　　孤独な心を信じても
　　何も生まれない
　　どんな小さなことにでも
　　愛をかけてあげられる
　　人の心を大切にして
　　みんなの愛をあわせて
　　人の心を大切にして
　　みんなの愛をあわせて

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅲ）かわい　　た　　　　　　そらを　み つ ーめて も　　　　　　ー な に

も　　　　　　　　　　うまれ　　な　　い、　ー　　　　　　　　うつろ

な　　　　　　　　　　　　ときに　　な　が　ーされ　て　も　　　　ーなに

も　　　ー　う　ま　ーれな　　　い　　　　　　　　　　　きぼう

の　か　わ　に　か　ける　にじの　　は　し　ーのように　ーあ た

らしい　せかい　を　ー　　ゆ　　　　め　　ー　み　て　ーあゆ

み　　　つづけ　よう　ー　　　こ　　　　の　み　ち　　を　ーみん

な　の　こ ころ　を　　　あわせ　　　　て。　　　　　　　おもい

で　に　　　　すがり　　　つ　い　ー て ー　　　　も　　ーなに

も　　　　　　　　　　うまれ　　な　　い、 ー　　　　　　こどく

な　　　　　　　　　　こころ　　を　しん　ーじて　も　ー な に

も　ー　う　　ま　　ーれ な　　　　　　い　　　　　　　どんな

ち　い　さ　　　な　こ と に　　　　で　ー　ー　も　ー　あ

い　を　か　け　て　　あげ ー　　　　ら　ー　れ　る　ーひと

の　こころ　を　　ー　　た　　　　　い　せ　つに し て ー みん

な　の　ーあ い　を　　あわ せ　　　　て　　　　　　　　ひ と

の　　こころ　を　　ー　　た　　　　　　い　せ　つ に し　てーみん

な　の　あ　い　を 　 あ わ せ　　　　　ー　て　ー
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創立10周年記念募集

学舎の四季
まなびや

作詞　返田　良
作曲　川畑邦弘

1　春には春の思いあり
　　集いて多きそれぞれの
　　夢をわかちて行末の
　　我等の明日を照らしてむ
2　夏には夏の思いあり
　　炎まばゆき学祭に
　　我等の夢を託す間に
　　燃ゆる命の踊るらむ
3　秋には秋の思いあり
　　憂い驕るもあるものを
　　ここに芸術工学の
　　理得むとすればなむ
4　冬には冬の思いあり
　　来たる門出はそれぞれに
　　誉れ多かれわが学友
　　誓いをともにはたすべし

注：1．2．3．4番とも括弧内は二部にわかれて
　　いるが，1．2．3番については下声， 4 番
　　については上声が主旋律になる。しかし
　　実際は二部合唱になるのが望ましい。

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅰ）

創立10周年記念募集

芸工大青春応援歌
作詞・作曲　三木弘和

1　風よ雲よ光よ　吹き荒べ我が胸に
　　恋よ夢よ誓いよ　貫き通せ我が想い
　　明日行く遠き道　闇に消えても
　　昨日までの遙か夢　光に変えて
　　飛べ大空　飛べ海原　力続くその日まで
　　行こう我が友　若人よ　九州芸工大
2　登る朝日に身を論し　赤き夕日に涙捨て
　　遙か地平に旅立たん　流れる星に夢託し
　　明日築く青春の　燈求めて
　　歌え　己れと創造の　誓いに賭けて
　　飛べ大空　飛べ海原　力続くその日まで
　　行こう我が友　若人よ　九州芸工大

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅱ）

1．はる に は は る の お ー も い あ り、 つ  ど
2．なつ に は な つ の お ー も い あ り、 ほ の

1　かぜ よくーもよ ひー か り よ ふきす さ べー わが むね に、
2　のぼ るあさひに みを さ と し あかき 夕 日に なみ だす て、

こ いよゆ め よ ちー か い よ つらぬきとうせー わがおも　い、
は る かちへいに たびたた ん なが れ るほ　しに ゆめたく　し、

あしたゆく ー　とおきみ ち　　　や み に き え て　　も、
あしたきづ く　せいしゅんの　　　あ か し も と め　　て、

きのうまーでの　はるかゆ　め　　　　ひかりにかえ　て、　　　　とべ
うたえおのれと　そうぞう　の　　　　ちかいにかけ　て、　　　　とべ

おおぞら　とべ　　う な ば　ら　　　　ち か　らつづ く　そのひ ま　で、
おおぞら　とべ　　う な ば　ら　　　　ち か　らつづ く　そのひ ま　で、

ゆ　こうわがとも　わ こ お ど　よ、きゅうしゅうげいこーーだ　い
ゆ　こうわがとも　わ こ お ど　よ、きゅうしゅうげいこーーだ　い

3．あき に は あ き の お ー も い あ り、 う れ
4．ふゆ に は ふ ゆ の お ー も い あ り、 き た

 い て お お き そ れ ぞ れ の、 ゆ め
 お ま ば ゆ き が く さ い に、 わ れ
 い お ご る も あ る も の を、 こ こ
 る か ど で は そ れ ぞ れ に、 ほ ま

 を ー わ か ち て ゆ く す え の わ れ
 ら ー の ゆ め を た く す ま に も ゆ
 に ー げ い じゅ つ こ う が く の こ と
 れ ー お お か れ わ が が く

 ら の あ す を て ら して む、 2．なつ
 る い の ち の お ど るら む。 3．あき
 わ り え む と す れ ばな む。 4．ふゆ

 ゆ う ち か い ー を ともに は た す べ し。
（い を と　　も　に）

創立10周年記念募集

明日をみつめて

作詞・作曲　都甲康至

1　乾いた空を見つめても
　　何も生まれない
　　うつろな時に流されても
　　何も生まれない
　　希望の川にかける
　　虹の橋のように
　　新しい世界を夢みて
　　歩みつづけよう
　　この道を
　　みんなの心をあわせて
2　想い出にすがりついても
　　何も生まれない
　　孤独な心を信じても
　　何も生まれない
　　どんな小さなことにでも
　　愛をかけてあげられる
　　人の心を大切にして
　　みんなの愛をあわせて
　　人の心を大切にして
　　みんなの愛をあわせて

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅲ）かわい　　た　　　　　　そらを　み つ ーめて も　　　　　　ー な に

も　　　　　　　　　　うまれ　　な　　い、　ー　　　　　　　　うつろ

な　　　　　　　　　　　　ときに　　な　が　ーされ　て　も　　　　ーなに

も　　　ー　う　ま　ーれな　　　い　　　　　　　　　　　きぼう

の　か　わ　に　か　ける　にじ の　　は　し　ーのように　ーあ た

らしい　せかい　を　ー　　ゆ　　　　め　　ー　み　て　ーあゆ

み　　　つづけ　よう　ー　　　こ　　　　の　み　ち　　を　ーみん

な　の　こ こ ろ　を　　　あわせ　　　　て。　　　　　　　おもい

で　に　　　　すが り　　　つ　い　ー て ー　　　　も　　ーなに

も　　　　　　　　　　うまれ　　な　　い、 ー　　　　　　こどく

な　　　　　　　　　　ここ ろ　　を　しん　ーじて　も　ー な に

も　ー　う　　ま　　ーれ な　　　　　　い　　　　　　　どんな

ち　い　さ　　　な　 こ と に　　　　で　ー　ー　も　ー　あ

い　を　か　け　て　　あげ ー　　　　ら　ー　れ　る　ーひと

の　こころ　を　　ー　　た　　　　　い　せ　つに し て ー みん

な　の　ー あ い　を　　あわ せ　　　　て　　　　　　　　ひ と

の　　こころ　を　　ー　　た　　　　　　い　せ　つ に し　てーみん

な　の　あ　い　を 　 あ わ せ　　　　　ー　て　ー
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創立20周年記念募集

いざ、若人
作詞・作曲　永沢裕之

1　我ら若人　燈そうじゃあないか
　　若き青春　希望の灯
　　限りある若い時間を謳歌して
　　次なる時代を迎えるために
　　いざ燈さん　希望の灯
　　燈せ、燈せ、燈せ

2　我ら若人　燃そうじゃあないか
　　まばゆい情熱　その炎

　　昂る精神世に示さんと

　　輝く瞳は苦が世も照らす
　　いざ燃さん　情熱の炎
　　燃せ、燃せ、燃せ

3　我ら若人　築こうじゃあないか
　　輝く未来　永遠の
　　心を開いて古きを見つめ
　　真を求めて新たを創り
　　いざ築かん　我らの未来
　　築け、築け、築け

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅳ）
わ　れ　　　ら　　　　　わ　　こ　う　　　ど

き　　ー　　せ　　い　しゅ　　ん　　　　き　　ぼう　　の　　　　ひ．　か　ぎ　　り　　　あ　る　わ　か

ゆ　　い　　じょ　　お　ね　　つ　　　その　　ほ　　　の　　　　お．　た　か　　ぶ　　　る　せ　い

や　　く　　み　　ら　　い　　　　　　　えい　　え　　　ん　　　　の．　こ　こ　　ろ　　　を　ひ　ら　い

い　　　　じ　　　か　　　　ん　を　お　　　　か　　し　　て　　つ　ぎ　 な　　　る　じ　だ　い

しん　　　よ　　　に　ー　　し　め　　　　　　さ　　ん　　と　　か　が 　 や　ー　く　ひ　と　み

て　　　　ふ　　　る　　　　き　を　ー　み　　つ　　ー　　め　　ま　こ 　 と　　　を　も　と　め

を　　　　む　か　　え　　　　　る　た　　め　ー　　　に．　　　い　ざ　と　　ー　ー　　も　さ　ー

は　　　　に　が　　よ　　　　　も　て　　　ら　　　　　す．　　　い　ざ　も　　ー　　　　や　さ　　

て　　　　あ　ら　　た　　ー　　を　つ　　　く　ー　　　り．　　　い　ざ　き　　　　　　　ず　か

ん　　　　　　　き　ー　ぼ　う　の　　　ひ　　　　　　　　　と　も　　せ　と　も　せ　と　も

ん　　　　　　じょ　　　ね　つ　の　　　　　ほ　の　お　　も　や　　せ　も　や　せ　も　や

ん　　　　　　　わ　 ー　れ　ら　の　　　　　み　ら　い　き　ず　　け　き　ず　け　き　ず

せ．

せ．

け．

1. と　　も　ー　そ　う じゃ　な　い　　か　わ　か
2. も　　や　　　そ　う じゃ　な　い　　か　ま　ば

3. き　　ず　　　こ　う じゃ　な　い　　か　か　が

!!

!!

!!

!!

たかぶ

に よ

｛

創立20周年記念募集

明日への轍

作詞・作曲　植田洋一

1　流れる時代が　はやかろうと
　　おそかろうと
　　今はここにひとつ
　　めぐり逢えた仲間たち
　　自分の夢を
　　追いかけることも出来ずに
　　君が泣いているなら
　　誰かにしゃべってごらんよ
　　　春から夏へと季節が巡るように
　　　君が歩き出すのを
　　　みんなが待ってる
　　心が軽くなったなら
　　歩き出せばいいから
　　疲れた時は遠慮なく
　　立ち止まればいいから

2　流れる時代が　はやかろうと
　　おそかろうと
　　いつの日にも肩をたたき合える
　　友達でいよう
　　君の流した涙はきっと形を変えて

　　心の中で道標になる
　　見失なうことない
　　　秋から冬へと季節が移るように
　　　君の素敵な笑顔を
　　　みんなが待ってる
　　元気は自分で出さなくちゃ
　　けれど友達が側にいる
　　つまづきや傷を恥じる事は
　　しなくていいから

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅴ）1． 2　な がれ　る ときが　　　　　　　　は　や　　か　　ろう と おそか

ろ　　　う と　いまは　　　　こ こ に　　ひとつ　　めぐりあえた ー　　　なかま　　　た ち
ろ　　ーう と　いつの　　　ひ に も　　かたを　　たたきあえる　　と　　もだち で 　 いよう

で　　き ず に　きみが　　　　な い て　　いるな　　　らだれ　か に　　しゃ　べ　　って　ごらんよ
を　　か え て　こころ　　　の な か で　　みちし　　るべに　な る    み  うーしなう　ことない

っ　て　　る　　　　　こ ころ 　 が　　か る く　　な　っ　たな　ら　　あ る　き　だ　せ　ば
っ　て　　る　　　　　げ んき 　 は　　じぶんで 　 だ さ な く ちゃ　け れ　ど　と　も　が

い　い　ー　か　ら　　　　つ　か れ　　た　　と き は　　え ん りょなく　　　た　ちどまれば いいから
そば に　　る　　　　つ ま ず　　きや　きずをは　　じ る　ことは　　　　　しな くて いいから

じぶん　のゆめを　　　　　　　　お い 　 か　　け　　る　こ と も
きみの　ながした　　　　　　　　な み 　 だ は　きっ と　か た ち

は　る か　　らな つ へ と　　きせつが　　　　　　め　　ぐ　　るよ　う　に
あ　き か　　らふ ゆ へ と　　きせつが　　　　　　う　　つ　るよ　う　に

き み が あ る き　　だ　　す　の　　を　　　み　　　ん　な　が　　　ま
き み の す て き な え　　が　お 　 を　　　み　　　ん　な　が　　　ま

わだち

と　き

と　き

みちしるべ
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創立20周年記念募集

いざ、若人
作詞・作曲　永沢裕之

1　我ら若人　燈そうじゃあないか
　　若き青春　希望の灯
　　限りある若い時間を謳歌して
　　次なる時代を迎えるために
　　いざ燈さん　希望の灯
　　燈せ、燈せ、燈せ

2　我ら若人　燃そうじゃあないか
　　まばゆい情熱　その炎

　　昂る精神世に示さんと

　　輝く瞳は苦が世も照らす
　　いざ燃さん　情熱の炎
　　燃せ、燃せ、燃せ

3　我ら若人　築こうじゃあないか
　　輝く未来　永遠の
　　心を開いて古きを見つめ
　　真を求めて新たを創り
　　いざ築かん　我らの未来
　　築け、築け、築け

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅳ）
わ　れ　　　ら　　　　　わ　　こ　う　　　ど

き　　ー　　せ　　い　しゅ　　ん　　　　き　　ぼう　　の　　　　ひ．　か　ぎ　　り　　　あ　る　わ　か

ゆ　　い　　じょ　　お　ね　　つ　　　その　　ほ　　　の　　　　お．　た　か　　ぶ　　　る　せ　い

や　　く　　み　　ら　　い　　　　　　　えい　　え　　　ん　　　　の．　こ　こ　　ろ　　　を　ひ　ら　い

い　　　　じ　　　か　　　　ん　を　お　　　　か　　し　　て　　つ　ぎ　 な　　　る　じ　だ　い

しん　　　よ　　　に　ー　　し　め　　　　　　さ　　ん　　と　　か　が 　 や　ー　く　ひ　と　み

て　　　　ふ　　　る　　　　き　を　ー　み　　つ　　ー　　め　　ま　こ 　 と　　　を　も　と　め

を　　　　む　か　　え　　　　　る　た　　め　ー　　　に．　　　い　ざ　と　　ー　ー　　も　さ　ー

は　　　　に　が　　よ　　　　　も　て　　　ら　　　　　す．　　　い　ざ　も　　ー　　　　や　さ　　

て　　　　あ　ら　　た　　ー　　を　つ　　　く　ー　　　り．　　　い　ざ　き　　　　　　　ず　か

ん　　　　　　　き　ー　ぼ　う　の　　　ひ　　　　　　　　　と　も　　せ　と　も　せ　と　も

ん　　　　　　じょ　　　ね　つ　の　　　　　ほ　の　お　　も　や　　せ　も　や　せ　も　や

ん　　　　　　　わ　 ー　れ　ら　の　　　　　み　ら　い　き　ず　　け　き　ず　け　き　ず

せ．

せ．

け．

1. と　　も　ー　そ　う じゃ　な　い　　か　わ　か
2. も　　や　　　そ　う じゃ　な　い　　か　ま　ば

3. き　　ず　　　こ　う じゃ　な　い　　か　か　が

!!
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たかぶ

に よ
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創立20周年記念募集

明日への轍

作詞・作曲　植田洋一

1　流れる時代が　はやかろうと
　　おそかろうと
　　今はここにひとつ
　　めぐり逢えた仲間たち
　　自分の夢を
　　追いかけることも出来ずに
　　君が泣いているなら
　　誰かにしゃべってごらんよ
　　　春から夏へと季節が巡るように
　　　君が歩き出すのを
　　　みんなが待ってる
　　心が軽くなったなら
　　歩き出せばいいから
　　疲れた時は遠慮なく
　　立ち止まればいいから

2　流れる時代が　はやかろうと
　　おそかろうと
　　いつの日にも肩をたたき合える
　　友達でいよう
　　君の流した涙はきっと形を変えて

　　心の中で道標になる
　　見失なうことない
　　　秋から冬へと季節が移るように
　　　君の素敵な笑顔を
　　　みんなが待ってる
　　元気は自分で出さなくちゃ
　　けれど友達が側にいる
　　つまづきや傷を恥じる事は
　　しなくていいから

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅴ）1． 2　な がれ　る ときが　　　　　　　　は　や　　か　　ろう と おそか

ろ　　　う と　いまは　　　　こ こ に　　ひとつ　　めぐりあえた ー　　　なかま　　　た ち
ろ　　ーう と　いつの　　　ひ に も　　かたを　　たたきあえる　　と　　もだち で 　 いよう

で　　き ず に　きみが　　　　な い て　　いるな　　　らだれ　か に　　しゃ　べ　　って　ごらんよ
を　　か え て　こころ　　　の な か で　　みちし　　るべに　な る    み  うーしなう　ことない

っ　て　　る　　　　　こ ころ 　 が　　か る く　　な　っ　たな　ら　　あ る　き　だ　せ　ば
っ　て　　る　　　　　げ んき 　 は　　じぶんで 　 だ さ な く ちゃ　け れ　ど　と　も　が

い　い　ー　か　ら　　　　つ　かれ　　た　　と き は　　え ん りょなく　　　た　ちどまれば いいから
そば に　　る　　　　つ ま ず　　きや　きずをは　　じ る　ことは　　　　　しな くて いいから

じぶん　のゆめを　　　　　　　　お い 　 か　　け　　る　こ と も
きみの　ながした　　　　　　　　な み 　 だ は　きっ と　か た ち

は　る か　　らな つ へ と　　きせつが　　　　　　め　　ぐ　　るよ　う　に
あ　き か　　らふ ゆ へ と　　きせつが　　　　　　う　　つ　るよ　う　に

き み が あ る き　　だ　　す　の　　を　　　み　　　ん　な　が　　　ま
き み の す て き な え　　が　お 　 を　　　み　　　ん　な　が　　　ま

わだち

と　き

と　き

みちしるべ
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創立20周年記念募集

明日への轍
作詞　植田洋一
作曲　岡崎道成

1　流れる時代が　はやかろうと
　　おそかろうと
　　今はここにひとつ
　　めぐり逢えた仲間たち
　　自分の夢を
　　追いかけることも出来ずに
　　君が泣いているなら
　　誰かにしゃべってごらんよ
　　　春から夏へと季節が巡るように
　　　君が歩き出すのを
　　　みんなが待ってる
　　心が軽くなったなら
　　歩き出せばいいから
　　疲れた時は遠慮なく
　　立ち止まればいいから

2　流れる時代が　はやかろうと
　　おそかろうと
　　いつの日にも肩をたたき合える
　　友達でいよう
　　君の流した涙はきっと形を変えて

　　心の中で道標になる
　　見失なうことない
　　　秋から冬へと季節が移るように
　　　君の素敵な笑顔を
　　　みんなが待ってる
　　元気は自分で出さなくちゃ
　　けれど友達が側にいる
　　つまづきや傷を恥じる事は
　　しなくていいから

九州芸術工科大学学生歌　（Ⅵ）1． な がれる　と　　き　が　　　　　　　　　は や か ろう とお　　そ　か ろ　う　と

2． な がれる　と　　き　が　　　　　　　　　は や か ろう とお　　そ　か ろ　う　と

い　ま　はこ こ にひ　　と　つ　　　　　　　　　　　め ぐ り あ え た な　　か　ま　た　ち
い　つ　のひ に もか　　た　を　　　た　た き　　　　あ え る　と　も だ　ち　　で　い　よ　う

き　み　が　な い て　い　　る　　な　　　ら　　だ　　れ　　か　に　　しゃ　　　べ　　っ　て
ここ ろ　の　な か で み　　ち　　　し　　る　　べ　　　に　　な　る   　み　　　う　　し　なう

んりょな く　た　ち ど　　ま　れ　ば　　　　　　　　　　い　　い　　か　　　　ら
じ る こ　と　は し　　　な　く　て　　　　　　　　　　い　　い　　か　　　　ら

じ　ぶん の ゆ　　め　を　　　　　　　　　　　お い か け る こ と 　 も　で　き ず 　 　 に　
き　みの な が　　し　た 　　な み だ は　　　き　っ とか た ち を　　か え　　て

ご　ら　ん　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　　　る　か　ら な つ へ と
こ　と　な　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　き　か　ら　ふ　ゆ　へ　と

き せ つ が　め　ぐ　る　　よ　　　う　に　　　　　　　　　　き み が　あ　る きだ　す　の　　を
き　せ　つ が　う　つ　る　　よ　　　う　に　　　　　　　　　　き　み　の　　す て きな え　が　お　を

み　ん　な　が　ま　　　っ 　 て　る　　　　　　　　　　　こ　こ　ろ 　 が　　か る　く　　な
み　ん　な　が　ま　　　っ 　 て　る　　　　　　　　　　げ　ん　き　　は　　じ　ぶ　ん　で だ

っ　た な　ら　　あ　る　き 　 だ せ ば　　い い　か　ら　　　　　　　つ　か　れ　　た　　　と　き　は　え
さ　な　くちゃ　　け　れ　ど　　と も が そ ば に　い る　　　　　　　つ　ま　ず　　き　や　き　ず　を　は
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